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一 序論

1.1 問題の所在 :腐敗問題に悩まされている国際社会

2002年8月26日から9月4日まで､南アフリカのヨハネスブルグで国連が主催する｢持

続可能な開発に関する世界サミット｣が開催された｡これは各国首脳や代表､NGOのリ

-ダー､ビジネス界ほか主な団体からの参加者が集まり､人類が抱える困難な課題に世界

の関心を向け､解決を目指して世界的な行動を促すための会議であった｡人口増加にとも

ない､今日の世界では､食糧､水､住居､衛生､エネルギー､医療サービス､経済的安定

に対する要求は増加の一途をたどっている.このサミットでは､世界中の人々の生活向上

と自然資源の保全をはじめ､様々な重要課題について協議された｡このヨハネスブルグ･

サミット2002の声明書において､持続的発展を阻寮する世界的広がりを持つ重大問題と

集中的に戦おうとする誓約が確認された.その中で､腐敗 (corruption)問題は､慢性的

飢餓 (chronichunger),組織的犯罪 (organizedcrime)､自然災害 (naturaldisasters)､

テロリズム (terrorism)など計 13の重大間感の1つとして挙げられている1｡

かつて経済発展の必要悪とさえされていた腐敗問題はなぜこのように重視される様にな

ってきたのであろうかO国連の最新の統計によると､世界全体の総生産額の 33兆ドルに

対し､腐敗取引の額は少なくとも約 1兆ドルに上るOこのような深刻な事態に対し､腐敗

は牡の支配をゆがめ､経済成長を促す制度的基盤を弱体化させ､発展を危くするとの理由

から､腐敗問題は経済及び社会発展の最大の障害として認識されてきた2｡特に腐敗問題に

もっとも重大な被害を受けるのは､経済の衰退にもっとも打撃を受けやすく､公共サービ

スに依存性が高い貧困層である｡従って､貧困の撲滅を妨げる腐敗問題の解決は､発展に

おける最優先課題であるといえよう｡現在発展途上国のみならず､先進国においても腐敗

問題が重大な社会問題となっている｡

国別の腐敗状況を量る手段のひとつとして､国際NGO団体 トランスペアレンシ一･イ

ンターナショナル (恥ansparencyInternational)による汚職誰知指数CPI(Corruption

Perceptionslndex)がある｡CPIとは複合指標であり､2003年版は13の独立機関が実業

1国連正式文書 『持続可能な発展に関するヨハネスブルグ宣言』19条参照｡国連文書に関
しては国連オンラインhttp://www.un.org/､或は国連本部http://www.unic.or.jp/サイトを
参照されたい｡

2世界銀行における税制及び行政改革などを含む公共セクターの改革に関する活動を行う

｢公共セクターガバナンスグループ｣(ThePublicSectorGovernanceGroup)の羅織で

あるOhttp://www1.worldbank.org/publicsector/anticorrupt/index･cfmo
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界､学者､リスク分析者､本国内及び海外移住した住民を対象に実施した 17の投票及び

調査に基づいて､計 133の国における公務員及び政治家の腐敗程度を10(highlyclean)

から0(highlycorrupt)までの数字で表すものとなっている80

表 1国別汚職報知指数CPI及び順位

順位

1

2

3

4

5

22

66

129

130

131

132

133

得点

Finland 9.7

Iceland 9.6

Denmark 9.5

NewZealand 9.5

Singapore 9.4

Japan 7.0

China 3.4

Myanmar 1.6

Paraguay 1.6

Haiti 1.5

Nigeria 1.4

Bangladesh 1.3

出所 :TransparencyInternationalCorruptionPerceptionsIndex2003

それによると､調査の対象である133の国の中で､約七割の国が5以下の得点に評価さ

れている｡特に約半数 の発展途上国の得点が3以下であった｡最上位はフィンランド9.7

点である｡日本は7.0点で､中国は3.4点に付けられ､それぞれ21位､66位にランキン

グされているO

3 統計方法などに関する説明はhttp://www.transparency.org/cpi/index.htmi#cpi｡この
指標は広く国連人間開発報告書､世界銀行の腐敗防止活動に利用されている｡
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1.1.1 中国を蝕む腐敗問題

中国の場合も､改革開放以来従来の共産党高級幹部など特権層による公物の占用着服問

題から､中央の一般官僚､そして地方官僚の多様な腐敗-と拡大してきたO特に司法過程

における収賄､不正の激増は民衆の不信を招いているO一例を挙げると､.2001年3月に開

かれた第九期全国人民代表大会第4回会議の議案の採決では､宋首相報告､財政報告に対

し､賛成票がそれぞれ97.7%､80.2%であるに比べ､腐敗に対する取り組みの報告に不満

が多く､主管機関である最高人民法院報告には70.0%､最高人民検察院報告には67.2%の

賛成票しか投じられなかった｡特に最高人民検察院の報告に3分の1の反対 ･棄権票が出

されたように､官僚の汚職 ･腐敗問題を検挙する活動-の強い不満が示されていた｡

腐敗に関する情報は､中国共産党及び政府のイメージを傷つける点から､特に高級官僚

の腐敗は内部処理という形で行われてきた｡報道の自由がいまでも制限されている中国国

内において､腐敗に関する調査及び報告は稀にしか見当たらない｡米国にパイプを持つあ

る中国の民間経済研究所がまとめた1997年の内部統計によると､1980年から1994年ま

での中国の地下経済の規模はGDPの約 10%にも達している4｡現在､年々増加する官僚汚

職腐敗事件は中国人である誰でも目にする耳に聞く状態になって来ている｡2003年 10月､

中国最大の国営通信社叫 新華社は 『国際先駆導報』の記事を掲載し､腐敗官僚計 4000

人が50億 ドルの資金を持ち出し､海外-逃亡していると報じた5｡ また腐敗防止制度の研

究に力を入れてきた清華大学国情研究中心の胡鞍鋼主任は､1990年代後半から,毎年腐敗

による経済的損失が9875億人民元から12570億人民元に達し､GDPの13.2%から16.8%

程度を占めると指摘した60

現在､インターネットの普及と典に､腐敗現象に関する報道及び歌論が活発になってい

る｡このような情勢のもとで､中国政府も積極的姿勢を示し､腐敗防止に本格的に力を入

れ始めた｡中国外交部副部長張莱速は2003年12月10日､メキシコのメリダで行なわれ

た国連閣僚級政治会韻で､中国政府を代表し､｢国連腐敗防止条約｣に署名した7｡中国で

4茅於賦 ｢中国経済増長的地点分析｣『北京天則経済研究所内部論文稿』1997第4期｡

5http://news.xinhuanet.com/world/2003･10/14/contentJ121561.h上m
6http･'//news.2len.com/domestic/guoshu2003/12/29/1397253.shtml#
7張業遂副部長は中国政府を代表して､各規制をいかに徹底して執行するかについて4つ

の提案を出した｡(1)条約に加盟した国々は主権の相互尊重と平等互恵を基に､誠意ある

協力的な政治体制を望む｡(2)司法協力､引渡､取戻､腐敗資産返還などの面で有効な国

際協力を行う｡(3)腐敗犯罪予防･追及と腐敗資産移転の摘発の面で積極的に経験･情報 ･

データを交換し合う｡(4)発展途上国の腐敗取締り･予防などの面での建設を強化する｡
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は経済改革に遅れて､政治改革がようやく日程に上がってきている｡伝統的制度は近代革

命及び文化大革命によって一掃され､近代的制度の移植が始まってまもなく､政治､経済

的制度､組織のあらゆる側面に不合理な部分が多く､中国は今一つのカオス状態にあると

言って良い｡たとえば中国の司法制度に関して､ごく最近まで､裁判官は行政任命であっ

たことなどがその一端を示しているO従って､現行制度における腐敗防止策の補足だけで

は､政治制度の抜本的改革であろう｡

1.1.2 日本における腐敗問題

ここ数年､日本における高級官僚の収賄､過剰接待などの深刻な不祥事が続発し､かつ

てないほどの厳しい社会批判を招いている｡いうまでもなく､公務員の腐敗は､国民の政

府に対する信頼感の喪失につながる重大な問題であり､さらに社会的正義の実現､社会の

健全な発展に大きな障害となる｡国連による人間開発指数の 10位内にランクされている

にもかかわらず､日本は汚職羅知指数のランキングにおいて 20位に下がっているOさら

に､世銀が発表したガバナンス指標によると8､日本の腐敗に対するコントロール指数は､

以下のように､2002年は2000年及び1998年の調査より悪化していることがわかる｡

表 2腐敗コントロール指数

出所 (WBI:Governance)9

とくに発展途上国と経済形態転換中の国々への技術 ･財政援助を重要視するべきと強調し

た. http://news.searchina.nejp/2003/1211/politics_1211_001.shtml参照｡その一方で､
国の事情に合わないとの理由で､中国政府はトランスペアレンシ一 ･インタ-ナショナル

の協力要請を拒否した｡

http://news.xinhuanet.com/legal/2003-03/I1/contenL771142.htm｡
8GovernanceMattersIII:Governancelndicatorsfor1996-2002

byD.KaufmannA.Kraay,andM.Mastruzzi(2003)･WozldBankPoIJ'cyReseamA
Woz:kl'ngPaper31060
9http://info.worldbank.org/governance/kkz2002/sc_chart.asp.このサイトから必要に応
じて複数国間の比較､単一国の年次変遷など多様にデータを引き出すことができる｡
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1.2.腐敗の定義及び原因に関する認識

腐敗を防止するために､腐敗現象に関する認識､その誘発の原因などを考察する基礎作

業が不可欠である｡

まず､腐敗の定義を見ようo腐敗 (corruption)は､語源的には､ラテン語のCorruptus

(tobreak)に由来し､その文学的意味は､｢壊れたもの｣(brokenobject)である｡そして､

概念的腐敗とは､倫理､道徳､伝統､法及び公民道徳に反する行動様式の一種であるo世

銀及びTransparencylnternationalによる古典的定義では､腐敗はある人がその公的職位

を利用して個人の違法的利益を獲得することとみられている｡

国連による GlobalProgrammeagainstCorruption(GPAC)は､腐敗を公私両分野にお

ける ｢私的利益のための権力の乱用｣(abuseofpowerforprivategain) と定義するO国

によって理解は異なるにもかかわらず､現代社会では､腐敗が異なる形で多様に現れてい

るO例えば､着服 (embezzlement)､詐欺 (fraud)､賄賂 (bribery)､政治腐敗 (political

corruption)､､縁者びいき (nepotism)､秘密主義 (secretarisme)､財物強要 (extortion)

などである｡例えば日本において､贈収賄というもっとも直接的な行為でさえ､必ずしも

金銭の授受を伴うとは限らない｡会員制クラブの会員資格や子供のための奨学金の約束な

ど､他の贈物や特典が取引をまとめるための ｢賄賂｣として利用される｡それぞれの形に

は個別な誘発要因があるが､基本的には､行政制度､公務員個人および職場以外の公務員

を取り巻く環境の三つの側面に問題があるとされる｡発展途上国の場合､発展の政治的基

盤である民主主義制度の欠如が腐敗のもっとも根本的原因と言えよう｡しかし､民主主義

の制度を整備されている先進国においてもなぜ腐敗現象が発生するのか､以下は日本を中

心に議論を進めることしたい｡

1.2.1 制度上の問題

まず､公務員の人事管理制度について､人事院の見解を見てみよう｡平成 10年度の年

度報告において､不祥事を誘発する原因と考えられる以下のような問題点が指摘されてい

る｡第 1に､各省庁ごとの人事管理は､組織に対する過度の依存をもたらし､内部の特別

な価値観が不祥事につながった面があると考えるo 第2に､採用試験別 ･採用年次別のグ

ループ別人事管理は､人材確保､集中的な人材育成､安定した昇進選抜などの面で一定の

役割を果たしてきているが､優秀と冒された職員に､それ以外の者との関係で特権的､閉

鎖的な意識を生むとともに､容易に外部の便宜供与を期待するもの (集団)の標的とされ
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る｡第 3に､Ⅰ種採用職員について特別な養成を行ったことが､エリート意識を生じさせ

ている場合がある｡

次に､日本の政治過程の特徴の-つとして､行政官の政治化が上げられるO日本の行政

運営を欧米諸国と比較した場合､職業公務員が法律の制定や重要な政策決定などの過程で､

本来政治の果たすべき役割を相当程度担ってきた｡この行政官の政治化は､公務員に､自

らが国を先導しているという誤ったおごり､特権的意識 (統治者意識)を持たせ､接待を

受けても恥じない感覚を生んだという一面があったことは否定できないと指摘されている

100

また､情報公開､行政手続の適正化､規制緩和の視点から､政策決定､補助金の交付な

ど､広範な裁量権が行政官にあることも不祥事の背景にあると指摘される11｡

1.2.2 職員個人の問題

しかし､制度上の不祥事の誘因に遭遇した公務員のすべてが不祥事を引き起こすわけで

はないo従って､不祥事-の ｢一線｣を超えるか超えないかは､公務員個々人の自制心の

強さ､弱さの問題であるとされる12. -般的に､採用後における公務員個人の私生活に乱

れが生じ､金銭などの誘惑に抵抗できず､腐敗に陥るなどの結果となるとされる13｡なお､

公務員個人の素質に関して､倫理観の高い適切な人材を登用できたかという､入口の問題

も重要であろう｡

現状では､公務員選抜試験では､教養専門知織に優れた人材を採用すべく考慮するが､

倫理観を問う手段を組み込むことは困難である｡どのような素質を備えた人材が公務員に

相応しいか､そして､どのようにそれを評価し､選抜採用できるかとは､古典的問題であ

るが時代におじて常に検討しなければならない問題でもある｡人事院では､平成 11年度

から､知識 ･学力面の評価に加え人物的な側面をより重視する方向で採用試験を改啓して

きている｡人物試験の評価方法や評価者の在り方について検討し､その評価結果を従来以

10 『公務員白書』平成 10年度版第1都人事行政の動き第2章国民の信稗の回復を目指し
て2不祥事の背景と構図｡
11斎藤修 『汚職防止の研究 :国際反汚職大会報告を中心として』(神戸商科大学経済研究

所､1996)10･13頁､第一牽日本における汚職の構造参照｡
12 『公務員白書』平成 10年度版第1部人事行政の動き第2牽 国民の信頼の回復を目指
して3不祥事への対策｡
13斎藤修､前掲番12･13頁参照｡
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上に合格欽定に反映させる方向で検討を行い､平成 13年度から人物試験の評価結果を得

点化して筆記試験の成績に加算する措置を､Ⅰ種試験､続いてⅠⅠ種試験に導入してきてい

が 40人物試験の詳細な評価方法は不明だが､内容は人柄などについての個別面接となっ

ている｡また公務員試験における知識偏重との批判を踏まえ､Ⅰ穫試験を中心に､論文試

験を主体とした､問題設定能力 ･多角的考察力等の能力検証を重視する採用試験の内容 ･

方法に改める方向で､各方面の意見を聞きながら､幅広く検討を進めることとしている15｡

1.2.3 外部的要因

公務員の倫理観は､社会経済的情勢にも大きく影響される｡公務員試験申込者数の変動

が社会的雇用情勢に大きく影響されるのは､その一例である｡また社会的な治安の悪化､

犯罪率の増加､雇用など景気状況の低迷などと連動しているかのように､公務員の懲戒処

分数は､統計から見ると､平成 7年から連続して上昇してきている16｡特に業界競争関係

の激化などは贈収賄事件の多発を促していると見られる170 もっとも､一市民でもある公I

務員の倫理観の低下は､社会的道徳水準の悪化と無縁ではない｡発展途上国のみならず､

先進国の民間企業経済活動における腐敗問題も無視できない｡世界的な腐敗防止のための

NGOであるトランスペアレンシ一 ･インターナショナル (TI)のPeterEigen主席は､

先進国の政治家及び行政官が､専ら発展途上国の腐敗問題に目を向けるが､自国の裏庭で

行われている腐敗と､自国に本拠を置く多国籍企業の犯罪的贈賄の実行を無視していると

指摘している18｡

国際貿易における贈賄問題を表す指標としてトランスペアレンシ一 ･インターナショナ

ル (TI)によるBPI(BribePayerlndex)があるoBPIはギャラップ ･インターナショナル

(Galluplntemational)が15の新興市場経済 (ア/レゼンチン､ブラジル､コロンビア､

ハンガリー､インド､インドネシア､メキシコ､モロッコ､ナイジェリア､フィリピン､

14 『公務員白書』平成 11年度版､第-編第一部第-牽Ⅱ人材確保.本論文で用いた白書
資料に関しては､自尊データベースシステムによってオンラインにて提供されているもの

を参照している｡

15 『公務員白書』平成 14年度版O第-締第-部第二革Ⅰ人材の確保参照｡
16 『公務員白書』13年度版｡『犯罪自尊』平成13年度版第一編犯罪の動向によると､平

成7年以降5年連続で戦後の最高の件数を更新した｡

17斎藤修前掲音 13頁参照｡

18http://www.transparency.ore/surveys/index.html#bpi｡ 2002年5月14日に発表され
たBPI報告書参照｡
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ポーランド､ロシア､南アフリカ､韓国､タイ)において､2001年12月から2002年3月の間

に実施した調査に基づいている｡主に内外の企業の上級役員を対象としたが､そのほか公

静会計士事務所､国際的な商業会議所､国内 ･海外の商業銀行､法律事務所の役員なども

対象に含まれたあわせて835人を対象にインタビューが行われた｡ この結果は､発展途上

国における重大な腐敗と政府役員の汚職の問題に対する重要な洞察を有する立場にある専

門的な業界指導者の見方を反映している｡

表 3 贈賄指数 (BPI)

順位 国別 点数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

オーストラリア 8.5

スウェーデン 8.4

スイス 8.4

オーストリア 8.2

カナダ 8.1

オランダ 7.8

ベルギー 7.8

イギリス 6.9

シンガポール 6.3

ドイツ 6.3

スペイン 5.8

フランス 5.5

アメリカ 5.3

日本 5.3

マレーシア 4.3

香港 4.3

イタリア 4.1

韓国 3.9

台湾 3.8

中国 3.5

ロシア 3.2

出所 :TIBPI(BribePayerIndex)

ll



表3に示されているように､2002年のBPIでは､も.っともクリーンなケースを10点と

した場合､日本はアメリカと同じ5.3点で､13位に位置しているが､主要先進国の中では

もっとも低いランクに位置付けられている｡日本企業が海外で外国公務員などに対して賄

賂を使う傾向が強い､とTIは指摘している｡経済協力開発機構 (OECD)によるOECD

贈賄防止条約では､外国政府公務員に対する企業による贈賄行為を犯罪としており､これ

に日本を含む主要先進国が2年前に批准をしている (後述 1.3参照)｡しかし点数が5.1で

14位だった1999年のBPIから余り改啓が見られず､条約の実効性が上がっていないこと

が示されたことになる19｡

このように､日本における公的セクター及び私的セクターに広範に起きている腐敗問題

は､腐敗を誘発する風土が広く存在していることを物語っている｡従って､公務における

腐敗は､単なる公務員の倫理観の低下にその誘因を帰することができず､社会的問題であ

るといわざるを得ない｡

1.3 腐敗防止問題への対策

腐敗は､程度の差はあるものの､決してある国の特別事情､個別問題ではない｡国連を

初め､0ECD､アジア開発銀行など､多様な国際的組織が公務における腐敗防止に関与し

ている｡また､国際的連携も活発になってきている｡近年､特に公務員倫理の問題は世界

的にも重大であり､この間題に対しで世界各国が協力して取り組んでいくことが必要であ

ることが確認され､そして､公務における倫理と腐敗問題-の原因究明､防止対策など活

発な研究､議論が行われてきた20｡ もとより同じ束アジアの国同士としての日中間には､

19贈賄指数はTransparencyInternational(TI): www.transparency.org参照0
20国連はGlobalProgrammeAgainstCorruption(GPAC)を設置して､国際的提携を図っ
ているOhttp://www.unodc.org/unodc/en/corruption.html.また,
腐敗防止に関するリンク集 :Anti･CorruptionNetworkfor恥ansitionEconomies
www.not)rites.Org
FinancialActionTaskForceonMoney www.oecd.org/fatu
lntemationalChamberofCommerce www.iccwbo,org/
IntemationalCriminalPoliceOrganization(ICPO･Interpol)www.inte叩Ol.int
Transparencylnternational(TI)www.transparency.ore
USA:DepartmentofState:GlobalForumonFightingCorruption
www.usinfo.state.gov/topical/econ/integrity/
WorldBank:anti-corruption www.worldbank.ore/publicsector/anticorrupt/
TheUtsteinAnti･CorruptionResourceCenterwww.u4.no
平成 11年2月､米国ワシントンDCにおいて米国ゴア副大統領主催 ｢司法公安当局者腐
敗防止会議｣が開催され､世界90か国の政府関係者､世界銀行やOECD等の国際機関13
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昔からの交流があり､中国伝来の古き制度､文化は､日本の伝統として現在も受け継がれ

ている｡日本に在住する中国人研究者季衛東は､日本の司法制度の近代化における法制官

僚の権威の確立に対する科挙制度の影響及び役割を評価し､その経験を進行中の中国の司

法改革に寄与できると指摘している21｡ 中国で断絶した茶道の伝統が日本から噂輸入され

ると同じく､日本から制度の移植も潜在可能性は大きい｡それに対して､日本は国連､OECD

など腐敗防止の国際的連携に積極的に参加し､代表的な対策を国内で整備してきている｡

日本を対象にすることは､国際的傾向をもみることできると考えるため､以下国際的取組

みを概観し､日本を中心に腐敗対策を見ることにする｡

1996年､世界銀行のジェームス･ウオルフェンソン総裁は､｢腐敗という害悪｣との闘

いを世銀の最優先裸題に据えた｡1997年､経済協力開発機構 (OECD)は､国際商取引に

おける外国公務員-の贈賄の防止に関する条約 (ConventiononCombatingBriberyof

ForeignPublicOfTICialsin∫nternationalBusinessTransactions)を採択したOこの法的

拘束力を有する条約は､署名国に対し､賄賂の受け取りはもちろん､その申し出或は約束

も国内法上の刑事犯罪として取り扱うこと､および､司法共助と犯罪者引渡しを促進する

ことを義務づけている｡このOECD条約は､原署名国34カ国のうち33カ国の署名を受

け､1999年に発効した｡原則上OECDの加盟国も非加盟国も条約に加入できるが､ほと

んどの開発途上国は､国連のような普遍的構成を有する機関が制定した措置に従うことの

ほうを望んでいる｡

高まる腐敗防止対策-の要諦に答えるべく､国連による腐敗防止条約の作成が進まれて

きた｡1996年､腐敗対策に対する幅広い国際的支援は､画期的な国連総会決敢

(〟RES/51/191国連文番には数字と文字を組み合わせた記号が付けられています｡異な

る文啓に同じ記号が付けられていることはなく､それぞれの記号は1つの文啓の識別子と

なっている｡例えば〟は総会､RESは決議､51/191は51回総会の文書 191号を意味す

る｡以下同)として結実した｡この決談は､各国に対し､国際金融取引の過程での公務員

に対する贈賄を違法とし､このような支払いについての課税控除を認めないよう求めてい

る｡総会は同じ会期中に､枠組みとなる ｢公務員行動規準 (CodeofConductforPublic

機関及びNGO24団体が-堂に会した.『公務員白書』11年版､64京参照｡また経済協力
開発機構行政管理部は､公務部門における腐敗防止策-の研究は常時発信しているO

(OECD/PUMA)ホームページ'･http://www.oecd.org/puma/gvrnance/ethics/pubs/参照O
21季衛束 ｢法律職業的定位 :日本改造権力結構的実践｣『中国社会科学』1994年第2期｡
63･86貫｡

13



Officials)｣に対する支持を表明したQ2000年 12月の決議 (55/61)において､総会は腐

敗を防止する有効な国際的法的枠組みの必要性を認識し､腐敗防止条約起草に関する総会

アドホック委員会を設置することを決めたO腐敗防止条約起草に関するアドホック委員会

は､2002年 1月21日から2月2日にかけ､ウィーンで初会合を開き､条約案の作成作業

に着手した｡2002年 3月にメキシコのモンテレーで開催された開発金融国際会詩の政府

間準備会合では､この間題が再び浮上した｡腐敗に関する包括的で法的拘束力のある国際

協定に向けた前進につき､幅広い支持が表明された｡そして､遂に2003年 10月30日に､

アドホック委員会によって起草された条約が総会 (58/4)で可決された｡遂に2003年 12

月9日から13日までにメキシコのメリダにおいて､95の国と地域が ｢国連腐敗防止条約｣

に署名した｡ I

条約は､総則 (第 1草 1-4条)､腐敗に対する予防的措置 (第2草5-14条)と刑罰及び

法的執行 (第 3牽 15･42粂)､国際的協力 (第4牽43･50条)､財産の取り戻し (第 5章1

51･59条)､技術援助及び情報交換 (第6牽60･62条)､執行メカニズム (第 7牽63･64)､

附則 (第8牽65-71条)から構成されている｡実質的腐敗対策として､第2章の事前予防

と第3章a?事後刑罰が規定されている｡規定の詳細については省略するが､特に公務にお

ける腐敗防止策として､前者は監視機構の強化､行動規程の制定､社会の参与などを挙げ

ている｡そして後者は､腐敗行為を犯罪行為とする立法､腐敗の摘発､審判､執行機関な

どの整備を促している｡

このように､政治は赤裸々な権力と利益の追求であることを前提とし､法はあくまで政

治行動のルールを作るのであって､如何に倫理観の高い人を政治家に選出し､倫理的に行

動させ､倫理的に政策を決定させるかを決めるものではないとの認識がある22｡人間の内

面を規制できない以上､法やルールで外面的行動を規制することに頼らざるを得ないとい

うことが一般的通念となってきた.本節においては､前述した腐敗の要因に対し､日本の

公務員自尊を中心に現行する倫理観問題-の対策をみてみたい23｡

22山室信一 ｢政治社会における倫理｣ 鶴見俊輔編 『現代日本文化論9倫理と道徳』(栄

波書店､1997)所収参照｡

23 日本の公務員自尊における倫理問題の取り扱いを見ると､書面上平成4年まで､倫理問
題に関する議論は ｢第一部人事行政この-年の動きと今後の課題｣の下で､V.職員の研修
に ｢公務員倫理の保持､高検のための研修｣の充実｡公務員倫理研修 (KEY)｢管理者用

公務員倫理演習コース｣など､僅かの文言に留めて触れられたO平成八年版まで､目次レ

ベルでは倫理という言葉さえなかった｡そして､平成9年版突如 ｢第一部Ⅵ公務員倫理を

めぐる問題-の対応｣が現れた｡
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1.3.1 公務員倫理法

OECD報告書によると､23カ国の多数の国が第一義に公共サービスにおける ｢透明性

の堰大(increasingtransparency)｣と｢制裁及び規制の強化(Strengtheningsanctionsand

controls)｣を挙げている24｡法的実行､強い制裁を伴う調査と規制が腐敗防止のエッセン

スであると認識され､倫理法のアプローチ-の関心が高まっている｡つまり､詳細な規定

で行為規範を明確にした上､個人が所感に負けない強い心を持ち､腐敗行為と一線を劃し､

その一方で法的制裁によって､腐敗行為のコストを高めていくことが､不祥事をなくす直

接の対策とされている｡

日本における公務員倫理-の問題提起が､1979年の公費天国事件から､1995年に自治

体の官官接待と公金の不正使用､金融危機に絡んだ大蔵官僚の過剰交遊などがマスコミに

取り上げられ､大きな関心を呼び起こした｡そして 1996年､厚生事務次官の汚職事件が

公務員倫理法制定に大きなインパクトを与えた｡しかし､当時の橋本首相は､公務員個人

の倫理を法で規制すべきものではないと発言し､各省庁ごとの倫理規程で対応しようとし

たが､その後も相次ぐ高級官僚の汚職事件の発生により､遂に倫理法で規制せざるを得な

いことを認め､倫理法の制定へようやく動き出した｡立法に向けて､与野党それぞれによ

る議員立法の形で法案が提出された25｡与野党が協議した最終案は､1999年8月衆参両院

で可決され､国家公務員倫理法(平成11年法律第129号)が成立した｡平成12年4月1日､

国家公務員倫理法及び同法に基づく国家公務員倫理規程(平成12年政令第101号)が全面施

行され､公務員白番において､倫理法を中心とした倫理保持システムが確認された｡現在

公務員倫理法に基づいて人事院に設置された国家公務農倫理審査会は､職務に係る倫理の

保持に関する事務を所箪している｡

国家公務員倫理審査会は､倫理規程に関する意見の申出､倫理の保持に関する事項に係

る企画､倫理法違反に係る懲戒基準の作成及び変更､贈与､株取引及び所得等の報告書の

審査､倫理法違反の疑いがある場合の調査､及び懲戒の手続の実施等に関する業務を行っ

ている｡

24OECD/PUMA､1999､PublicsectorCorruption:Aninternationalsurveyofprevention
measures.
25石田栄仁郎 ｢国家公務員倫理法｣『法学教室』 1999.llNo.230 2･3貫｡
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1.3.2 倫理研修

公務員倫理を徹底するためには､研修が有効な施策の～つと考えられている26｡職員個々

の倫理観が不祥事防止の最終的な担保であり､その倫理観を酒養するため､倫理研修が行

われている｡その中で､国家公務員倫理審査会は､倫理法第 11条第4号の規定笹より､

職員の職務に係る倫理の保持のための研修に関する総合的企画及び調整を行うほか､自ら

実施することが適当と認められる研修については､これを計画し､実施することとされて

いる｡

その具体的狙いとは､定められた行為規範の周知徹底をはかり､公務員の立場や役割を再

静識させることで､使命感や倫理意織を高揚することとされている.公務員倫理を保持し､

公務に対する国民の信頼を確保するためには､職員一人-人が全体の奉仕者としての倫理

原則を深く心にとどめ､職業生活の様々な場で自らの判断において行動を律することが極

めて重要だということである｡倫理審査会では､各職員の倫理意識の徹底を喫緊の課題と

して認識しており､そのために､各府省とともに､倫理研修等の充実を図ろうと努めてい

る｡

では実際には､現在どのような研修が行われているのであろうか｡公務員白書には､各

年度における各種研修の形式及び内容がまとめられている27｡ 人事院は､平成 9年度から

内容を一新した公務員倫理研修コースの実施に力を入れたほか､倫理観の高揚が図られる

ようなカリキュラムの充実に努めたOまた､各省庁で行われる倫理研修の教材などで活用

されるように､小冊子 ｢公務員倫理読本｣を作成した｡その事例集の配布や､それを用い

た講義を通じて､公務員倫理法及び倫理規定の徹底的理解が図られている｡また研修員は､

詩話や講義を通じてその必要性を自覚するとともに､ボランティア体験により社会的弱者

の視点に立っこと及び､地方自治体実地研究により行政サービスの対象となる人々の立場

に立っことを学んだ｡さらに平成 13年度から､討敢式研修 ｢公務員倫理を考える｣人事

公務員倫理研修 (JKET)の指導者研修が行われてきた｡JKETとは､公務員倫理につい

26 もっとも人事院と内閣総理大臣との役割は明確にされておらず､研修を行う主体に関す

る議論が残されている｡ここでは､現時点人事院の活動を中心に考察する｡

27平成 12年度の年次報告おいて､人事院が主催している研修の体系が整理されている｡

『公務員自尊』12年度版第-編第二部第二牽第一節参照｡また各省庁においても職員の職
務に係る服務 ･倫理の保持及び公務に対する国民の信頼を確保し公務員倫理の滴蓑に資す

るため､国家公務属倫理規程や自府省の倫理規程､職務倫理の科目を組み入れ､更なる職

負-の周知を図っている｡
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て討議することにより､倫理観の酒養を図るための研修である.酎 市の話を一方的に聞く

研修ではなく､また､倫理法令の解説を主目的とする研修でもない.参加者一人一人が倫

理とは何か､どう行動するべきかについて考える研修であると説明されている28｡ 具体的

には､国民の目線で行政を行 うことの大切さについて考える ｢国民の立場に立った行政｣､

倫理法令に対する理解度チェックを通じて公務員が行ってはいけないことは何か､また､

国民の信蹄を確保するため､積極的に何を行ったらよいのかを考える ｢公務員に求められ

る自己規律｣などがあげられる｡

1.3.3 行政改革

戦後の日本における行政改革の議論においては､公務員倫理の確立の課題が一つの重要

な論点となってきた｡公務員倫理の内容及びその実現への方策 ･道筋については､具体的

嘩論は少ないものの､制度的改革の成果は最終的に公務員の意識と倫理観にかかっている

との認識が終始一貫して持たれていたと指摘されている290 もちろん､行政改革のアプロ

ーチは､腐敗の制度的問題をも射程に収めているはずであるが､政治行政の関係に関する

主な論点はいまだ発展途上にあり､抜本的改革が見られない30｡

1.4 現行対策の効果及び限界

現行制度は､前述 (1.2)した腐敗の3つの原因に対して､主に職員個人を対象として､

公務員倫理法､倫理研修及び行政改革という措置を講じてきた(1.3)｡以下それぞれの対策

の効果を考察してみよう｡

1.4.1 公務員倫理法の評価

まず倫理法的アプローチについて､公務員倫理法を持つ国は､世界的に見るとむしろ僅

かであり､倫理に関する規則は､公務員に関する命令あるいは公務員法の中にすでに含ま

れてしまっている31｡ 従って､倫理法という名称を付けるかどうかは､法レベルの問題で

28 『公務員自尊』13年度版第一編第二部第二牽第二節研修に関する研究開発参照0
29西尾隆 ｢公務員倫理と行政改革｣『自治総研』No.237 19980 32･33貢参照｡
30後述 1.4.3参照｡
810ECDによる倫理インフラは､有効な法的枠組みを求めているが､特別に公務員倫理法

の制定に触れず､現行刑法及び公務員法による対応に言及している｡現在､公務員倫理法

なる名称の法律を持つ国は､日本の手本とされているアメリカの政府倫理法 (Ethicsof
GovemmentAct)､韓国の公職者倫理法しかないとされている｡
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はなく､専ら政治的問題であると指摘される32.周知のように､日本の場合は戦後 GHQ

による民主制改革の成果としての国家公務員法及び関係規定の ｢国家公務員の職階制に関

する法律｣(昭和25年施行､職階法)において､職階制が明記されたことにもかかわらず､

実質的にはそれはまた採択されていない O 国家公務員法力亨要請していたのは､アメリカ型

の ｢職階制｣(positionclassiBcationsystem)を基礎にした資格任用制､つまり行政組織の
∫

所管業務を遂行するのに必要なすべての職務 ･職責についての分類体系を建て､職務>職

種>職級-職級明細書を作成 し､官職を職級に格付ける制度である｡それは､官民間 ･政

府間 ･各省間に類似の業務が存在することを前提にし､またそれら業務相互間の労働力の

移動を容易にしようとする人事制度である｡採用及び人事管理において､いまだ省庁別に

なっている日本の現状において､統-した公務員倫理規定と各省庁独自の倫理規則との調

合が問題である｡この点からも､公務員倫理法の手本であるとされたアメリカモデルの適

応性を疑うことができる33｡

また､倫理法及び公務員倫理規定による厳しい規制は､公務員倫理観の矯小化を懸念さ

せる｡西尾隆は､公務員倫理法による公務員倫理の高揚を図るという風潮に対し､｢法を逸

脱せず､ただ飯ばかり食わず､公私を混同せず､与えられた職分を果たし､退職後の仕事

を自分で探す､時に妖しいところで愚かな体験をしたくなれば自分の金と責任でやる (愚

行権を行使してバレたときの赤恥のリスクは自分で負う)､という市民社会の常識がいま公

務員に問われている､と言ってよい｣と述べている34｡

しかし､公的地位にある公務員が､腐敗というリスクを背負わないような消極的勤務態

度は､実は-･般市民にとって､より不利益をもたらしているのである｡公益-の関心は､

公務員にとってもっとも基本的な道徳的義務である｡ 理想的公務員は､公共の福祉､最高

32国家公務員法第96条では､服務の基本基準が定められており､それに基づき第97条服
務の宣誓､第99粂信用失墜行為の禁止､第101条職務専念義務､第 103条私企業からの
隔離などが定められている｡そして､刑法においても収賄 ･受託収賄 ･事前収賄などの規

定がある｡ ｢国家公務見倫理法 :比較法的考察｣『ジュリスト』No.1166.1999､59頁｡
33西尾隆がかつて日本の公務員倫理法方案について以下の点において評価した :

①､内容からすれば､モデルとされたアメリカの政府倫理法とほぼ同様な骨格からなる

が､法律の規模としては､アメリカの倫理絵が条文だけで500条を超え､無数の関連法規
と補足的規則を持つことに比べ､かなり簡素なものである｡

②､公務員集団がプロフェッショナリズムの原理で組織されているかどうか疑問がある｡

③西欧の社会に置いて､例えば ｢フェアであれ｣という倫理命題を文字通り受け入れる

ことは､裁量の日常化している政治行政の世界ではほとんど不可能に近い困難 ･挑戦を意

味するO内面化させることが重大な裸題であろうO西尾隆 前掲 (注 29) 40･41頁参照.
34西尾隆前掲 (牲29)37東参照.
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善､行動の長期的結果などを考慮すべきであるとよく指摘される35｡ しかし､公務員倫理

規定は禁止規定のみとなっており､行為規範というよりは ｢不行為規範｣ といわざるを得

ない｡やるべからず行為だけではなく､やるべき行為､倫理的に正しい行為とは何かをも

明らかに示す必要があるのではなかろうか｡

実際､倫理法 ･倫理規程が一般にどのように受け止められているかを把握するため､平

成 13年6月､人事院は､募集したモニター500人に対し､公務員倫理に関するアンケー

ト調査を実施した｡その結果､倫理規程によるこの行為規範の内容については､｢妥当な内

容である｣が32･7%､｢厳しい内容だが､公務員倫理確立のためにはやむを得ない｣が35.7%

となっており､国民からは概ね肯定的に受け止められているとみられているoその一方で､

行為規範に対する ｢公務員が萎縮している｣､｢情報収集がやりづらくなった｣という公務

員側の一般的な意見について､54.7%の者が ｢妥当な意見である｣又は ｢一部には妥当と

思われる意見もある｣としている36｡従って､公務員の実践的行為規範たる倫理規定には､
I

倫理に反する行為の禁止だけではなく､倫理的行為-の誘導も必要であると考えられる｡

1.4.2 公務員倫理研修の問題点

前述したような､現在行われている倫理研修は､その内容と形式をみる限り､具体的政

策課題から離れて､主に公務員としての基本的規律についての周知を図るものであるとい

わざるを得ない37｡行政の総合性確保などを意織するならば､人事院と内閣総理大臣との

明確な役割分担が必要となる｡つまり､人事院は､政府が行っている施策にはタッチでき

ない独立機関である｡そのため､人事院の行うべき研修は､公務員が中立性､公平性を保

つための研修であり､実際の職務執行や一般的な問題の研修は任命権者あるいは内閣が行

35See0.GlennStahl,"Ethicfoundations"Handbookα'BuzTeaUCTBCy
1994,pp.297･298.
36『公務員自尊』平成 14年版 ｢第2編国家公務員倫理審査会の業務第1部 倫理制度に関
するこの1年の主な動きと今後の課題 3 倫理制度に関する意見聴敬 (2)モニターに

対するアンケー ト調査｣参照｡倫理法施行後も同法 ･倫理規程の直接の対象とはい えない

が､その周辺で公金の不正な取扱いなど､公務員の倫理感の欠如が厳しく問われる不祥事

が幾つか起きたことを倫理審査会は深刻に受け止めている｡公務員倫理を保持し､公務に

対する国民の倍稀を確保するためには､職風一人一人が全体の奉仕者としての倫理原則を

深く心にとどめ､職莱生活の様々な場で自らの判断において行動を律することが極めて重

要であるO倫理審査会は､各職愚の倫理意織の徹底を喫緊の裸題として課識しており､そ

のために､各府省とともに､倫理研修等の充実に努めたいと考えている｡

37実際前述したJXRT研修について､財団法人公務研修協議会に委託していることも､政
策的課題-の髄論が制限されているといわざるを得ない｡
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うべきであると指摘されている｡また､西洋社会はキリス ト教のバックボーンによって支

えられていると言われる｡西洋においては個々人の職業倫理が予め存在することを前提と

して､倫理は決して主観の支配する世界ではなく､存在の究極たる超越者 (神)に由来す

る ｢実在｣にほかならないとされる｡そして､組織的倫理研修のような措置によって､個々

人の倫理的良心を喚起するのである｡これに対し､宗教精神が欠けていると言われる東洋

においては､採用後における倫理研修の効果は疑わしいともみられている38｡

1.4.3 行政改革-未完成の課題

現実の行政改革が常に時の政治社会状況に依存し､抜本的改革ができず､局部的変更は

統合性を欠いていると批判される｡その中で､公務員-の倫理的規制も､ただ消極的な､

当たり前の適法意識､普通の市民的感覚､平凡な社会常識を回復させるといった次元のも

のに過ぎず､貫囲われている ｢公務員精神｣｢民主的意識｣｢使命感｣｢職業倫理｣｢能力資質

の向上｣といった高い次元の､国民全体-の奉仕者たるべき理想像からは､はるかに遠い

と言わざるを得ない39｡

そのためには､重層的 ･多元的 ･同時進行的な行政改革諸課題を､政府というひとつの

有機的なシステム全体の変革として見ることが要請される｡そこで､西尾隆は､｢まず､こ

れほどの広範囲かつ大規模な改革には､国民 ･政治家 ･職員の間で骨太のビジョンが共有

されることが不可欠であり､大前提である｣と述べた｡さらに､西尾隆は橋本行改の目玉

とされた省庁再編を例に挙げ､経験や研究蓄積や藩論の絶対量不足 (情報の欠如)､他の諸

改革との有機的関連の弱さ(システム性の欠如)､あるいはは国民の中にアイデアの根を持

たない (応答性の欠如)などの点からも､それはもともと優先順位の低い瓢題だったと言

わざるを得ないと指摘した40｡そして､現実に､全体的なビジョンがないままに､局部的､

局面的改革が進んできた｡その結果官僚批判をはじめ､マスコミ批判､政党間の批判､分

離された個々の主体が各々の ｢権利｣を訴え､自己反省無しに､他者批判に励むような感

情論に暴走する政治風潮が瞥成されるべきだと指摘される41｡

88山室信一 前掲77京参照0
39公務員倫理と行政改革とを関連して散論するものとして､西尾隆､前掲 (注29)37頁
参照｡

40西尾隆､前掲 (牲29)34賞｡

41西尾隆､｢国会就農のモラル｣『ジュリスト』No.1177 2000 139頁｡｢もしいまの政
治家のモラルに重大な問題があるとすれば､それは国民が政治家に何か別種のものを期待
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ある国の経済の興隆･衰退と､その国の政治､社会の構造 ･文化との間には､切り離せ

ない関係があると考えられる｡この関係を踏まえてはじめて､エリートと大衆との関係､

そしてエリートが担う価値の問題について議論することできる42｡同様に､公共サービス

における倫理観及び倫理的行為の問題は､公務員が存在する社会及び文化と切り離しては､

議論できない43｡ もっとも､｢般職の行政官のみならず､公務員には､政治家たる大臣､

司法制度を支える裁判官､検察官なども含まれている｡従って､腐敗問題は､人事院管轄

下の行政官僚だけの問題ではなく､広く政治全体､社会全体の問題でもあると言える44｡

また政治制度の内部においても､特定の局面だけを見るのにとどまらず､問題の原点に立

ち戻り､諸制度全体の改革を含め､それらの体系的な検討も必要であると考えられる｡

1.4.4 現行対策の限界

以上に見てきたように､現行対策は主に職員個人を対象とし､腐敗の制度的､外部的原
I

因に対しての措置が欠けており､部分的改革にとどまっている｡言い換えれば､制度改革

のガイドラインとなる理論的枠組み､つまり､問題の原点に立ち戻り､諸制度全体の改革

を含めた体系的検討が､いまだ形成されていない｡このような制度的な腐敗対策は､必然

的に多くの問題を革んでおり､包括的な視点に立ち､地道な努力を重ねることが必要であ

る｡それを含めて､以下においては､具体的に幾つかの問題点を取り上げて､現行対策の

限界を指摘しておきたい｡

a) 日本でも､公務員倫理観を含む倫理に関する理論的研究が､十分展開されてこ

なかった45｡ 公務員倫理牡が成立する以前における議論は､しばしばアメリカ

の倫理法を引用するが､日本に即して倫理の内容を検討し､言葉で表現し､列

挙する試みは､ほとんどされていなかった｡もっとも､公益-の関心は､公務

してきたか､あるいは国民自身のモラル水準を案外正しく反映してきたと考えるしかな
い｡｣

42佐伯啓思､『現代民主主義の病理』(日本放送協会､1997)､211頁｡後述科挙との関連
するため､本論文が取り扱う対象は社会的エリートたる高級官僚に設定する｡

43See°.GlennStahl,1994,p295.商業倫理に関しても､会社犯罪､国産ロケットの
打ち上げ失敗､JRのトンネル崩落､原子力発電施設の事故が続いたことで､日本の技術
者の質､現場の作業者や監督者の倫理観の欠如も指摘されている｡朝日新聞2000年 2月

15日12版 ｢みんなのQ&A｣参照｡
44政治的共同体の議論について､山室借-前掲91･96頁参照｡
45西尾隆前掲 (注29)36貫参照｡
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員にとってもっとも基本的な道徳的義務である｡理想的公務員は､公共の福祉､

最高善､行動の長期的結果などを考慮し､政策的決定を行うべきである46｡そ

のためにも､社会に共通する発展の目標を定めなければならない｡これは､公

務員倫理規定における正しい倫理的行為-の当為規定を整備する基礎作業とな

り得る｡従って､倫理問題を正面から取り込み､政治的エリートと市民に共通

する倫理的基盤の創出が､もっとも重要な政治的課題であると言えよう｡現行i

制度では､公務の額域にとどまり､公務を取巻く外部的環境の整備が欠けてい

る｡

ち) 現行対策には､経済的手法-の偏重がみられる｡前述した倫理法及び倫理規定

のアプローチの根底には､腐敗行為に対し､コストを高め､抑制する経済学的

手法がとられている｡アメリカにおける公務倫理水準の低さは､長い間アメリ

カ文化における営利動機の効用の誇張､称賛という環境に原因があると指摘さ

れている｡アメリカの経済的成功における個人の利得追求が過分に評価され､

公務及び私的機関における倫理的問題-の客観的視点は不利を蒙ってきた｡公

私機関における職務動機に関するほとんどの調査でも､働く理由のランク･リ

ストの上位に (金銭)が挙げられている｡しかし､それは必ずしも上級行政官

を対象とはとしていない｡また､教育､非営利機関の工作者､献身的科学者を

も含めて考えると､営利動機は有用な評価基準ではあるが､それを限定して､

濫用されないように深く注意する必要がある47｡アメリカに限らず､日本でも､

公務員､特に高級官僚の働く動機は､営利という要素に支配されていると見ら

れている｡公務員としての雇用の安定性､程々の収入が就職の決定的な動機と

されてきた｡しかし､国家公務員試験申込者数の推移から､Ⅰ種公務員申込者

は明らかに雇用情勢に影響されない傾向を見せている48｡それには､安易に ｢経

済的合理性｣のみでは片づけられない､｢国士型官僚｣といわれるように､個人

46CharlesE.Lindblom & Edward∫.WoodhousemePoll'cy-maklngPTOCeSS1993,
pp.7･9.しかし､行政による政策の合理的分析と民主主義的政策決定との間に大きな対立
が存在し､それは如何に調和することに､政策の命がかけている｡最も望ましい状況とは､

エリートが大多数の市民を代表し､彼らが共通する倫理的基盤､宗教等を持つ場合､政治

システムが民主的でなくでも､市民がそのシステムを効率的､民主的且つ賢明であると思

うであろう｡しかし､現実には､このような政治システムが稀であると言わざるをえない｡

470.GlennStahl,op.cit(n35.),pp.295,296.
48 『公務員白書』14年版､附録図1･1国家公務員採用試験申込者数の推移参照｡
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利益の動機を超えた評価すべき側面があるのではないだろうか｡また､依然と

して､東大法学部卒のベスト&プライテストは､国家公務員 Ⅰ種試験を受験し

て中央官庁に就職し､毎日深夜まで働いている｡家庭を全く顧みない官僚は昔

に比べてはるかに減ったと言われるが､銀行や保険会社に就職した同窓生より

もはるかに低い給料で､身を粉にして働く官僚が数多くいるのも事実である49｡

C) 現行対舞は､監視､管理-の偏り､人材の倫理観及び賓任感､向上心の育成に

不足している｡国連腐敗防止条約では､腐敗に対する予防的措置 (第2章5･14

条)と刑罰及び法的執行 (第3牽15･42条)における規定は､殆ど､監視､管

理が主な内容となっている｡またOECDにおいても､構成員国に対して､倫理

のインフラストラクチャーの構築を勧告している｡インフラストラクチャーを

支える3つの基礎的要素とは､コントロール (統制)､ガイダンス (指導)､及

びマネジメント (管理)である｡歴史的､政治的､文化的理由によって､その

うちのどれに風乾を置くかは国によって異なることを認めながらも､これらは

極めて濫費な概念 として､OECD諸国における公共部門の管理 (public

management)に反映されている｡日本の対第は､これらの影響を受けながら､

倫理法及び倫理規程による監視､倫理研修などによる管理を図っている｡倫理

観の商い公務員人材を確保するため､人材を育成することは､確かに非常に大

切であろう｡しかし､前述したように､主に採用後に行われる研修は､基本的

規律についての周知を図るものにとどまっている｡

a) 現行対舞では､離酬勺規制が軽視されている｡ 日本における倫理法の制定過程

にも見られるように､現存する各省庁の倫理規定などの実効性は疑問視されて

いるr,()｡ しかし､人間がもっとも寮任感が強いときとは､信頼されていると感

じるときである､といわれるように､公務員自らの自己規制､自己浄化の手法

には､また改韓する余地があるのではなかろうか｡

49世間の風が著し(官僚に厳しく見る中､このような衛論は圧倒的に少ないo『別冊宝島

180:官僚のボヤ卑』(宝施社､1993)参照0
501996年において､政府は世論の公務員倫理法の制定を求める声に対し､12月 19日の
事務次官会鶴で､｢行政及び公務釦 こ対する国民の信頼を回復するための新たな取り組みに

ついて｣がまとめられた｡これをうけて､各省庁が訓令として公務員倫理規定を定めた｡
その後､1998年1月に大蔵省の過剰接待事件が発覚されたことなどを根拠に､それら公
務負倫理規定の実効性が疑われた｡わずか 1年で判断するのは､政策の効果を評価する手
放に問題はなかったのであろうか｡
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1.5 新たな腐敗防止の制度枠組みへ

腐敗行為とは､社会的倫理に反する行為である (1.2腐敗の定義)｡従って､常に社会の

倫理的行動規範に則って行動することは､腐敗行動を無くすことに繋がる｡前述した禁止

規定を示すことと共に､倫理的行動規範を明らかにし､さらにそれを人々の身に付けさせ､

社会に定着させることは､腐敗行為を防止することができる｡しかし､腐敗対策の限界に

も見られるように (1.4.4)､｢従来の社会的決定理論は､人間に対する不信の念のうえにき

ずかれてきた｣｡その ｢人間を狼だと仮定して考案されるしくみは､どんなに立派にみえ､

頑強なオリをつくったと思っても､どこかに穴があり､別の狼の侵入をふせぎ得ない｡ひ

とつのパラドックスをみつけては修正し､その修正が次のパラドックスを生む---その

パラドックスを修正しようとすると､次のパラドックスが発生する-- ･こんなことをく

りかえしているうちに年月がたち､いつの間にか､人間が本当に狼になってしまった｣｡こ

の近代以来の制度設計を支える社会的決定理論の欠陥を証明し､｢倫理的人間による､倫理

的人間のための､倫理的社会の構築-｣の道を提唱した佐伯肺の鋭い指摘に共感を覚える51｡

1.5.1 倫理問題の再検討

倫理問題に関連する常葉として､｢倫理｣｢倫理観｣｢倫理学｣などがある｡倫理観は､人々

の倫理に対する態度､理解であり､倫理学は､倫理を研究する学問として､倫理と区別で

きるOここでは､倫理学に深く立ち入ることができないが､倫理の概念および内実､倫理

の構造および倫理と政治､社会との関係とは何か､倫理がいかに人々の内面と作用して､

倫理観となるかを検討することにしたい｡

現在､日本における主な倫理学文献によると､倫理学は西洋哲学にその起源をもつとさ

れている520深く立ち入ることをしないが､倫理という雷非自体は､｢ユシックス (ethics)

(ドイツ語のethik)｣の翻訳滑とされているOかつて西周もその翻訳をいろいろ工夫したo

その最初の試みは 儀射乳 という音訳だったOその後は､人倫の教えを意味する ｢礼儀

の学｣､鳩 教学｣､また人の守るべき常道を研究する学問という 憾 鱗 ｣と訳していたO

そして最終的に､明治初期における学校の学科､購座の設置において､｢倫理学｣と定めら

れた｡今日､倫理の概念は､ethicsの移植･消化 ･紹介を通じて､どのような内実をもって

51佐伯肝 『｢決め方｣の倫理- 社会的決定理輪への招待- 』(東京大学出版象 1980)
307-310貫参照O ･

52たとえば､尾田串雄 『倫理学』(挙陽番誘､1973),加藤尚武 『現代倫理学入門』(請
談社､1997)席聞直木 『哲学用語の基礎知織』(青春出版社､1961),桑木務 『倫理学初
歩』(東京創元社､1953)参照｡
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いるだろうか｡東洋にはそれに該当する概念が存在しないのだろうか｡漢語には固有な言

葉として ｢人倫｣､｢倫常｣､｢倫紀｣などがあるが､何故新たな造語で表現するようになっ

たのか｡西洋､東洋それぞれ概念としての言葉の意味を探ってみるのは有益であろう｡

まず､西洋では､｢moral(罪)｣､｢Moral(独)｣､｢morale(仏)｣という言葉がある｡それ

らは共通して､慣習や習俗を意味するラテン簿のモス (mos)に由来するものである｡つ

まり語源から見ると､｢ethics｣とほぼ同じく､共同体における生活の秩序である ｢風俗､

習慣｣を意味するものであるとされる｡Friedmannによると､現代のほとんどの論者は､

｢ethical｣と ｢moral｣とを相互に置き換えられるように使用している53｡ なお､｢道徳や

モラルには倫理やェシックスの方にはない実践とか行為と言う意味が含まれていると言う

ことだ｣と言う風に区別されることもある54｡ アリストテレスは､卓越性 (徳)を ｢知性

的卓越性｣･｢知性の徳｣と ｢倫理的卓越性｣･｢倫理的徳｣と区別して､知性的徳は教示に

よって発生また成長するのに対し､倫理的徳は行為を習慣化することによって生ずると論

じた55｡

東洋的､とりわけ漢語における ｢人倫｣の概念についても多様な解釈が存在する｡｢倫｣

には､論理の ｢翰｣と共通する ｢倫｣というつくりをもっている｡渚橋徹次博士の 『大漢

和辞典』によれば､紙がまだない菅の中国人は､竹を細長く削って作った竹簡を編んで巻

物とし､これに文字を潜き付けたり刻み込んだりして用いた｡従って､｢命｣とは-冊の竹

簡を集めた ｢△+冊｣という意味の金蔵字である｡また､中国の播光且教授はかつて､｢倫

とは､水の波紋を相次ぐさざなみ並みの様子である｣と形象を撒いて説明したo｢命｣を有

する文字が典通に条理､類別､秩序という意味を表すと指摘した｡要するに､論とは､筋

道の通った首輪のことで､倫とは人間関係の秩序を表す言葉であるという｡東洋哲学を代

表する儒家がもっとも考究しているのはまさに人倫である｡｢倫｣とは何か?費孝通は､自

己から推し広めて､そして自己と社会的関係を発生する人々の間における､-輪一輪の波

紋的関係秩序であると解釈すが 60 そして､儒教的倫理は正にこのような ｢さざなみ｣の

63尾崎率雄､前掲番､二十五黄 ;W.Friedmann,LegalTneoTySteven&Sons,1967,p25.
54高聞直道､前掲番､78､79京参照｡
55アリス トテレス (高田三郎駅)『ニコマコス倫理学』(岩波書店､1971)55京第二巻第

-牽Oなお､アレテ- (徳)が次第に専ら ｢倫理的アレテ-｣を意味するように限定的に

使用された｡徳と首えば､通念ではほぼ ｢倫理的アレテ-｣をのみ意味するようになった｡
同番252京訳注十九参照｡

58費孝通 『郷士中国』(三聯番店､1985)0
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ようなモデルに基づいて言説を展開している｡それによると､理想的な人間像たる君子は､

まず､自己を道徳的に完成し(修身)､身近の親孝行と兄弟間の悌の徳を第-として家をと

とのえ (斉家)､次第に遠き､轟きに及ぼし､広く道徳的にすぐれた国家を建設し(治国)､

天下を平和にする (平天下)を実現していくのである｡

アリストテレスも言っている｡｢自足という点からもまた､同じことが帰結すると見られ

る｡ 則ち､究極な ｢替｣は自足的であると考えられる｡もっとも､自足的と言っても自分

だけにとって充分であるという意味ではなく､つまり､ただ単独の生活者としての自分に

とって充分であるという意味ではないのであって､親や子や嚢や､広く親しき人々とか､

さらに､国の全市民をも考慮に入れた上で充分であることを意味する｡人間は本性上､市

民社会的なものに出来ているからである.･･･J870ここにも､個人から､親子､共同体-

拡張する儒教倫理と似たような関係秩序が確誰できる｡

最後の儒者といわれる粂淋慣 (1893-1988)によれば､倫理関係とは一種の義務関係で

ある｡その中で､人はまるで自分のために存在するのでなく､他人のための存在に見える

と表現した｡中国社会では､伝統的に､儒教的 ｢人倫｣によって､家族内の関係から､社

会的関係まで､個々人の義務について詳細に規定されている｡梁淋演は､人倫とい う社会

的連帯において､中国社会の構成は団体主義でもなければ､個人主義でもない､｢関係本位｣

の社会であると指摘したr,80

以上の検討を通じて､東洋､閣群における倫理概念にはかなり共通する点が多い｡つま

り､倫理とは､典同体において､人をまとめて秩序づける道理､関係的規範である｡倫理

学はその人間関係の根底における秩序 ･道理を明らかにする学問である｡さらに倫理の体

系には､共同体が共通する日的究極的尊､その日的を達成するための各種組織制度の役割､

人と人との間柄の正しい筋道､そして個々人が自己に按する方法の税明が内包されている｡

つまり､共同体の各レベルを規患する構造的原理を具えなければならない59. 倫理的統合

が要請される-つの典同体において､まず国家は社会的啓を求める主体として､国家内の

組織間及び組織と職員との関係を設定する政治倫理を用意しなければならない｡また国家

と社会､すなわち国家の役割 の再設定も当然求められるOそして､個人と社会及び個人間

57アリストテレス (南関三郎駅)､全掲番 31乱
58さらに､｢西洋では子女は親に対し､私の教育費を負担すべき､それは私の権利である

と主張する｡しかし､中国では､父母から､私達は教育させる義務があるというのは普通

であると､その違いを述べた｡梁瀬湛 『中国文化要義』(学林出版､1949)83乱

59尾田章雄 前掲番24･26貫｡
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の関係を規定する個人的倫理の確認も必要不可欠である.

1.5.2 グッドガバナンスと腐敗防止

社会制度を活かすものは疑いもなく人である｡公務員が国民全体の奉仕者としてそれぞ

れの職寮に応じて国民から期待される役割を果たす高い倫理観を保証するには､現行する

公務員制度､倫理行動基準､資産公開､公務員倫理法など多様な人事管理制度 (sound

governance)による監視､管理が重要であることはいうまでもないD.しかし､腐敗問題を

より有効的に防止するには､前述した(1.4,4)現行制度の限界を克服しなければならない｡

そのため､まず共通する社会的倫理規範の議論を踏まえた包括的な制度的枠組み-の試み

が必要となる｡そのもとでは､市民社会の育成を含む各々の政治主体が自律しながら､互

いに均衡をたもつ統一一的な関係が図られるOそして､政策評価の基準は､経済的手法に偏

らず､究極的に社会的目標- 放高音に求めなければならない｡

全ての国及び国際レベルにおけるグッドガバナンス (良い統治)は､持続的発展にとっ

てもっとも蕊要である600 ｢つまり､制度や規則や政治的なプロセスが､経済の成長や､子

供の登校や､人間開発の前進または後退に大いにかかわっている.これらのことを､世界

中多くの人々が落潮するようになったO剛麓に､人間開発を進めることは､単に社会的､

経済的および技術的脱髄ではなく､制度的､政治的な裸題でもある｣61｡ このようなグッ

ドガバナンスを蚤視するコンセンサスの出現は､同時に､腐敗の輩延､非効率的な公共サ

ービスのような問題は､ガバナンスの失敗によるものだという誰職ももたらしたO前述し

たように､現行の腐敗防止対解には､公務における透明性､鋭明常任､法の支配の確立を

目標としている｡これらの馴票は､グッドガバナンスの目指す人間開発のための民主的統

治とほとんどオーバ-ラップしているO従って､腐敗を予防し､除去する裸題はグッドガ

バナンスの実現する裸題に包容することができる｡

近頃 ｢帝良な政府 (goodgovernment)｣の政治的中心としての ｢良い官僚制｣に関する

視離 2､新たな政府のあり方を探求する行政改革の視点において68､公益･民意を代表して､

60グッドガバナンス (良い統治)は､貧困を撲滅し､開発を促進するうえで､おそらく最

も重要な要素であろうO国連事務総長 コフイ･アナン語oUNDP人間開発報告書2002
61UNDP人間開発報告番2002.58乱
62松尾弘 ｢韓良な政府と法の支配｣1999､121･122京､蓉良な政府の一要素としての ｢良
い官僚制｣の議輪を参照｡

63西尾隆､1998､32賞以下｡応答型政府の放論を参胤
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社会 ･経済的変化に対し敏感に反応 し､状況的判断を行う､社会発展に貢献できる高い倫

理観を持つ公務員像が描かれ､包括的政治制度の枠組みが目指されている｡特に法と開発

研究 (LawandDevelopmentStudy:LDSないしtheNewLawandDevelopment:NLD)

64のフロンテアのひとつとしての ｢串良な政府｣論は､発展の目的の再検討を含め､政治

的自由と経済的自由との関係､法の道具主義的理解と法の支配の原理との調整など､規範

的レベルにおける議輪の契機をもたらした65｡その中で､人的基盤たる ｢良い官僚制｣は､

博 良な政府｣の構成要素間の対立と緊張関係を背負いつつ､制度改革や法の執行など通

じて､政府と現実の生活者を媒介する重要な役割が期待されている｡さらに､各要素の間

の適切なバランスを確保し､安定的に維持すること､及び状況の変化に柔軟に対応 しうる

能力を備える統一像の構築は､｢幹良な政府｣に祝された究極的な裸題である66｡そのため

にも､個人と社会及び個人間の関係を規定する個人的倫理､国家と市民社会の関係に関す

る社会罷職のモデル､それを踏まえた社会制度改革の構成的理輪を含む､首尾一貫した理

論的枠組みが必要とされている67. 国連人間開発報告番においても､包括的なガバナンス

を求めている｡それによると､民主的ガバナンスは､｢包括的で公平な規則､制度および勝

行に基づいた､社会的相互作月洞ミある｣ことを意味する68O このような包括的な制度改革

と発展に関する鶴諭においてこそ､腐敗問題が根本的に解決されると思われる｡

では､｢良い政府｣とは何かO｢良い政府｣には､強い政府､効率的政府､正義に適った

政府及び良心的な政府とい う相互に必然的に関連する諸側面があると考えられる69｡ すな

わち､｢良い政府｣とは､経済成長を促すべく､市場システムを構築 ･維持するために､①

財産権を定義して保護し､契約を確実に執行し､②計画的な規制緩和や民営化によって取

64LDSの盛衰過程に関しては､∫.H.Merryman1977"ComparativeLawandSocial
Change:OntheOrigins､Style､Decline&RevivalofLawandDevelopmentMovement"､
25AmBT:2'canJoumGlofCompBmtl.VeLGW,457･481.最近の ｢新しい 法と開発｣(theNew
LawandDevelopment:NLI))に関して､D.M.Trubek 1996 "LawandDevelopment:
ThenandNow､"in:theAmericanSocietyoflnternationalLaw､proceedingofthe90th
AnnualMeeting:AretheInternationalinstitutionsDoingtheirJob?pp.223･226諸本
語のものは､松尾弘 ｢辞良な政府と法の支配 (1)｣『横浜国際経済法学』1999 7巻2号
93･94貫及び注1)を参照されたい0
65松尾弘 ｢法整備支援- 法学と開発経済学の対話｣国際開発学会第三回特別研究集会

2002年6月29日2賞参照｡
66松尾弘 ｢辞良な政府と俵の支配 (2)｣『横浜国際経済法学』1999 8巻 1号｡
67松尾弘2002前掲注65､4･5乳
68UNDP人間開発報告番2002.58乱 Box2.1.
69松尾弘 1999;2002参照｡
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引を徐々に自由化するプログラムを着実に策定 ･実行し､③競争ルールを創設 ･定着させ

るとともに､④農地改革､税制改革などを通じて､市場システムの一環としての再配分シ

ステムを整備し､さらに､⑤グローバリゼーションの衝撃から国内企業や国民を当面は保

護しつつ､徐々にグロ←パル ･スタンダードに適応させるよう強力に誘導しうる 《強い政

府》である｡その中心主体は行政部であり､それは必要な意思決定と事務処理を迅速 ･公

平 ･確実に行い､利用者に好意的な ｢良い官僚制｣(goodbureaucracy)を備えた 《強く､

効率的な政府》であることが要請される｡

しかし､｢良い政府｣は､強い政府が必然的に革む､権力行使の濫用と逸脱の危険に備え

るために､①行政部内の自律的正義 (透明性､衡平性､廉潔性､説明責任)の確保､②法

治主義に基づく立法部によるコントロ-ル､および③法の支配 (司法部の独立､明確で公

平な基準に基づく公正で公開された裁判､司法審査権､司法部-のアクセスを含む)に基

づく司法部によるコントロールを備えた､《正義に適った政府》であることが要請される｡

さらに､そうした政府内部のコントロールの限界を克服するために､｢良い政府｣は､政

府の権力行使を外部からコントロールしうる主体としての固有の意味の市民社会 (非国家

的かつ非営利的な自発的組織)を寒成し､その機能を強化するために､自ら積極的に民主

化を進める 《良心的な政府》であることも､必然的に要請される｡

そして､これらの ｢良い政府｣の諸側 面が調和した理想的政治状態をグッドガバナンス

｢良い統治｣と呼ぶことができよう｡ しかしながら､これらの諸側面は自ずから進化論に

調和するものではないと指摘されている70｡ まず､(a)強い 政府と良心的な政府との両立可

能性､つまり､経済的百由 (市場化)と政治的自由 (民主化)の同時達成が可能かという

問題がある｡つぎに､(b)効率的な政府と正義に適った政府との両立可能性､つまり､効率

的な開発の手段としての法の道具主義的理解が､法の支配の原理と調整可能かという問題

があるO裸題(a)からは､社会の歴史､エスニシティなどの特殊状況を取り込み､政治的自

由と経済的自由との関係を現実に即して分析する必要性が､また､裸題(b)からは､法の支

配の形式主義的理解に基づく法の道具的機能の活性化と､悪法による支配を回避するため

の体系的規範理給の深化が要請されるOつまり､良い政府の構築は､いまだ発展途中の課

題であり､それぞれの社会的実態に即した実証的研究が必要であろう｡前述したように､

倫理学とは､人間関係の根底における秩序 ･道理を明らかにする理論体系の学問であり､

70松尾弘 2002､2貫参照｡
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その体系には､共同体が共通する目的究極的善､その日的を達成するための各種組織制度

の役割､人と人との間柄の正しい筋道､そして個々人が自己に接する方法の説明が内包さ

れている｡この意味では､良い政府とは ｢倫理的政府｣であり､グッドガバナンスとは ｢倫

理的統治｣ であると言い換えることができる｡

現在､抜整備支援活動にける ｢伝統と法｣の裸題が注目されている71｡これは､ベ トナ

ム-の法整備支援を主な目的とするアジア払整備支援プロジェクトにおいて､中国におい

て成立し､その後韓国ベ トナム-と伝播し､さらに日本-も五人組制度というかたちで影

響を与えてきた ｢郷約｣(詳細は後述 2.3.3b)について､議論が進められている｡それに

よると､近時､ベ トナムにおいては ｢郷約｣が復惜し､｢法治国家｣建設との関連から興味

深い動向が生じている｡また､中国においても ｢本土資源の活用｣が強調され､さらに韓

国においては ｢郷約共同体｣の原理の現代的再生が語られているO前述したように､個々

の公務員の倫理観の形成は採用以前の段階においてすでに完成しており､有効な腐敗防止

制度には､早期における倫理的教育および採用時において高い倫理観を持つ人材を選抜す

るメカニズムをも組み込まなければならないO倫理観の摘発は､第･-義的には公務員個々

人の問題であるO公務員の倫理観は､職務遂行過程において変化するが､公務員になる以

前の長年に渡る個々人の家庭及び社会的教育背魚によって決定される｡従って､単に採用

後に行う倫理研修だけではなく､それ以前に如何に高い倫理観を養成するか､如何に公正

で廉潔な商い見織を持った人材を登);桐~るかを検討し､いわゆる ｢人的基盤｣を促成する

新たな人材養成制度､選抜諏験制度の構築を考案しなければならない720 このように､従

来の人事管理における閉敵性を打破して､広く社会的接点を持ち開かれた組織 ･人事管理

の実現を図る裸題が提出された7㌔｢郷約｣はまさに中国及び来アジアの伝統社会における､

社会的倫理観を育成する制度であり､その可能性が期待できよう｡このような対象国の慣

習をも重視する包括的な問題唐織は､｢良い政府､良い統治｣(goodgovernment､ good

71http://tla.nomolog.nagoya･u.ac.jp/seika/houkoku/.当該プロジェクトのサイ トを参照0
72司紘改革における人的基盤の構築する薄給と公務に奉仕する優秀な人材を求める点に

おいて本文の関心と共通する｡司法制度改革審歌会中間報告 (平成 12年 11月20日)､ジ
ュリスト (No.1191)劉 鮎 また､公務員制度改革の基本方向に関する答申 (平成 11年3
月16日公務員制度調査会)において､人物画を重視した評価をさらに進める採用試験改

革を議諭された｡ジュリス ト (No.1158)52賞｡
78公務鼻白番､平成 11年版､59乳 本来官僚制の政府と社会生活者とを媒介する役割を
考えると当然のことかもしれないが､近年経済的自由化､規制緩和など-の誤解から官僚

制の社会的介入が潜しく排斥された側面もある｡
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govemanee)の解明と実践をも視野に入れているこのプロジェクトの方法論によるところ

が大きいといえよう74｡

要するに､包括的なグッドガバナンスの藩論において､まず社会の目的を含む体系的規

範理論の検討が要請される｡そして､高い倫理観を持つ人的基盤の育成を通して､監視･

管理を中心とする現行対策を補完し､倫理的行動を促進する｡ 倫理的人的基盤が､市民社

会を支え､さらに社会共通な倫理規範に則って行動する公務員を送り出し､強く･効率的か

つ ｢良心的｣な官僚制を実現できる｡従って､伝統的制度､慣習をも視野に入れ､包括的

な制度的枠組みであるグッドガバナンス- ｢良い政府｣を構築することは､｢倫理的人間

による､倫理的人間のための､倫理的社会の構築｣の道であり､腐敗を防止する新たな枠

組みとして､より効果的に腐敗行為を根絶することが期待できよう｡

1.6 本論文の目的と研究対象

1.6.1 論文の目的

前述したように､腐敗問題は､現在社会発展の最大の障害となっている.従って､発展

のための制度的枠組みには､腐敗を防止する有効なメカニズムを組み込まなければならな

い｡しかし､現行対策には､抗生物質による攻撃療法 (西洋医学)のように､腐敗行為に

コストをかけるような尊ら経済的アプローチによる制度設計が主流となっている (1.4)O

しかし､本来は､商い倫理観を持つ人材を育成し､選抜する免疫力を高める温補療法 (演

方)も不可欠である (1.5)｡本論文の銅勺とは､このような腐敗を防止する機能を備え､

発展を促す包括的な制度的枠組みを考案することである｡

現在アジア諸国は､発展における腐敗問題に直面しているO国際的連携をとりながら､

現行の監視､管理のようなアプローチとともに､伝統的な制度にも日を向け､人材の育成

選抜に優れた科挙制度の再検討も有益であろう｡現在､中国では､法の制定および､訴訟

手続､法曹資格などの法制度の整備を始め､公務｣那剛度､選挙制度など制度面の改革が進

められている｡その中､西洋の近代的法制度の継受と共に､中国固有の社会的制度にも目

を向けられている｡特に建国以来 ｢封建の過剰｣として排除されてきた伝統的な制度-の

見直しが注目される75｡科挙制度は､時間的は1千年以上中国伝統社会の基本制度として

74松尾弘 ｢開発と 『良い政府』:開発法挙への 『良い政府』『良い統治』論の寄与｣2001
5貫｡法と開発の原点にある問題唐織を再考する契機をもたらした｡

75代表的な輪硯ととして､蘇カ 『櫨治及其本土資源』(甲国政法大学出版社､1996)およ
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維持されていた｡また､地理的範囲として､古代中国をはじめ､東アジアの近隣諸国の政

治､文化に大きな影響を与えた制度である｡それゆえ､近代革命の指導者孫文は､従来の

立法･行政 ･司法の三権分立だけでは不十分だとして､｢五権患法｣を構築すべきだと主張

している｡科挙制度は伝統中国の政治社会を形作ったもっとも根本的な制度と認識され､

玉穂の1つ､｢考試権｣として継承されている76｡ また､現代の政治改革において､科挙制

度-の言及もしばしば見られる7㌔ とりわけ､腐敗防止策の検討において､科挙制度を参

考すべきだとの放論は興味深い78｡

本論文は高度な儒教的倫理観をもつ士紳層を社会に送り出し､国政及び社会生活の各面

に影響を与えた科挙制度が､末代以降の社会的発展とどのような関連性をもつかを検証す

る｡その上で､腐敗防止対韓にどのような啓示を提供できるかを検討し､社会発展との関

連から､グッドガバナンスの探求および実践に貢献したい｡

1.6.2 研究対象

宋代(960-1279)の科挙制度を考察の対象とする本論文は､まず､宋代の科挙制度を研

究対象にすることの限界を醒めなければならない｡たしかに､現代の政治､社会制度､腐

敗行為の様相は宋代社会のそれと根本的に異なっており､単純な比較が困難である｡しか

し､倫理は古典時代以来の青いテーマであるO倫理が人間の内面に深く関わっている限り､

それを超歴史的､超空間的問題と捉えることは誤りではない｡科挙制度によって樹立され

たのは､ほかではなく儒教的倫理観であった｡近年､特に尭アジアの経済発展における儒

教的倫理観の役割が再評価されてきており79､それを生み出した制度自体も見直す必要が

び梁治平 『酒代慣習法 :社会と国家』(中国政法大挙出版社､1996)がある｡
76 孫文の五権麿法輪について､宮沢俊義 ･間中二郎 『立兼主義と三民主義 ･五権魔法の

原理』､一九三七年､-一〇六京以下Qまた､′川本直樹 『憲法政策論』､日本評論社､一九九

一年､二五〇～二五四東など参照.
77 季衛束 ｢法律職業的定位 :日本改造権力結構的実践｣『中国社会科学』1994年第2期｡
63･86貫o嚢衛方 ｢中国司法伝統及其近代化｣ 蘇カニ賀衛方編 『二十世紀的中国 :学術
与社会 怯学令』(山東人民出版社､2001)所収 172-213貢.
78 中国では､科挙制度は処嗣制度､監翻 測度､考査制度と合わせて､汚職を防止する中

国古代の四大制度の 1つとみられている｡徐理明 ｢古代中国における反汚職の経験及び現

在の国際社会-の教訓｣斎藤修､前掲番80-88貫0
79この方面の文献は盤宵であるO例えば､レジ ･リトル, ウオーレン･リード著 /池田俊

一訳 『儒教ルネッサンス :アジア経済発展の源泉』(サイマル出版会､1989)および､金
目坤 『兼アジアの経済発展と儒教文化』(大修館､1992)がある｡特にマックス ･ウェ
ーバー式 (Weberian)の宗教社会学的問題唐織を受け継ぎ､新教倫理が資本主義の発展を
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ある｡

また､後述するように､近年科挙に関する研究は､単なる試験制度として捉えられてい

た従来の見方をさらに前進させ､社会との関わりをも視野に入れ､より深く､より実証的

なものになってきた｡科挙試験制度がかつて現代公務員試験制度に影響を与えた歴史的事

実も踏まえ､近年の科挙に関する学問的研究の成果をも考えると､それは再検討に値する

と言える｡

特に､｢士大夫の時代｣といわれた宋代にも､現代同様腐敗問題を初めとする国難に悩ま

されていた｡科挙制度が士大夫の倫理観を高め､腐敗を撲滅しようとしていたことは､ひ

いては､現代制度改革の参考になるのではなかろうか｡本論文では､以上のような関心を

持って､現代における制度改革の参考になると思われる宋代中国科挙制度におる重要な特

徴を検証したい｡

具体的に用いる研究題材は､栄代に関する歴史的資料､とりわけ宋代の判決文集である

隅 公審判清明塊』(貌明は後述三参照)および裁判官の個人文集個人伝記などである80｡

1.7 本輪文の方法論及び展望

1.7.1 方法論

前述した研究対象の持つ限界は (1.6.2)､研究の方法論においても考慮する必要がある｡

これまでの中国に関する研究には､思想制度の研究から､経済史などの実証的研究-と､

重点の変化が見られるOそして､現在は､両側面の相互参照による統合的作業が進めてい

るO特に--･次的史料が不足している粟代研究において､制度的および思想的背最を綴り倉

わせながら､限られた史料を十分に活用する手法が求められる｡そのため､本論文で用い

る裁判文番である 『酒明巣』を感材とする研究は､当時の法制度を初めとする政治経済的

制度､慣習などを視野に入れながら､進める必要がある｡この作業において､社会経済の

実態を解明し､その中で生きた制度-の肉迫するような静織が目指される｡

およそ法の目的は､それぞれの社会的生活において､正義､すなわち人々の間の理想的

な関係 (anidealrelation)の実現することにある｡そして､法システムは規範理論の体

引き起こしたと見る観点に対し､経済発展と儒教の関係が盛んに研究されてきた｡ここで

は､特に新儒家に関するものとして､余英時 『中国近世宗教倫理輿商人精神』(台湾聯経出

版､1987)が挙げられる｡
80劉克荘 『後村特許』王秀梅点校 (中華番周､1983)､方岳 『秋崖詩詞校注』(黄山番社､
1998)0
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系のみならず､実際にそれを創出し､応用して秩序を調整するための諸機関によって成り

立っているo さらに､法システムは､法の諸機構の担い手として､公式の効力を持つ規範

の定立 ･解釈 ･適用 ･実施に携わる人々の活動から成り立っている｡この法運営の役割を

担う人的集団の様相は､常に法社会学の中心的課題の一つであった81.

しかし､中国法に対するこのような裸題は､まず西欧近代法を普遍的モデルとする視点

から､法の有無さえ疑われるほどの概念的､理論的難点に遭遇する｡東洋法研究に多大な

影響を与えたェスカラは､学者の国であった中国において､数世紀にわたる実定法の体系

の技術的要素を完全にし､洗練し､一つの分析と総合の構築物､すなわち法律 学̀説,の

集成を築きあげたような牡の注釈者と理論家は､本当に極値かしかいなかったと指摘した

82｡ また､判決文集とい う部類の法律番に関しても､｢実定法とは無関係に､またその法の

適用はどうであれ､自らが持つ方法論､学説､科学の特徴に基づいて､法の理論あるいは

その思弁的部分を構築するような織兄を持った法律家が､時代を通じて次から次-と現れ

るという伝統が甲国には欠けていた｡中国には "法学提要"も手引き番も､論考もなかっ

た｣と論及したことがある830

法の有無とい う親輪には､初めからどのような法が望ましいかという価値判断が内包さ

れているo近年､西洋中心的視点-の反省が学界の各領域で行われてきたO特に進化論的

な自民族中心主義をとった ｢法と開発運動｣の挫折から新たに出発した ｢新法と開発運動｣

は､新制度派経済学の追い風を受けて､法整備支援､法改革の理翻 勺指針を形成し､学問

と実践の場に斬新な成果を生みつつある日4｡価値観､正義感の相違を保留する多文化主義､

相対主義的解決に満足せず､更に多様性や個性の平等とその最大限の尊重自体が一つの共

通規範的含意を持つことを踏まえ､多文化主義と両立しうる､普遍的価値に関する談論が､

正面から行われるべきだと指摘されているH50このような視点から､伝統中国においては､

81例えば､六本佳平 『法社会学』(有斐閣､1985)285賞以下 ;棚瀬孝雄 『現代法社会学
入門』(法律文化社､1993)207貰以下｡
82ェスカラ/谷口知平駅 『支那法』(有斐閣､1943)400･403貫｡
83ェスカラ 前掲沓参照｡同様に､滋賀秀三は ｢ヨーロッパにおける法の歴史の半面は法

学の歴史であったといえるのに対し､中国法学史を人は有意義に講ずることができない｣

と指摘した｡滋賀秀三 ｢中国依文化の考察:訴訟のあり方を通じて｣『東西法文化 法哲学

年報』有斐閣､1986)37頁｡
84D.M.11ubek､ "LawandDevelopment:ThenandNow､"in:TheAm ericanSociety
oflntemationalLaw､PTOCeedlhgsof地89押 AnnualMeetlhgJAreZntematlonal
ZnstltutlonsDolhgmelz･JobP1996.
85松尾弘 ｢開発法学と法整備支援の理翰化｣横浜国際経済法第11智第1号 (2002.7.)68;
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西洋近代法の意味する "Law"そして "Lawyer"(特に法実務を担う弁護士)としての法律

家の役割を探求するという従来の方法には問題があるといえよう｡

法律家とは何か?難問である｡それぞれの文化において異なる理想の法律家像が存在す

るのも不思議ではない｡しかし､従来比較法学においてでさえ､法律家を考察する視点が

欠けていたと､大木雅夫は指摘した86｡ 大木雅夫はマックス ･ウェーバーの法の発展を民

族精神とか伝統の無意識の産物と見なす考えに対する批判と法名望家論を提出したことに

注目した｡従来法様式論を基礎としてきた比較法学において､主に法秩序の歴史的な由来

と発展､その法秩序における支配的な特殊な法学的思考方法､特に特徴的な法的諸制度､

法源の性質とその解釈及びイデオロギー的諸要因という五つの客観的要素に注目してきた｡

法秩序の担い手たる法律家という主観的要素を見落としていった870 法名望家論の立場か

ら､法形成の主体に即して諸法を民衆法､抜管法､教授法などに分類する試みは優れた着

眼とした｡

ヨーロッパでは法律家は神との係わりにおいて理解されていた｡裁判所は神の法秩序を

回復する場所であり､裁判官は神の代理人であった｡中央集権化を目指す額邦国家の重要

な機関になった大学は､実質的に君主の機関となったのである｡こうした大学で養成され

た法律家たちは､法律顧問であれ､裁判官や行政官であれ､君主の官吏となった｡

かつて上山安敏は､ヨーロ.ツパの法制度に関して､同じく複雑な社会システムを体系的､

包括的全体像としてまとめる際､法制度の直接的な担い手としての法律家集団を用いれば､

全体的な政治経済社会と法との構造的関連を､無理のない形で把握できると考えた｡その

考えに基づいて､法解釈学 ･法廷技術 ･立法作業といった法の現象が､制度の側面からで

はなく､あくまで人間集団としての法律家グループの側面から眺めた｡それは､

･･･法解釈学･法廷技術 ･立法作業といった法の現象を､制度の側面からではなく､

あくまで人間集団としての法律家グループの側面から眺めたことだ｡私は､そのよう

な法制度の直接的な担い手としての法律家集団を媒介にして初めて全体的な政治経済

社会と法との構造的関連を無理のない形で把握出来ると考えたからである｡法と政

治･経済との相関関係を-義的 ･直接的に規定づけるのでなく､その間に陰を具体的

に創出してい く法律家集団を中間項において､三者の相互の作用 ･反作用の過程を具

体的に把握しようと言う考え方に立っている｡ここにいう法律家とは､判例法を生み

出す固有の裁判官 ･弁護士 ･検事という､いわゆる実務法曹だけをさすのでなく､学

76頁参照｡

86大木雅夫 『比較法講義』(東京大学出版会､1992)第7章法律家論一法秩序の造形者
参照｡

87大木雅夫 『比較法講義』(東京大学出版会､1992)0287･289頁参照｡
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説を生み出す法学者 ･思想家､さらに法典を作り出す右のグループの外に､学識官僚

- 無論立法作用を行う政治家､さらにそのプレッシェア ･グループとしての軍人 ･

企業家 ･労働者などのあらゆる階層を､その程度に応じてその対象の中に含めること

になろう- を考えているoただこの法社会史は､･･･一定の様式で支配層-エリー ト

を創出する社会のひとつの指標を示すものであり､それは､また近代の各社会構造の

体質を見立てる処方葺でもある｡エリート創出の社会構成は､長い歴史的諸条件の中

に沈殿 ･凝結したものだけに､それは社会の変改に対してすら特有な反応を示すもの

であり､伝統からの断絶する作業をする革命や､外からの衝撃による改革に対しても

特有に交錯して､独特のパタンを作り出す｡そうするなかでひとつの社会の資質を形

成する88｡

季衛東は､伝統中国法を西洋法と対極に置く二分的方法論の妥当性を否定する､新しい

視点を提唱した｡彼は､手続法体系も確立されていなければ､完全に実体的でもない伝統

的中国において､中国法の本質を探究するもっとも生産的な方法は､実体と手続の中間に

おかれる媒介的視点だと指摘した89｡
I

このような分析視点笹は､実務を担う "Lawyer"に限定されない法律家の定義が必要と

なる｡しかし､比較法学からの考察に示されたように､国々の人民がそれぞれ異なる法律

家のあるべき姿を求めているo法律家とは何かを正面から答えることではなく､歴史的法

律家の理想像とは何かと問い直すことはできる90｡ 上山安敏は､近代ヨーロッパの法律家

層を比較分析する際､ドイツにおける法律家 (Juristen)という歴史的概念を社会学的概

念に置き換えて､｢法律家とは､法形成 ･運用の直接的担い手として､社会的事実関係から

その中で法技術的加工 (例えば一般化 ･体系化など)が加えられて法規-の吸収作用をす

るパイプとして考えられてきたO.まさに 『法規形成 ･制定法としての確認』の基礎づけを

行う装置なのである｣と定義した91｡ 伝統中国社会においては､政治的に組織された社会

の力を体系的にかつ規則正しく行使することによって､人々の関係を裁定し行為を秩序づ

ける体制が存在する以上､そこに直接的な担い手､つまり法律家の存在も当然不可欠にな

ってくるのである｡

上山は､イギリス ｢法の支配｣の法社会史的背景を説明し､法律学が単なる技術学のみ

であっては社会的な力にはなり得ないことを示していると論じた92｡ イギリスで資本主義

の経営に対応したのが実務法曹のローヤーであり､彼らは法曹学院で法律学のみならずル

88上山安敏 『近代ヨーロッパ法社会史』(ミネルヴァ書房､1987)1-3.

89季衛東 『超近代の法』(ミネルヴァ書房､1999)122頁｡

90大木雅夫 ｢法律家の理想像について｣『法解釈』517貢｡
91上山安敏 『法社会史』(みすず書房､1966)428･429頁｡

92前掲注 6･7頁｡
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ネサンス期の教養をも身に付けることによって時代の人々を説得する学識性を備えた｡こ

うして支配的エリートとして高いステイタスを獲得した法律家は､治安判事として地方自

治の一角に食い込み､統治の重要な担い手になる｡

文学､書道など同時代最高の教養を身に付けた文人官僚である中国の士紳層は､地方官

僚として裁判に携わっていた｡その法社会史的背景を検討することは興味深い｡この士紳

層の特徴とは､儒教的教養 (それは同時に道徳の能力をも意味する)のゆえにその十全な

あり方としては､科挙を通過して為政者となるべき人と期待されるような､そのような人々

である93｡ 科挙制度の下で活躍していた士紳層に焦点を合わせることによって､制度に関

する認識を一層深めることが期待できよう｡

1.7.2 展望

a) 現代において科挙制度に着日する意義- 科挙制度による儒教的倫理基盤の確立-

正統な儒教的学問としての朱子学は､存在論としての理気説94､人間論としての性即理

の説95､居敬窮理の方法論96､古典の注釈､そして具体的政策論を含む博大な体系である｡

南宋以降官学と位置付けられた栄子学のイデオロギーは､科挙制度を通じて､社会共通の

倫理基盤となった (後述2.3.1､2.3.2参照)Oそれゆえ､儒教的教養を持つ士紳層は､皇帝

93島田度次 ｢東洋封建社会のモラル｣『思想の歴史』(平凡社､1966)参照｡
94南宋の来貢 (1130-1200)が完成した学説｡宇宙のあらゆる事物は理と気とからなり,
理は気に,気は理に決して変わりえないとい う典型的な二元論の骨格をもつ｡気とはガス

状の物質で､有機的エネルギーを内包する｡ 万物はすべて気で構成され､すべての運動や

現象も気のエネルギーによっておこされる｡しかしかかる万物万象は決して無秩序に存在

しているのではなく､それぞれ本来あるべき姿をもつ ｡ その本来の姿を事物がとった時､

そこに理が現れる｡理とは､事物のもつ本来的な秩序性である｡各事物の理はそれぞれ独

自な内容をもつが､これらの理が理としてなりたっ根拠は一つである｡つまり理は､宇宙

の個別性と同一性の両方の原理なのである｡しかし理は決して感覚で把握できない.つね

に気の様態を通してその存在を覚るよりほかないものである｡それゆえ理は形をとりえぬ

もの (形而上)､気は形をとりうるもの (形而下)とされる｡また理はつねに善であり､現

実の悪はすべて気に帰因する｡気自体は無価値なものであるが､理の発現をくらます場合､

悪の根拠となる｡価値論の領域ではつねに理が強調されることから､この思想を ｢理の哲

学｣ということもある｡
95人間の心の中には生まれながらにして完全な叡智 (良知)が備わっているというもので

ある｡

96気の発現たる欲望を抑え(持敬)､自分のなかに宿る理を用いてものごとの客観的 な在り

方を探求すること(窮理)が肝要である｡格物致知とは窮理の際の方法論である｡ 道理のあ

りかを個々の事物に即して探り(格物)､すでに持っている知を推 して未だ知らないことに

及ぼすという作業によって究極に至る(致知)こと をい う｡
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の師をはじめ､知識人､宗族の長など､多彩な側面を持ち､社会の各面で活躍し､多大な

影響力を発揮することになった｡絶対的君主に対してでさえ､官僚として場合自らの政策

立案を思う存分主張することが可能であった (後述2.3.3)0

ち) 巨大な官僚国家を運営した経験

末代は､士大夫の時代ともいわれ､優れた人材を大量に民間から選抜し､全国に広がる

行政機関に任命して､国家の統治を担っていた｡1196年には､最大の42,000人に達す

る官僚を擁していた｡官僚を選抜､任用､規律する行政法の発達は周知のとおりである｡

また､現代の倫理法､倫理規定に通じる手段として､官僚の腐敗に対処するための処罰制

度､監察制度､考査制度が精密に整備された97｡ にもかかわらず､宋代では ｢刑､士大夫

に上らず｣といわれるように､法による処罰は極めて少なく98､監察制度､考査制度の実

効性も疑わしかった99｡ それゆえに､宋代において官僚の倫理観を高め､維持するために

もっとも重視されたのが､儒教的経典を内容とする ｢修身｣であった｡そして ｢修身｣は

あくまで土台であり､その基礎の上で ｢斉家 ･治国 ･平天下｣ を実践的に進めていかなけ

ればならない｡官僚の実践を実質的に支えるのは他ならぬ科挙制度であった100｡官僚国家

を運営する上で､科挙試験制度を初めとする一連のサブ制度､つまり職官制度､宗族制度

が果たした役割が大きく､これらを具体的に検証することには実益がある｡

C)社会経済発展-の寄与

社会制度の究極的な目的は､社会全体の幸福､つまり最高善の実現にあるD 制度が社会

経済の発展にどのような影響を与えたかが､制度を評価する基準となる｡采代の中国で

は､農業生産力が著しく向上した｡また世界初の紙幣発行に代表される商業の繁栄､印

刷術の発明による出版事業､文化事業の発達などは､末代中国の世界における先進性を

97著名な 『唐六典』が宋代にも受け継がれ､｢職制律｣において､詳細に規定されていた｡

季衛東は､中国における罪 ･刑･購刑の換算関係をできるだけ明確に定め､一種の算数的 ･

幾何学的な制度設計の観念を指摘した｡｢法社会学の未開拓の奥地｣千葉正士編『法社会学』､

1993所収｡
98この点に関して､従来より官僚の特権として多く議論されていた｡例えば､江世栄 『中

国古代判詞研究』(中国政法大学出版社､1997)231･233､242･246頁｡何忠穫 ｢論南宋刑
政未明之原因及其影響 :由≪名公書判清明集｣≫所見｣『東方学報』京都第六十一冊539
頁以下｡

99青木敦 ｢監察 『宋史選挙志訳注 (3)』(東洋文庫､2000)0
100中国では､科挙制度は処罰制度､監察制度､考査制度と合わせて､汚職を防止する中

国古代の四大制度の1つとみられている｡徐理明 ｢古代中国における反汚職の経験及び現

在の国際社会への教訓｣斉藤修前掲書80-88頁｡
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表している｡士紳層及びその倫理観を再生産することによって､公的事務を担う人的基

盤が作られていた｡従って､その基本的制度枠組みたる科挙制度を研究する価値がある

と言える｡

a) 制度的変化期

宋代は中世から近世-と入る時代であった｡時代変化の波は経済社会に大きな衝撃を与

えていった｡新たに生じた問題には､従来の制度では対応できなくなり､宋代はまた制度

の変革期でもあった｡清の末期まで続いた科挙を中心とした社会的ルール､準則及び社会

的構造などの一連の制度システムは､末代において確立された101｡そして､近代における

伝統制度の確認作業は､しばしば末代に遡らなければならなかった(例えば､郷約の再編｡

後述 4.2.2)Oノースは､新古典経済学の便益-コスト計算モデルによって､人々の意思決

定過程における多くの要素は捉えることができないと述べ､｢家庭及び学校教育によって刻

みつけられた価値観は個々人を拘束し､フリー ･ライダーのように行動しない｣という点

を注目すべきだと指摘した102｡また制度変遷の過程も特徴的であったO儒教的倫理観をも

つ士紳層が積極的に政策決定に参加し､制度改革を働きかけていった｡その結果､確立さ

れた科挙制度が士紳層の更なる活動を推進することになった｡これは新制度派経済学が重

視している制度と組織の相互作用を考察する格好の題材となる｡

1.8 論文の全体構成

第1草で確認した倫理の課題を踏まえ､第2章ではまず宋代における科挙制度の確立す

る背景､プロセスを検証する｡その際､士紳層の積極的行動に注目する｡そして､反対に､

科挙制度はどのように士紳層の倫理観､社会的実践行動に影響を与えたかを考察する｡

第 3章においては､『名公審判清明集』における裁判官を士紳層の代表例として､その

倫理観を実証的に示す作業を行う｡実際の裁判において､社会的紛争を調整する法と関係

的規範としての儒教的倫理観とが競合する場面に注目されたい｡

最後に､第4章では､科挙制度に関する以上の検証をまとめて､試験合格者である ｢士

紳層｣ 103を社会に送りだし､それによって特殊な政治 ･経済 ･文化構造を形成したシステ

101質志揚 『末代科挙』(台北東大図書､1995)271頁｡
102D.C.North,StructureandChangeinEconomicHistory,Norton･1981･p･46･
103 ｢士紳層｣の概念について､｢士｣及び ｢紳｣とは､本来ともに統治集団を指す言葉で

ある｡『詩経 ･鄭風』によると､｢女､日わく鶏鳴 ;士､日わく昧且｣､つまり､士とは壮年

39



ムとしての科挙制度の優れた点を提示し､従来の官僚選抜試験としてのみ考えられていた

科挙制度が社会発展にどのような影響を与えたかという点に注目し､その再評価を試みた

い｡とりわけ､その高い倫理観の確保という側面に焦点を当てて､現代社会に対して有益

な示唆を引き出したい｡

ニ 科挙制度と宋代社会

末代社会に関する研究は古くから､異なる分野の､異なる国や地域の研究者によって行

われてきた.そして科挙研究は一つのホット･イシュウとして膨大な文献が蓄積されてい

る104｡その中で､日本は従来､思想史､制度史に関する研究と社会経済的実態に関する研

男子を呼ぶ言葉である｡｢紳｣とは､｢大帯なり｣､古くから男子は帯を用いて服を束ねてい

たことを指す｡原始時代から､壮年男子が部族の耕作及び戦闘を担当していた点から､士

は部族の統治成員としての身分であった｡その後､社会の発展と共に､国家行政を担う政

事の能力をもつ ｢仕｣､ついに一徳一芸に秀でるものは一般的にすべて ｢士｣と呼ばれるよ

うになっていた｡ そして､儒教は其の常識､人道主義､普遍性､柔軟性及び他学派の有用

な教えを同化吸収する能力によって､土中の一員としての ｢儒士｣が次第に他のものを超

越して ｢儒土合-｣を達成した｡演武帝以後､四民社会の士とは明らかに聖賢の書を読む

儒教的学徒たるものを指すのである｡

このように､漠代における儒学の独占的優位を獲得した以来､｢士紳｣たるものは第一義

的に儒教的教養を持つものとなった｡しかし､具体的にみると､(国家との関係から)官僚

(ofacial)､(地域社会との関係から)郷紳 (gentry)､(文化 ･文学的側面からでは)士大
莱 (literati)のように文脈に応じて呼ばれている｡｢士紳｣の定義については多少の違い
があるものの､基本的にまず科挙試験の合格者であり､官僚の候補者として統一できる｡

また郷紳について､官僚の家が､科挙試験を受けるかに関係なく､自動的に郷紳の家とな

るような疑問がある｡｢辞書伝家久｣の ｢書香門弟｣というように､このような家庭で育て
られた人も当然儒教的教養を持つものとなる｡

なお､士紳の集団的称呼である｢士紳層｣は､あくまでも概念的ものであり､それは ｢官｣

と｢民｣の間にある特殊な階層と見ることも出来るが､上層の地位にある士は官であり､

定年後の官､下級の士もまた民であった｡つまり固定的ではなく､科挙という上昇経路に

よって常に流動する階層である｡それは決して西洋社会の国家と社会､あるいは集団の間

の対立から成り立つ社会構造を為していないことを付言する必要がある｡従って､郷紳を

も含む ｢士紳層｣とは儒教的教養を持つ者の集合とするのが､最も異議のない定義であろ
う ｡

104従来の研究は､主に地域研究としての中国研究､および歴史学における中国史 (経済

史､思想史)の研究者によってなされてきた｡そして､研究は中国大陸及び台湾､香港､日

本､アメリカを中心に行われ､研究成果は中国語､日本語および英語で発表されている｡

中国語及び日本語のものに関して､｢科挙関係文献 (中文 ･和文)目録稿｣平成四年､『栄

より明暗にいたる科挙 ･官僚制とその基盤の研究』代表者中嶋敏所収0

日本においては､宮崎市定が科挙研究の先鞭を付けた｡氏による一般向けの解説書が日

本では最もよく読まれ､多大な影響を及ぼした｡同時に後で述べる新たな視点に通じる議

論が既になされていったことが先見の明と言えよう｡｢-科挙はそれだけ中国的な制度であ

り､また中国社会はそれだけ科挙の制度から甚深な影響を蒙っているといえる｡中国文化
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究とが､それぞれ個別に行われた傾向があると指摘される105｡ごく最近まで､末代の新儒

家の政治哲学は､ほぼ完全に ｢政治の道徳化｣を目指すシステムとして､いわゆる ｢理想

型｣と見られる傾向があった｡これとは対照的に､人々の行動-の歴史的環境の影響､特

に政府運営における権力的要素-の認識から､より功利主義的 ｢現実型｣と見る見解もあ

る106｡ 前者は思想史､制度史のマクロ的側面であり､後者は社会的実態から得たミクロ的

様相に他ならない｡もっともこの両者は相互補完的であり､両者を含む全面的考察として

古くから宋代儒学の目的に関する諸橋徹治の優れた研究がある｡それによると､宋代にお

ける士大夫の目的は正名･修身･経給の三つに纏めることができる｡現世を否定する仏教 ･

道教の流行によって乱された社会的思想に対し､真の社会的目的､規範的理念に関する論

争 (正名と修身)に多大なェネルギーを費やした｡さらに､制度改革の経路は､士紳層が

古の制度を引用し､社会的情勢に応じて具体的制度の創設に努め､実践させた (経給)､い

わゆる ｢托古改制｣である｡肝余曲折を経て､南宋の末期には修身よび正名 ･経輪 (斉家 ･

治国･平天下)のための科挙試験制度 ･宗族制度 ･職官制度からなる基本的制度システム

が形成されたO末代社会のこのような特質は制度論的研究のよい題材を提供している.

前述したように､近年社会科学研究において､制度と組織とを区別し､社会においてそ

れらが相互作用するメカニズムの解明を目指す制度理論は､重要度を増してきている｡学

際的研究を促すこのような視点は､分裂状態にある各分野の成果をつなぎ合せる作業によ

って一層の前進を期待できよう｡ここでは､如何にして倫理観の高い人材を育成するかと

いう本論文の問題意識の下で､先学の成果を用いながら､基本的な制度枠組みとしての科

の特質は科挙の存在によって其の一斑が解明されようし､中国民族性の本質を論ずるには

科挙によって与えられた後天性を考慮に入れなければならぬであろう｡何れにしても中国

を語るについて科挙を度外視することができぬ｡｣『科挙史』東洋文庫470(平凡社､1987)
11貢 ;『科挙一中国の試験地獄』21頁参照｡
105小島毅は､『後期中華帝国にける正統』というアメリカから出された書き物の研究手法

について､｢それぞれのテーマは､社会規範･地域紛争 ･国家祭稚 ･教育制度 ･家訓･家族

制度･主僕関係 ･民間宗教 ･であり､専ら新儒教が果たした社会的役割を論じていること

が分かる｡ こうした面について文献資料を駆使した実証的研究や理論的考察は､日本で

も古くからなされてきた｡基本的事実の解明という点では､むしろアメリカよりも進んで

いる｡しかし､それを思想と社会の相関関係から捉え､当時の社会秩序がどのように構築 ･

維持されていたかといる観点から論じる視角は採られてこなかった｣0｢中国儒教史の新た

な研究視角について｣『思想』805(岩波書店､1991)､79頁以下｡

106 C̀henTe-hsiuandStatecraft'inOTden'ng地ewozM/aFPTOaCAestostateand
soclelyl'Dsung如 astycAl'na editedbyRobertP.Hymes andConrad
Schiroknuer.1993UniversityofCaliforniaPress.
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挙制度の変遷過程を考察したい｡士紳層の制度変化-の主体的働きかけに焦点を当て､宋

代における経済社会的発展過程と対照しながら､制度論的説明を試みたい107｡

2.1 宋代の社会的変化

宋代に入って､社会､経済的様相はかつて無いほど複雑になっていた｡ここでは､その

社会における幾つか主要な特徴 (穀物及び茶栽培の進展､人口の増加､都市の発展及びそ

れによる交換市場の拡大､さらに商品経済と貨幣経済の発展､農民日常生活における契約

関係の進入､世界初の国家による紙幣の発行など)を列挙して概観を描くことにする｡ま

た技術の面においても､火薬､航海用羅針盤及び印刷術の発明がこの時期になされた108｡

宋代という歴史的変化期に確立を遂げた科挙制度は､ほかならぬ宋代社会の経済､文化に

影響され､発展していたのである｡従って､科挙制度を考察する前提として､末代の社会

に関する理解が不可欠である｡

科挙を経済社会史の背景と合わせながら､この節では､制度の変遷をマクロ的に描くこ

とにする｡政治の場において､唐の後半から宰相を媒介せずに大臣及び地方官が直接皇帝

に上奏し､さらに対面して議論を行う政策決定方式が形成された109｡ 士大夫の時代ともい

われる宋代では､このように制度的変化における士紳層による積極的働きかけ､社会的変

化に対応しようとする士紳層のいきいきとした活動振りが注目すべきな焦点である｡

2.1.1 宋代の経済

前述したように宋代中国は一大変化期であり､経済面において著しい変化を見せていたO

宋王朝の経済面に関する史実は､『宋史』を初め､『来会要輯稿』の ｢食貨志｣部分に記載

されている｡基本的数字で宋代社会構成の大要をみると､元豊3年 (1080年)時点で､[1]

宮戸は2万戸､[2]郷村大地主層40万-50万戸､[3]自営農 100万-300万戸､[4]

自小作農750万-950万戸､[5]客戸 (おもに小作人 ･非担税戸)500万戸であった｡ま

107D.CNorthZnstltutlon,Znstltutl'01lalCnangeAndEconoml'cPedwmaDCeCambridge
UniversityPress1990.pp.3･5;107;8-9.19世紀アメリカの成功例を合衆国憲法などの基
本的制度枠組みの寄与と見る｡

108概説書として､宮崎市定 『宮崎市定全集 10 宋』(岩波書店､1992)｡また 宋代の都
市生活に関する研究は､伊原弘 『中国開封の生活と歳時一描かれた宋代の都市生活』(山川

出版社､1991)､(文献目録あり)を参照されたい｡
109平田茂樹 ｢宋代政治構造試論一対と議を手掛かりとして｣『東洋史研究』52･4､1994.
及び同 ｢宋代の宮路官について｣『史学雑誌』101,6､1992参照.
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た財富の基本である農業生産については､アオイワーカー教授の試算によれば､1080年 (元

豊3)段階で [1]総人口9,000万人､農業人口はその80%､[2]1人あたり穀物生産高

550斤 (275kg)､[3]食糧総生産高 3億 8,000万石､[4]国民総収入 3億 8,000万両､

うち農業部門は2億 3,000万両､[5]政府収入5,000万両､国民総収入に占める割合 13%

ある｡

以下､社会経済の特徴的現象を数点挙げておきたい｡[1]まず人口の増加と南方移動｡

唐代最盛期 742年 (天宝 1)の統計では914万戸であった人口は､1080年には1､454万戸

と約540万戸増加していた｡さらに北方民族の圧迫と戦乱を逃れて南遷する人口も多かっ

た｡北栄の滅亡をあいだに含む 1102年 (崇寧 1)と1162年 (紹興 32)の統計をみると､

405万戸が華北･中原から江南･園に逃れており､うち55万戸は両噺に集中していた｡[2]

耕地の拡大と江南水利田の開発｡宋代の田地統計は明瞭性を欠いているが､北宋代にはほ

ぼ3,000余方頃と元代の歴史家は推定していた｡また宋代の特色は江南 ･福建の海岸 ･河

川敷 ･湖沼などで堰堤を築き､園田 ･潮田と呼ばれる干拓田を大量に達成したことで､照

寧年間 (1068-1077)に全国で 36万 1,000余頃の水利田が造成されたが､10万 5,000

頃は両断が占めていた｡この [1]･[2]あわせて宋代大土地所有制発達の基礎となった｡

戦乱による北方からの大量の移住者は荘園の小作人 ･雇傭人となった｡また土地開発に

は相当な資本を必要とし､土地は投資の対象となり､売買が盛んに行われ､土地の所有人

が頻繁に変わり､｢1000年の田､800の主｣という諺も生まれた｡農業技術の発達も顕著で

あった｡土地利用空間の拡大による生産塵の増大と並んで､単位面積あたりの収量も大幅

に増え､農業枝術の発達がそれを支えていたO水稲の品種改良､筈城稲の導入､苗代作り､

施肥による地力の補給など､水稲栽培の基本技術､稲麦多毛作農法が完成し､零細小農民

の生活安定に役立った｡また各地に茶 ･甘庶 ･果実 ･麻 ･木綿 ･漆など､特産品生産も盛

んとなった｡

交通体係の発達｡｢南船北馬｣ということばがあったが､この時代から水路 ･水運によっ

て全国が結ばれるようになった｡大小河川･湖 ･海 ･運河を利用して人や物資の往来が可

能となり､交通 ･運輸体系の大変革を生んだ｡陸瀞の 『入園記』､花成大の 『呉船録』は中

国を東西に横断した舟旅を克明に伝えている｡また北･西への拡大を抑えられたため､南 ･

東の海上に進出を余儀なくされ､羅針盤の実用化､造船技術の発達とあいまって､東しな

海､南しな海は宋商人の大活躍の場となったO

商業､決済手段の発達と都市化の進行｡土地所有と経営が自由となり､さらに生産物の
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処分が自由となり､生産が拡大したことは当然に物資の移動を盛んにし､商業は空前の発

達をみることとなった｡国庫収入における商税の占める割合 (10-20%)､泉州 ･広州両貿

易港収入と全国地税収入が匹敵していたこと (ともに200万貫)からも､この点は確認で

きる｡通貨としては銅､鉄銭､銀両が用いられたが､遠隔地商業の発達は小切手､約束手

形､為替手形など､多様な決済手段を生み､交子 ･会子などの紙幣をも生んだ｡商人も都

市での坐質､客商と機能 ･階層分化がみられ､行 (商人組合)をつくり､官憲-の対応と

同業者の利益確保にあたった｡そして商人間に階層秩序があったように市場にも階層秩序

が生まれ､村一柑市一鎮市一県城と､従来の行政機構とは別の､商業を中核とした集落が

発達し､中国世界の都市化､非農業性集落の形成と展開の出発点となった｡

日本における宋代経済史に関する研究は､戦前から盛んに行われていた110｡近年も研究

が継続されており､さらに精微化が進んできている｡詳細は専門研究の成果を参照された

いが､本稿では社会的情勢に対応する具体的経済政策立案の過程における士紳層の活動を

中心に検証を進めたい 111｡

① 農業生産

宋代において農業生産力が増加し､特に南末では江南地方の開発が進み､水稲作技術及

び稲･麦二毛作の普及などの農業技術の発達に促され､顕著な発展を達成した｡その背景

には､王安石による免役法､方田均税法､鹿田水利の法に代表される宋代開国以来の士紳

層による勧農政策の役割が大きいと指摘されている112｡その具体的措置として､以下の事

項が挙げられる｡

まず､国家による土地私有の許可及び大土地所有の制限策が挙げられる｡秦の商執改革

以来､国家的土地所有の下における私的土地占有という形式が､時代の変化とともに､事

実上の土地所有に発展しつつあった｡唐の後期の貴族官僚がその等級に応じて世襲した占

田の制度は徹底的に瓦解していった｡宋代において､国家の立場から封建的土地制度-の

復帰は不可能と見なされ､農民が主人の戸籍のもとに記入する身分的依附関係が解体し､

110古い時期の参考文献は､荒木敏一訳 『宋元経済史』巻末附されている文献目録を参照

されたい｡戸籍 ･農業･土地 ･奴隷 ･社会･財政 ･貨幣･商業 ･物価 ･生活 ･都市･工業 ･

鉱業･交通 ･貿易といった内容であった｡

111日本の宋代史研究者による文献リストがインターネットで公開されている｡財政史 ･

経済史と分類されているohttp:/nlOme.hiroshima･u.ac.jp/sondai/mulu･htm｡
112周藤吉之 『宋代経済史研究』(東大出版会､1962)参照｡特に王安石の改革に就いて､
ここでは省略するが､詳細に周藤吉之 『宋代史研究』(東洋文庫､1969)-～二六頁 ｢重
安石の新法とその史的意義 :農民政策を中心に｣を参照されたい｡
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相対的に自由な ｢編戸｣ となった｡ 北采初期､太祖は詔書を下し､各地方に宮田を永業田

として農民に分配するよう指示した (『宋史』食貨志巻百七十三)｡永業田など私的土地所

有が認められ､土地の私有制が確立された113｡太宗太平興国の条において各路に ｢所墾田

即為永業｣との指示が記載されている (『宋史』食貨志)｡また､国家は士紳層の家族に対

し､普通の戸籍と異なる ｢官戸｣として､役務免除などの特権を与えた｡宮崎市定は宋代

以降の官僚による土地所有が唐代の貴族の ｢土地と人民とを支配し､子孫のために強固な

基盤を築いておこう｣とするものではなく､｢専ら自前の利益のため､もっとも利回りのよ

い投資のため｣ の土地所有に傾いてきたと主張した114｡ 北宋中期以降､土地の売買が活発

になるにつれて､土地の兼併による大土地所有が現れた｡ その主な原因は､差役を避ける

ための農民地主から官戸-の寄進によるものであった｡そのため､士紳層における土地所

有の上限を設ける限田法が実施された115｡

次に士紳層による農業技術の普及活動が重要な役割を果たした｡農業生産力の増加は､

政府の勧農政策を基礎にとした地方官による農業技術の指導や､｢慶喜｣の配布によるとこ

ろが大きい (『宋史』巻二〇五芸文志 ･農家類)｡古くから州の長官は毎年 ｢勧農文｣を配

って､民に農桑を勧めるしきたりがある｡そして北宋においては単なる抽象的な呼びかけ

から､実際に具体的農業技術を教えるというように､具体的な変化が見られた116｡

そして宋代士紳層の一部在地の士大夫 ･地主層による農業生産の実践も､注目すべき特

徴の1つである｡国土の広い中国では､南北気象などの条件が異なる場合が多い｡ 在地の

士大夫は一般的に流俸されている農書を現地の風土に則して､自ら体験した技術に基づき､

改訂を行った1170 士紳層が一般的に直接鍬を取り､農事を行っていたかは定かでないが､

農業経営､農業技術の指導などをする意味で､晴耕雨読が単なる理想だけではなかったの

113青く仁井田隆 『補訂中国法制史研究土地法取引法』(東大出版会)によると､唐の中期

以来､権利の享有期間及び売買が制限された口分田はすでに私有地であった｡そして､建

前の売買禁止と裏腹に､土地の売買及び兼併が進み､国家にとって租税上の不利益がもた

らされた｡末代にはすでに七割の土地が無税の田地であったが､国家はそれに対する均田

努力は無駄であると誰識していた.王志瑞 (荒木敏一訳)『宋元経済史』(生活社､1941).
114宮崎市定 『宮崎市定全集』11宋元 (岩波書店､1992)参照｡特に宋代の大土地所有の
形態は以前の時代と異なり､大土地といえども零細化した土地の寄せ集めという形になっ

ていた｡

115河上光一 『束代の経済生活』 吉川弘文館19660
116周藤吉之 前掲書 五頁以下参照｡その中南宋淳照六年十二月の勧農文において､来

貢は稲作における本田の整地作業や転草技術を述べている.同書､46頁｡r
l17周藤吉之 前掲書 63-64頁｡また､後述 (三)､清明集裁判官方岳の場合､官職の無

い間に幾度農村に戻り､農事に従事したことを個人文集 『秋崖集』に書き記した｡
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は確である｡

② 商業の繁栄

交換市場の拡大は商業経済の発展を表す一つの指標である｡宋代における交通の発達は

市場の拡大に大きく寄与した｡交通の整備としては､まず内阿漕運の発展があげられる｡

漕運とは水路によって米などの重要な物資を国家の統制の下で運搬することを言 う118｡

『宋史』百七十五巻食貨志に漕運の条がある｡それによると､｢宋は大梁 (開封)に都し､

四つの河があって､漕運を通じている｣｡また江南地方に点在する大河の支流､湖沼も利用

されていた｡このように運河の整備によって物資の流通が盛んになり､商業の繁栄を支え

てきた｡また､古来より重視されてきた海外貿易も､宋代では政府の積極的奨励政策によ

って一段と発展したO具体的措置として､外商の接待などの事務を管理する海外貿易管理

司 ｢市舶司｣の設置､外商の利益を保護する法律の制定などがあげられる119｡

四民社会のもっとも下位におかれているの商人の役割も顕著になった｡当時の商人は営

業方式によって二種類に分けることができる｡根拠地を中心にして､商品を携え､他郷に

移動販売するものを客商というのに対し､一定の地に店舗を構え､顧客の来店を待つ商人

を墨壷といっていたOこれら商人に対する課税は､客商が関所を通過する際の ｢過税｣と

いう関税 (2%)､および店舗に対する ｢住税｣という営業税 (3%)の二種類であった｡太

宗至道3年 (997年)において､商業税 (縛銭といい)は2,222,245,803貫という高額で

あった120｡ 24年後の真宋皇帝天稽5年 (1021)の農業税を含む総税額は150,850,100貫

であった｡両者を比べると､依然として農業を主要産業とする宋代において､商業税がつ

いに財政収入の7分の1を占める前代未聞の規模に達した｡

2.1.2 宋代の政治的環境

宋王朝にとっては､貴族に対抗する政権の確保と北方騎馬民族の侵入-の防衛の二つが

深刻な政治課題であった｡唐代後期から五代にかけては､軍人貴族による易姓革命がしば

しば起り､皇帝にとっても人民にとっても苦難をもたれた動乱と分裂の時代であった｡そ

118漕運とは水路によって米など重要な物資を国家の統制の下で運搬することを言う｡河

上光一 『宋代の経済生活』(吉川弘文館､1966)0
119桑原陣痛 ｢宋未の捷馨市舶西域人清春庚の事蹟｣『桑原隣蔵全集 第五巻』(岩波書店､

1968)､および張中秋-陳景良 ｢末代吸引外商的法律措置｣『法学研究』1993第4期｡70･74
頁参照｡

120『宋史』巻一七九食貨志下｡
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の危険性を身をもって体験してきた宋太祖は､建国早々､著名な｢杯酒釈兵権｣121を経て､

軍隊を中央に集中させた122｡

さらに､宋王朝は武官の権限を弱体化させ､文官を中心とする中央集権的行政組織を作

り上げた｡文官による地方行政制度は､最末端の行政機構を県と呼び､県を幾つか集めて

州が置かれる｡さらに州の上に路を設置し､幾つかの州及びその管轄下の県を監督する｡

特に歴代王朝と異なる特徴として､末代の君主独裁制の成立が挙げられる｡唐代以前の

時代では､政策は皇帝及び宰相を初めとする数人によって決められていたが､宋代におい

ては政策欽定に際し､京朝官が日常的に直接皇帝と政策論議を交わす形となった｡さらに

地方官僚でも､皇帝-直接書状を送り､建議することが許された123｡

また､宋王朝は､北方騎馬民族に対抗するため､100万の常備軍を維持する巨大な財政

国家-と変貌し､商品経済の発展の結果､従来の田粗収入から塩･茶･酒などの専売収益､

あるいはは商品流通に伴う商税収に財政の重点を移行した時期であり､財政上の実務行政

は以前より非常に煩雑となっていた｡これに対応するため､大量の末端的行政担当者が必

しょり
要となり､下級役人である背更の役割がますます重要となっていた1240

古代中国では官と更は､もと同意語であったが､しだいに区別されるようになり､官は

ときの政府が任命した場合で､更は役所の必要に応じて雇傭した下級役人をさすようにな

った｡ 晴 ･唐以後､科挙制が確立すると､科挙出身者とそれ以外の官僚とが､給与､昇進

など人事の面において区別された｡とくに宋代の背更は俸給が支給されず､書記としての

事務の手数料を生活のかてとする職業となった｡次第に､下級役人が公権力を後ろ盾に賄

賂及び金銭を強要するようになり､宋代の一大社会問題となっていた0(後述3.5.2参照)

121酒を飲みながら泣きついて配下の有力者達の兵権を奪うことに成功した逸話である｡

122全民皆兵の慣習を廃止し､軍人を職業化させ､皇帝の直接支配下に置いた｡この措置

によって､民間の自己防衛能力が著しく低下し､宋代は経済の大国にして､軍事的小国と

言わざるを得なくなった｡

123このような皇帝が自ら議長を勤め､政策会議を開く ｢議｣や､いわゆる言路官との単

独的な意見交換する ｢対｣は､士紳層の活発な言論活動を促した｡特に ｢対｣については､

朱代政治の特徴として指摘されている｡宮崎市定 『全集』｡ 詳細は後述職官制度｡

124古代中国の地方官僚として､主の任務は､租税の徴収と裁判であった｡ 租税の徴収は実

際､ほとんど背更という下級の官吏であった｡彼らは官僚のように税制 ･刑法上の特権を

与えられず､また給料も支給されず､専ら庶民からの事務手続きの際の手数料や賄賂を生

活の糧としていた｡この意味では､官僚といえども､決して士紳層とは言えない｡背吏に

ついて､｢背更の陪備を中心として｣『宮崎市定全集10』所収参照｡また同書 ｢王安石の吏
土合一策｣において､無給を腎吏の腐敗原因とみて､官僚と同じく給料を支給する倉法を

試みる王安石の改革は明らかにこの実務的人材を求める目的があった0
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2.1.3 宋代の文化的環境

一方､中国では唐の中期から宋代にかけて､三大宗教である仏教､道教及び儒教が大き

く変革した｡特に漢代以来の支配的イデオロギーたる儒教は著しく変容した｡すでに後漠

が滅亡して天下が分裂すると共に､儒教の支配的地位も揺らいでいた｡それに続く乱世の

厳しい生活は､老荘思想を呼び起こし､老荘思想に媒介されつつ現世を否定し､来世を求

める仏教 ･道教-と成長した｡仏教 ･道教はともに､後漢時代から魂晋南北朝時代､そし

て晴唐時代-という七､八百年の間､士大夫階級を含む中国社会において広く浸透してい

た｡来世を求める仏教の強い影響により､人々は現世での努力を軽視し､そのことは農業

生産力の低下につながる深刻な社会問題となった｡このような背景のもとで､プロテスタ

ンティズムの倫理の誕生に匹敵する中国式の宗教改革が起きたのである125｡

儒教の変化過程を､主流とされる学派及びその依拠する経典の変化から説明するという

明快な整理法がある｡漠唐においては､六経 (易､寄､詩､稚､楽､春秋)を経典とする

経学が､国家の礼法制度の指導的精神であった126｡ しかし､魔大な経典をすべて重んじる

あまり､学者はその全体を習得できず､概ね一経あるいは一部を伝えて解説する専門家に

すぎなかった｡沈滞していた儒学を仏教などと対抗させるため､朱薫 (1130-1200)は儒教

の原典から大学 ･中庸 ･論語 ･孟子の四書を選んでそれを典拠とし､統一した体系を持つ

理論体系 (西洋では新儒教 Neo-Confucianism)､を作り上げた.これが栄子学または､宋

学とも呼ばれるのである127｡ 新儒教の誕生によって､宋代以降の中国社会に多大な影響が

もたらされた｡

すでに思想あり､文章ありとすれば､それを普及する手段が必要となる｡仁宗朝の時に

畢昇が活字を発明した｡印刷術の発明及び実用の推進によって､宋代の出版事業は空前の

規模､水準に達していたO大量生産のできる印刷技術の広範な使用は､一般民衆が本に按

することを可能にし､ひいては識字率を高め､科挙を受験する機会の増大にもつながった

125仏教､道教の変化に関して､余英時『中国近世宗教倫理与商人精神』(台湾聯経出版社､

1987)参照されたい｡なお日本語訳森紀子『中国近世宗教倫理与商人精神』(平凡社､1991)0
126儒家制度と法家制度の闘争､及び儒家思想が法を支配する過程を通して､この問題に

関する優れた考察がある｡履同祖 『中国法律と社会』(中華書局､1981)原稿の完成は1947
年､後英訳は1961年に出版された.LawandSocl'etyl'n2Yadl'tl'onalCnl'naMouton､Paris
andTheHagu.e.
127末代以降晴代の滅亡までの約千年の間､四書は最も尊敬され読まれてきた経典であっ

た｡朱子学と実定法の関係は､後述3参照｡
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128a

さらに､教育の普及は社会全体の文化発展をも促進した｡ジェルネは述べた｡ ｢宋代の中

国人はその礼儀正しさ､ユーモアな感覚､優雅な社交趣味､人をそらさない話術などで､

中国文明が今まで生み出した中で最高に文化的な人々であった｡十三世紀の中国人は唐代

の人々に比べると､より自由に気軽に振る舞い勿体ぶらなかった｡その礼儀正しさは表面

を取り繕ったものではなく､心底から篤実であって､人を欺くために規範通り行動してい

るものではなかった｡社会生活全体が贈り物や奉仕の交換で組み立っていて､人間的な温

かさと思いやりで充満していたのである｡交易にきた外国人でさえ大変丁重に扱い､自宅

に招いて心を尽くして款待しその商売に必要なあらゆる援助と助言を惜しまなかった｡｣と

書いている129｡

2.1.4 まとめ

以上述べてきた各局面の改革によって､確かに農民の労働生産意欲は高められ､新たな

制度は経済､文化の発展に寄与した｡しかし､それと同時に､多くの問題も生じていた｡

商品経済の発展は従来の社会秩序にも大きな衝撃を与え､人々がかつて無いほど夢中にな

って利益を求め､そのことによって社会的紛争が多発していった｡また政治的に北方民族

の侵入略奪が日々社会の安定を脅かし､民族的危機となっていた｡国防のための正規軍が

すでに100万を超え､その維持に皇帝を初めとする士紳層は頭を悩ましていた｡特に財政

国家を運営するために採用した大量の役人背吏の腐敗が､農民-の加重負担をもたらした

のみならず､腐敗の士紳層への拡大が見られ､社会的問題となった130｡ 自由な文化的環境

は､社会生活に有効な秩序と均衡-の愛好とは逆に､無秩序や奇術的なもの-の傾向も斎

した｡

これらは個々の制度改革の限界を示し､基本的制度枠組みの変更が求められる｡宋代の

士紳層はこれらの現象に敏感に反応していた｡末葉が編集した 『大学章句』の ｢大学･経｣

128李弘棋前掲書30貢以下参照｡印刷術がもたらした便利性と経済性 (書籍の価格を十分
の-に低下させたと)はさらに知識人の政治文書-のアクセスを可能にして､政策及び改

革議論-の参加を活発にさせた重大な影響があると指摘した｡

129ジェルネ (栗本一男訳)『中国近世の百万都市 :モンゴル襲来前夜の杭州』(平凡社､

1990)｡

130腐敗をなくし､士風を高揚させるのは後述三の 『清明集』が編集された理由の一つだ

と指摘された｡
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の冒頭には､その対応策が以下のように要約されている｡ ｢士大夫の道は､明徳を明らかに

するにあり､民を新たにするにあり､至善に止まるにあり｡ 古の明徳を天下に明らかにせ

んと欲する者は､まずその国を治む｡その国を治めんと欲する者は､まずその家を斉う｡

その家を斉えんとする者は､まずその身を修む｡｣ 131｡ このイデオロギーの下で､士紳層

は､科挙制度の改革に力を注ぎ込んだ｡

2.2 科挙制度の形成

ここでは､まず2.1で確認してきた末代の社会的背景を踏まえ､士紳層による積極的改

革を通じて､科挙制度の形成過程を考察する｡

1949年以来80年代初頭までの30年間､中国大陸の学術的研究には､マルクス主義的

イデオロギーの影響が強くみられる｡それらは､資本主義の出現を歴史的必然性と考え､

近代における ｢資本主義の萌芽｣問題､それと同じ流れに､中国社会的性質の未確定､｢封

建社会の時代区分｣を主な研究課題として取り込んできた｡このような模式の下で､古代

の選挙制度は冷視され､科挙に関する研究は皆無に近かった｡

しかし､80年代以降の､脱マルクス主義的な新たな方法論､新たな発根資料による研究

が活発化してきている｡たとえば､代表的な何懐宏の研究は社会学の視点から､｢選挙社会｣

の概念を用いて､科挙と社会の関係を再評価するものである132｡

中国以外の国では､科挙制度は単に ｢官僚を選抜採用する試験制度｣ として捉えられて

いた｡比較政治学､とりわけ行政学の分野においても､科挙制度を近代的文官制度の原型

131｢大学之道 在明明徳 在新民 在室於至善｣吉川幸次郎監修 『大学 ･中庸』(朝日新
聞社､1978)46貢島田度次解説参照｡なお ｢大学之道｣を士大夫の道と約すのは､末葉

注 ｢大学は大人の学なり｣､古代中国の庶民の士紳層に対する呼称 ｢大人｣に拠る｡
132宮崎市定教授は嘗て ｢科挙制度はこのような中国の知識階級を地盤として､その上に

栄えた制度である｡科挙及第の進士は､天子から其の名誉ある地位を授けられたものに達

いないが､同時に彼らは知識階層の輿論から其の栄誉を承認されたものでもある｡それで

なければ､どうして試験官の一挙一動､合格者成績の-上一下が社交界の話題の焦点とな

ること出来ようか｡この点から見ると､科挙は形を変えた一種の総選挙であるとも言える｡

そしていみじくも選挙という言葉は､中国において科挙そのことを指すのである｣｡宮崎市

定､1963､212貢｡中国において､近代的意味の ｢選挙｣という用語は日本の訳語から借

用したもので､近代的議会民主主義の下における選挙 (中国語釈競選)制度 (Election)

と､選挙 (Selection)と使い分けている｡同じく国政を担う人材の選出を目的としながら､

前者は選挙に立候補する者を主役とするのに対し､後者は万民を ｢天｣という擬似的主体
として､人材を選抜する構図になっているO何懐宏 1998 『選挙社会及其終讃軒:秦漠至
晩晴歴史的一種社会学問釈』 北京三聯書店 22123頁 ;余英時､1987､170頁参照｡
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と見なしているo科挙は文官試験 (civilexaminations)と一般的に訳されていることから

もその一端が伺える｡この観点から､科挙への評価も､もっとも古い官吏選抜試験制度と

して､19世紀中葉におけるイギリスの官僚制改革-の影響､つまり1853年にS'･ノー

スコートとC･トレグェリアンによって提出された報告書､及び 1855年に採択された実

績主義への改革に影響を与えたに過ぎないという点に止まっていた133｡

一方､近年になって､科挙制度を試験制度のみならず､より包括的な制度システムとす

る新たな視点が現れてきた｡例えば､平田茂樹は ｢伝統中国において科挙とは､いかなる

存在であるだろうか｡公平かつ客観的な試験制度であり､誰でも社会的成功を勝ち取るこ

とができる｡そんなイメージが科挙にはつきまとっている｡これは試験制度と言う視点か

ら捉えた虚像にすぎない｡科挙を､中国の政治 ･社会 ･文化構造のなかに置き直してみる

とき､科挙の果たした真実がはじめて明らかになるのである｣と社会システムにおける科

挙の認識を主張する134｡ また､中国の研究者達も科挙は古代中国の官吏登用試験とする認

識の下で公務員制度整備の一環として科挙試験を再評価するとともに､科挙を社会との関

連において再認識するようになった135｡

古く諸橋徹次は､宋代の儒家の実際活動から､宋代における儒学の目的が正名､経給､修

身の3つにまとめられると指摘した136｡ 前述 (2.1)した社会的状況は (世の中の拝金主

138詳細は辻清明『公務員制の研究』(東大出版会1991)70貢以下参照｡また郡嗣南(Ssu-yU
Teng)氏によると､口頭及び筆記試験という形式自体､他のギリシア､ローマなどにおけ
る教育､官職への選抜過程には見られなかった｡鄭嗣南､1943､PP198･200参照｡実際､
西洋の中国文明-の羨望と言われるように､中華帝国は最高の統治システムと評価され､

科挙に関する談論は古く16世紀から見られる｡郵論文に1570-1870の間に出版された科
挙制度に関する文献が列挙された｡なお､本文の関心として､メリット･システムという

試験形式としての影響よりはるかに重要だと考えるのは､ノースコートニトレグェリアン

報告書における候補者の道徳水準及び専門的知識ではなく､一般的な知能 (intellectual)
を重視する特徴である｡また､特に注目すべき点は､アメリカの専門知識-の要請と異な

り､ラスギは､イギリス官僚制度に他の諸国に見られる融通性 (且exibility)として称賛し
た点である｡辻清明､前掲書､73･74頁及び郵嗣南､前掲､P234｡
134平田茂樹､1997､15貢｡
135何懐宏 前掲書｡また羅志田は､｢科挙制は文化､教育､政治､社会など多方面の機能

を集約した基本的体制であり､上の官府の政教から､下の士人の耕読までに渡り､社会全

体を一種の流動的循環にさせ､中国の社会構造において重要な連係及び仲介作用をはたし

ていた｣と指摘した｡羅志田､1998､185頁｡
136諸橋徹次 『儒学の目的と宋儒の活動』｢思想の矛盾と混乱とに煩悶し､環境の窮約と雑
多とに苦闘せる青年は､一旦解然としで悟達するところあれば遂に人生の真面目を把束O｣

ひと言でいえば､栄の儒学は実学要求に促されて成れるものである｡その発達には四つの

要素があるO-は､復興文化の一般的流れに促される自覚である.二つは､道教主義迷信
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義､貴族政治との対抗､北方騎馬民族の侵入の危機､仏教道教による思想的危機)､士紳層

の根本的制度的改革を促した137｡ 科挙制度とは､まさにその目的を達成するため､士紳層

が ｢経世｣(orderingtbeworld)の意図に従い､さらに時代のニーズに応じて漸進的に完

成させた包括的社会制度である138｡

先行した諸制度の個別的な改革と異なり､科挙制度改革は最初から統一性､体系性を意

識していた139｡ それは､思想､政治 ･経済の実務及び士紳層個人の倫理的酒養をも含む基

本的制度枠組みを目指していたO科挙制度は､宋代中国社会の基本的制度枠組みとして､

科挙試験制度､職官制度､宗族制度などからなる制度システムとして作り上げられた140｡

以下においては､士紳層の制度改革との関わりを注目しながら､科挙制度の形成過程を考

察していく｡

2.2.1.科挙試験制度の確立

一般的には､宋代は科挙制度の確立した時代であるとの認識に基づき､それ以前の官僚

選抜方法を ｢前科挙の時代｣と位置付ける141｡ 前科挙の時代には､科挙の雛型と言われた

漠代の ｢察挙｣が､その後､魂晋南北朝時代に入ると､｢九品宮人法｣に取って代わった142｡

の失敗よりの覚醒である｡三つ目は仏教哲理の飽酔よりの覚醒である｡四つ目は国難の襲

来に就いての自覚｡

137宋代の知識人であり官僚であった土紳層は､儒学を ｢義理の学｣として再編成した学

問の力によって民族的危機を打開しようとした｡源了囲 『義理』(三省堂､1996) 31頁｡

138Orderingtheworld:approachestostateandsocietyinsungdynastychinaedited
byRobertP.HymesandConradSchirokauer.1993UniversityofCaliforniaPress
139王安石の改革に見られるシステム性について､土田健次郎 ｢王安石における学の構造｣

『宋代の知識人』(汲古書院､1992)所収参照｡
140科挙試験制度は貴族勢力を排除し､新たな統治者集団を作り出すために工夫された｡

ここからみられるように､本論文における科挙制度の説明は､官僚倫理問題の問題意識を

超えて､社会制度システムのデザインを意識しての展望を試みる｡

141科挙に関する史実は官撰史書 (いわゆる正史)の選挙志に記載されるのが通例であっ

たo漢代を選挙制度の発端とするのは一般的で､｢両漢而下､選挙之制不同｣といわれる.

『宋史』巻一百五十五選挙志 ｢志第-百八選挙一科目上｣参胞 しかし､後述するように､

末代以前の時代においては､制度的様相は頗る不完全なものに止まり､現在では宋代を科

挙の成熟期とするのが通説になっている｡

142演武帝元光元年 (紀元前 134年)初めて儒学者の建議を採択し諸郡国から孝廉1人ず
つ推挙するようと命じた｡ここから､｢歳挙孝廉｣つまり毎年人材を推挙させる行事が確立

されたO一般には ｢薦選｣或いは ｢郷挙里選｣として知られている.これは中央政府から

派遣された地方官が郷里社会の優秀人材を推挙することを建前としながらも､実質的には

郷里社会の世論を掌握していた ｢豪族｣の意向によって左右されることが多い選挙制度で

あったと言われる｡中央政府から派遣された ｢中正官｣が郷里の評判を聞いて人物を九等
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その後､障唐を通して､科挙試験制度に関する試行錯誤を経て､科挙以前の選挙制度は､

当時の権力社会層である ｢豪族｣あるいはは ｢貴族｣の家から代々官僚を生み出す再生産

システムとして機能し､官僚の家により､世襲 ･固定化される傾向が強いものだった｡従

って､政治上､選挙権は権力者階層に握られ､皇帝とっても統治に不都合な点が多かった｡

経済･社会面においても､朝廷と大土地所有者との間には常に利益の衝突があった143｡

こうした問題点を解決するために､晴の文帝は実力試験により有能な官僚を抜擢する科

挙制度を導入した｡しかし､この改革もこれまでの権力階層に握られ､選挙体制を全面的

に改めることは出来なかった｡唐の時代になっても､貴族が依然として大きな勢力を誇っ

ていた｡当時､五品以上の高官に対して､子孫に官を授ける ｢住子｣の制度が実施されて

いたが､資格試験を行う礼部と官僚を任命する試験を担当する吏部の対立の中､吏部を握

る .｢貴族｣は､この制度を用いて地位の保持に努めた｡礼部試験に合格したものは､

虜誉蕃 軌 という官吏任用試験を受けることになり､この試験は､実のところ､貴族と

しての体格風貌 ｢身｣､流暢な弁舌 ｢言｣､優美で達者な筆遣い ｢書｣､理路整然とした文章

力｢判｣を兼ねる人物を選抜することを目的としていたので､このような試験構造により､

最終的には科挙もまた ｢貴族｣の家柄維持に巧みに利用された1440

科挙が形式上､誰でも受験でき､また公平性 ･客観性を備えた官吏登用試験制度となっ

たのは､栄の時代であった｡宋代において､王安石の新法をはじめとする制度改革を通じ

て､諸々の制度が詳細において整備され､制度の整備は主に皇帝は自ら信頼する官僚を抜

擢して､政策の立案を担当させた｡政策は最終的に皇帝の勅令という形で遂行された｡

科挙制度が確立された宋代以降は､科挙時代と呼ばれ､晴代末期に科挙の廃止まで､千

年続いたのである｡具体的に､歴代の科挙制度の改革に関する内容を収録するのは､正史

に評定して (これを ｢郷晶｣の九品という)､中正官からの報告を受けた中央政府が ｢郷晶｣

に基づいて官職に任命する制度である.ところが官僚を出す家が固定化してくると､一定

の慣行の下で運営されるようになった｡例えば､ある家が代々二品の官僚を輩出すると｢郷

品｣二品の家と認定され､その家の子弟は ｢郷晶｣より四品下の六品官から官界入りし､

最終的には二品官まで上り詰められると言うものであった｡つまり､当時 ｢上品に寒門な

く､下品に勢族無し｣(晶等の高い官に家格の低いものが､低い官に家格の高いものがつけ

られることはない)とうたわれたように､実際能力と無関係に､家格によって選ばれる官

吏登用法であった｡宋代以前及び以降に関する詳細は以下の解説書など参照されたい｡『科

挙史』(1987､平凡社)『九品官人法の研究 :科挙前史』(1956､東洋史研究会)又平田茂
樹､前掲書､5頁 ;李鉄､『中国文官制度』(1989､中国政法大学出版社)0
143両漢当時の土地所有状況について､遭優生､1984､71頁参照｡
144平田茂樹､前掲､7･8頁｡また､宮崎市定 『科挙 :中国の試験地獄』119貢参照｡
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の 『選挙志』の部分である145｡

1. 試験手続の整備

a) 三段階試験制度の定立

宋太祖は開宝5年(972年)､省試つまり文部書たる碓部の試験合格者に対し､自ら覆試､

つまり二次試験を行った｡そして､開宝6年､試験主考官の李略の不正を察知した太祖は､

再び自ら出題して､不正によって合格した李略の同郷者を落第させ､新たに合格者を決定

したOこれが塵舘 の創設となった (『続資治通鑑長編』巻十四開宝六年三月辛酉の候参照)O

その後､皇帝が自ら行う殿試の確立によって､郷試､省試､殿試の三段階選抜の形式が定

立した146｡

b) 試験を行 う時期の標準化

それまで不定期に行われていた試験の実施は､三年に一度と定め､以降清末まで維持さ

れていった.北宋英宗治平三年 (1066年)十月に詔書を下し､｢其令礼部三歳一貫挙｣つ

まり､試験を管轄する礼部に 3年ごとに科挙を行うように命じた (『続資治通鑑長編』巻

二百八 ｢英宗｣)O科挙時代に定期的に行う試験が一種の継続性のある制度となり､時の皇

帝でさえ変えることが出来なくなった｡戦争､自然災害のため停止した場合でも､平常時

に戻った後すぐ再開された147｡ このように､科挙試験制度はそれ自体が確実で信頼性の高

い選択基準となり､社会的資源配分､社会階層の分化及び個人てきな地位の流動化にも大

きな影響をもたらした｡

C)鎖院･鋪爵･藤森崖の実施

試験官と受験生の不正を防ぐために､実際の科挙試験においては､受験生の名前の部分

を糊付け (封弼)し､また受験生の筆跡が分からないように､答案を筆写 (謄録)し､副

本をもとに採点を行 うなどの方法が取られた｡

太宗淳化 3年 (992年)3月､大臣陳靖の建議を受け､皇帝は糊名などの試験制度の整

備を命じた (｢牌作監丞蒲田陳靖上疏請糊名考校以革其弊上嘉納之｣(『続資胎通鑑長編』巻

145唐代の 『唐六典』を行政法典と見なす見解がある｡それは､文官制度の体系化の象徴

と考えられている｡ 李鉄 『中国文官制度』28貢｡また､宋代に関しては､寧宗慶元元年編

制された 『慶元候法事類』が宋代の行政法典とみられている｡李鉄､前掲30貢｡
146荒木敏一 『宋代科挙制度研究』(1969､)殿韓に関する記録は 『来会要輯稿』選挙七､
八親試の条は最も詳しい｡

147何懐宏､前掲書､91貢｡これは現代におけるアメリカの四年に一度の大統領選挙と同
様､個人に公平に上昇する経路を提供したと評価される｡
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三十三 ｢太宗｣)｡これら糊名､謄写などの導入に代表される厳格な試験体制の整備といっ

た取り組みがなされ､科挙の最大の特徴である機会均等､実力主義といった性格が獲得さ

れたO現代官吏の登用基準は､一般に法律 ･経済といった専門知識であるが､科挙ゐメイ

ン･テキストは儒教の古典で､これは漢代以来､儒学が唯一の支配的イデオロギーとして

確立された結果である｡現代的な学問分科から見て､具体的に儒教はどのような学問であ

ったのかを､科挙教育､試験内容などを通して歴史的に見てみる｡

2. 教育施設の整備

宋代でもっとも早い官立学校は､1022年､知府の主導で設立された｡翌年､皇帝がそれ

を維持するための僅かの土地を配分したときに､国内で最初の正式な府学となった｡その

後､公的教育施設不足のため､多くの有為な人材が国家に出仕出来なかったと明言した上､

皇帝自ら勅令を出し､あらゆる省 ･府に学校を設立するよう命じた｡しかし､その後多く

の理由によってほとんど実現しなかった｡

さらに､政府による教育機構を補うために､士紳層は私財を投じて様々な書院､私塾 (社

学､義学)が設立した148｡特に私立の書院は､官学と私塾の間にあって､重要な役割を果

たしていった｡科挙の開放性､科挙試験の大衆化現象について､梁鰍漠はかつてこのよう

に述べた､｢現代の人は､相当な金銭的保証がない限り､中等以上の教育が受けられない｡

しかし､現在では想像できないが､以前の人々は極めて容易にできた｣と149｡宗族は専ら

一族の成員を教育するために義挙を設立したが､様々な地方の福裕層によって設立され､

私的教育が受けられない近隣の若者達に開放された義学も存在したという｡定期的な寄付

に依存する学校もあれば､恒久的基金を持つ学校もあった｡その上､いろいろな地域から

起こった商人団体が､沿岸及び内陸の主要な港都市に義挙を建てることも益々珍しくなか

った｡商人たちは､無料の学校教育のみならず､地方試験 ･郷試 ･会試を受験する同窓生

-の補助金をも提供したという例もある150｡愛宕松男は南宋の福州城内の読書熱と教育熱

を考察し､読書率は総人口の四分の一に達したという151｡

148多賀秋五郎編 『近世アジア教育史』(文理書院､1967)参照｡
149第-に､教科書が少ないO紙と筆以外､実験実習の道具設備一切必要がないO第二に､

学費の要らない義塾が至る所にある｡宗族間の公有財産は祭配以外に､ほぼすべて子弟の

読書奨励に投じられた｡第三に､勉強して､幾年後も､教書しながら､受験出来る｡ 梁淑

漠､1949､155頁｡
150何桁棟､前掲書､174･175貢｡
151伊原弘､1991､86頁｡
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3.試験内容の変化

1.において､主に試験の手続を見てきた｡試験科目によって人材を選挙するという意

味の科挙は､時代とともに試験科目の数と名称の変化に富んだ様相を見せてきた152｡γその

変遷過程に関しては､ここでは省略するが､末代においては諸科の廃止による ｢進士科｣

-の重心の移動が大きな特徴である1580進士科とは､合格者に最高学位の進士が授与され

る科目で､さらに ｢詩賦｣科と ｢経義｣科に細分化されていた｡末代においては､従来の

｢詩賦｣つまり文学的貴族的能力-から､儒教的 ｢経義｣に関する教養が重視されるよう

になったのである｡

a) 試験内容の変化

唐代の科挙は､詩賦に代表される文学の才能を問う進士科と､明経科に代表される経書

の暗記能力を問う諸科に分かれるが､受験時の待遇 ･合格後の出世の面から進士科が尊重

された｡両者は首都に集まり､礼部による帖経 (経書の暗記能力を問う試験卜 雑文 (詩賦

などの律詩の能力をはかる試験)･時務策 (時事を問う論文試験)の試験を受ける｡

｢経義｣進土科重視という試験科目の変化に応じて､試験の内容も大きく変わっていっ

たO宋代の初めの試験内容は唐代とほぼ同じであるO進士科は詩 ･賦 ･論を各一首､策五

道､帖 『論語』十帖､対 『春秋』『礼記』墨義十候を受ける (『宋史』選挙志一百五十五巻

原書3604)0

その後､1043年､平民宰相､箔仲掩 (989-1052)によって経書の暗記能力のみを考察

する帖経墨義方式が廃除されたが､すぐ反論によって回復された(『宋史』3613･3614貫)0

その後､照寧四年 (1071年)､王安石の提議によって朝廷は再び科挙改革に乗り出した｡

その主な内容とは諸科を廃止し､進士科に統一するというものだった｡進士科試験から帖

経墨義を廃除し､さらに作詩上のテクニックを採点の基準とする詩賦の試験内容も削除し､

経書を自らの理解に基づいて解釈させる経義 ･論 ･策の試験を課すことにした154 (『宋史』

選挙志巻百五十五訳注88条 原書3620頁)0

152その時代に合った人材に対する期待の変化は､科目の変遷によって映りだされる｡し

かし､また変化は必然的に受験勉強に励む書生に多大な不安定感を与えていた｡

153詳しく荒木敏一､前掲書 第四章科目を参照されたいO氏はこれを宋代科挙の-大変

革と評価し､進士科-の一本槍と読んだ0

154南末になると再び ｢詩賦｣科進士が復活され､次の現代において朱子学の地位が完全

に確立されるまで､｢経義｣進土科との括抗状態は続いた｡また例外措置として､｢新科明

法科｣を設けた｡律義 ･断案 (実際の事件について律の解釈に基づく判決を問う)の試験

を親し､法律に明るいものを官僚に登用しようとするものである｡後述三参照｡
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再伸滝は経書の重要性を訴えた｡次の文章から､経書のそれぞれの内容が伺える｡｢夫挙

国者莫先育才 育才之方莫先勧学 勧学之要莫尚宗経 宗経則道大 道大則才大 才大則

功大 蓋聖人法度之言存乎 『書』 安危之幾存平 『易』 得失之窒存乎 『詩』 是非之所

存乎 『春秋』 天下之制存乎 『確』 寓物之情存乎 『楽』 故俊哲之人入乎六経 則能服

法度之言 察安危之幾 陳得失之窒 析是非之排 明天下之制 尽寓物之情 使斯人之徒

輔成王道 復何求哉｣ 155｡ つまり『論語』『孟子』を初めとする経書は､政治知識､社会

知識､特に倫理知識の根源と見なされ､高度な政治判断､政策決定の基礎と認識されてい

81560これら経書の知識に基づいて､進士科試験では､政治及び哲学原理に関する理論的

文章の作成 ｢論｣､時事問題､政策問題を答える ｢策｣が課された｡経学は､現代における

哲学､歴史学､倫理学､政治学､社会学､法学などに相当する､つまり科挙試験は古典教

養に裏打ちされた轟等 者を求め､人文と社会科学の主な分野をまたがる多面的な知識領域

を問う試験であったと言えよう157｡

b) 受験勉強のマニュアル化

しかし､前述した詩賦に取って代る論文方式の試験に反対する意見として､｢詩賦撃病易

考 而策論汗漫難知｣つまり､韻律の決まりで判断する詩賦の試験より､経義に対する判

断の基準の難しさということが挙げられた｡それに対し､士大夫の倫理的価値観を統一す

るために､王安石が 『三経新義』『字説』を制定し､すべての公立学校に配布し､科挙の教

科書として位置付けた158｡

また受験者は､『論語』､『孟子』を初めとする合計57万字を超える膨大な儒教経典を暗

記する重圧から開放されたとはいうものの､それらを熟読するのも容易ではなく､多大な

エネルギーが必要となり､正しい勉強方法を模索していた｡この社会的要求に答えるべく､

科挙受験に用いるテキスト及び学習計画が多く作られていた｡その中で､もっとも影響力

を持ったのは朱子学的勉強方法である｡朱子は勉強の過程を小学と大学の二段階に分け､

155蒋仲掩 『苑文正公集』 巻九 ｢上時相議制挙書｣(1965､台北商務印書館)0
156孔子と孟子の著作以外､『書経』『詩経』『易経』『穫記』『儀稽』『周稽』『公羊博』『左
俸』『穀梁伝』『孝経』などが含まれる｡

157何懐宏 前掲書 168貢参照｡)0
158王安石父子によるもので､後､司馬光に代表される旧法派によって廃止された｡また､

新法派と旧法派とが共通しているのは新たな時代に適合する儒教を提唱しようとする復古

の精神である｡経書解釈の統一を通じてさらに士大夫の共通道徳の滑養を図る目的の一致

貢をも参照されたい｡
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受験の勉強はかなり早い時期に始めなければならないと主張し､自ら確立した学習方法を

述べた159｡ その後 ｢程氏家塾読書分年｣に代表される朱子学に基づく勉強マニュアルが多

く制定されていった (下表参照)0

表 4科挙受験マニュアル

時期 ･注意事項 学 習内容 ･目的

八歳入学以前の時期 蒙 書 ･文字を覚 える

八歳入学後の時期

右記の順序で読む

小 学

大 学経伝正文

論語正文

孟子正文

中庸正文

孝経刊誤

易経正文

書経正文

詩経正文

儀礼井礼記正文

周礼正文

春秋経井三伝正文

十五歳以降の時期 大学章句 ･大学或間

三､四年かけて右記の学習を終了すると､史 論語集注

書を読み､あわせて詩賦と文章を学び始め 孟子集注

る｡ 中庸章句 ･中庸或間

本経 (易 ･書 ･詩 ･礼記 ･春秋)

その後二､三年間を経て二十二歳から二十五 前掲の諸書を復習しつつ､専ら経間 ･経義 ･

歳の間に科挙を受験できる学力を備える｡ 古賦 ･制語草表などの文章を学ぶ｡

2.2.2 職官制度の変遷

職官制度とは､宋代の官僚制度であり､『宋史』職官志に記載されている部分にあたる｡

159朱薫 『朱文公文集』巻七十六 ｢題小学｣｢古者小学 教人以滞掃応対進退之節 愛親敬

長隆師親友之道 皆所以為修身斉家治国平天下之本 而必使之其講而習之於幼稚之時∴ ･

此書授之童蒙 資其講習 庶幾有補於風化之清一云爾｣
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政治制度全般の構成説明から､各行政官庁､官職の名称が含まれている160｡末代官僚制に

ついては専門的著書を参考されたいが､ここでは､主に宋代の特徴的な政策決定制度であ

る ｢対｣及び官僚の任命､昇進を管理する人事制度､いわゆる ｢叙遷之制｣を考察する三

まず､｢対｣とは特定の官職を帯びる者に頻繁に皇帝と極めて身近な場所で､官官など近

侍のものを遠ざけ､秘密裏に行われていた政策討議などの対話のことである161｡ このルー

トを通して､時に国立学校の太学生をも含むほとんどすべての官僚が､通常の政策の立案 ･

審議･施行過程の中心に位置する三省に対し､｢時政の得失､人民の疾苦､刑獄の菟涯､機

密に捗るものであれば､直ちに上殿することを許す｣ように､政策に対する修正､異議申

し立てを随時行うことができた｡この制度は宋代以前のように宰相および貴族が皇帝と士

紳層との間を遮断する弊害を克服し､皇帝の耳目の装置として重要な役割を果たしていた｡

また､士紳層がより積極的に政策決定に参与する機会を獲得した1620

官僚を選抜する科挙試験に続き､官僚の任命においても天子つまり皇帝の独裁的権力が

特徴であったo王朝の基本精神は一世皇帝､宋太祖の ｢宰相須用読書人｣という言葉に表

されている (続資治通鑑長編太祖乾徳四年五月乙亥の候､末の江少量朝事資類苑巻-､乗

の陳均の皇朝編年綱目備用巻-乾徳四年五月｢収萄図書｣)｡まさにこの一句は､文官優位､

儒臣尊重の社会､いわゆる読書人時代の到来を宣言したものである163｡ そしてこの読書人

はほかならぬ､科挙の合格者､特に進士出身者を指しているのである｡官僚は入仕の際の

状態､進士の肩書の有無､及第時の成績の良否によって将来の昇進の可能性が大方決定さ

れていた164｡ 『宋史』職官志九叙遷之制の初めの ｢文臣京官至三師叙遷之制｣の条におい

て､最初から中央官僚に任命されるのは進士合格者のトップに限ると規定し､進士の優位

が確立された｡その他の科挙合格者はまず ｢選人｣という官僚の初級的身分から地方官な

どの経歴が必要とされるO

160職官志の-から玉は､三省六部の官庁に関する説明､六は武官 ･内侍 ･京府 ･滞鎮､

七は､地方官に関する記載､八は朝廷の大儀式 ｢合班｣などの際における官僚の席の順番

を規定する合班 ･雑圧 ･官晶､そして九は官僚の任命､昇進を定める叙遷之制､続いて十

から十二までが雑制 ･俸禄制である｡ 解説は宮崎市定 ｢末代官制序説｣『全集』10所収を

参照されたい｡

161平田茂樹 ｢宋代政治構造試論｣632頁｡

162宮崎市定はこの対制度によって､皇帝と官僚が直接結びつくという君主独裁制のあり

方が表されていると指摘した｡

163荒木敏-､前掲書､五貢｡

164宮崎市定､｢はしがき｣梅原郁 『宋代官僚制度研究』｡この仕組を現代日本の人事制度

と比較して論じているところは興味深い｡
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前述したように､皇帝によって中央集権的官僚機構の改革を通じて皇帝-の権力集中が

図られていたOその重要な一環として､官僚の任命における皇帝の介入があるo唐代以前

の官僚人事は吏部の大権を握っていた貴族によって独占されていたことはすでに述べた｡

宋代になると､皇帝は自ら最終試験たる殿試に臨み､優秀な者に対し､吏部の試を待たず

して即座に任官を行った165｡

また採用後の昇進人事における皇帝の介入もしばしば見られる｡宋代の初期において､

官僚の昇進は所謂年功序列の硬直した制度であったO その後､観 (っまり改官､選人から

推薦を受けて､官品をもつ中央官僚に改められること)､蘭 簡 (功のないものを退け､功

のあるものを昇進させる考績制度)という人事管理システムが整備された166｡そして､仁

宗 (1023･1064年在位)の時代においては､選人改官が特に重視されていたO改官の資格

を具えた選人は都へ集められ､皇帝自らの面接によって京朝官に就任することが決定され

が 67｡ また､科挙試験における進士合格者は､任官後中央官僚の推薦を受け､｢館試｣と

いう特別の試験を受けて合格すれば､館職という地位が与えられる｡これは天子直属のア

カデミーの研究員とも言うべき地位で､俗務に累わされずに政治に必要な経史文学の酒蓑

に努める｡その地位が待制､さらに学士の段階に達すると ｢侍従｣と呼ばれ､天子の顧問

となり､政策決定に大きな影響力を果たすことになる｡しかし､その際にも科挙試験にお

ける成績は決定的要素となっていた168｡人事管理における皇帝の強い影響力は君主独裁と

してみるのが一般的だが､その反面､士紳層の国政に按する機会の増大としても考えるべ

きであろう｡

165荒木敏一､前掲書三三二～三三六頁.

166詳細は梅原郁 『宋代官僚制度研究』参照｡

167『捧洲可談』(上海古籍出版社､1989)巻-.
168また梅原郁氏は ｢宋代名臣言行録｣85に基づいて､北宋時代の平均的なェリートコー

スについて説明した｡｢五､六歳より､『論語』などから初めて､いわゆる 『五経』を中心

とした儒教のバイブルである 『経書』を丸暗記した上､詩と文章を作る修練を積み､科挙

の難関を突破して進士の肩書きを手に入れるのが､･どんなに天才でも18歳から二十才に

なる｡官員になって､州県の属官 (三級事務官の旧称)から副知事､知事を十年から十五

年っとめて､中央にもどり､蝕つかに分かれた出世コースを辿る｡例えば､監察官である

御史台のポスト､自由に政策批判を許される諌官､或いは下級の詔勅起草官たる知制誰の

任につくなどした後､法務､大蔵もしくは人事院の部課長を経て､各省庁の局長クラスに

のぼる｡さらに優秀の人材は翰林学士に登用され､国都開封府の長官たる知開封府､大蔵

大臣に当たる三司使､軍政の最高官庁である枢密院の次官屋長官を-て､副宰相参知政車､

そして]見烏が宰相同中書門下平華事とい う具合である｣｡
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2.2.3 崇競市順 の変化

｢宗｣とは女系を排除した親族概念であり､宗族､すなわち父系の血縁集団を指す169｡

親属という言葉には､自己と男系の血縁によって結ばれている人々とその配偶者のことを

さす ｢本宗｣と､婚姻関係を挟んだ関係を ｢外姻｣とを含まれている｡中国社会では古く

から狭義の ｢家｣(家計を共にする生活共同体)の上に､広義の ｢家｣というべき父系血族

集団である宗族が構成されてきた｡以下では前者を家族あるいはは家庭と呼び､宗族と区

別使用する｡末代の宗族には､従来の宗族と比べ､著しい変化が見られた170｡

宋代以前の貴族､豪族的大家族は血縁を重んじ､一族集まって共同生活を営む衆居する

形が普通であった｡しかし､宋代に入って､従来の宗族が没落し､把仲滝の苑氏義荘に代

表されるような新たな宗族様相が形成されていった171｡ 宗族には ｢宗譜｣編纂､嗣堂での

共同の祖先柔和､あるいはは永久的な共有財産と福利規定の設置に見られるように､宗族

を統合しようとする組織原盤が顕著に現れてくる1720その組織性を代表するものの一つが､

一族の臆養･救他を目的に作られた汝 巨であるO義荘には賭養･救他の基盤となる｢義田｣､

祭配の費用を賄うための ｢祭田｣といった田産や､一族の婚養のために米穀を貯える ｢義

倉｣等が設置された｡その結合は､必ずしも同族が門を並べて隣同士に住む形式をとらず､

ある程度の交通連絡を確保できれば､地域的広がりを持つようになった173｡ さらにある地

域の宗族はその土地の嗣廟-の積極的介入を試みたことなどに現れるように､地縁的影響

力の拡大もみられる174｡

離れて暮らす宗族の精神的連帯を図る重要な手段の一つは､一族の起源､系図､活動な

どを記載する宗譜の編纂である｡現代に残された大量の宗譜資料は､宗族内部の実態解明

169滋賀秀三 『中国家族法の原理』(創文社､1975)19頁｡井上徹 『中国の宗族と国家の礼
刺:宗法主義の視点からあの分析』(研文出版､2000)｡ 牧野巽 『中国家族研究 (上)』(お
茶の水書房､1987)参照｡
170最も宗族は制度としてみるか組織としてみるかに議論の余地が残るが､本論文は士紳

層を組織主体として考察を進めており､ここでは主に組織化を図る士紳層による制度的創

出する取り組みを述べたい｡

171遠藤隆俊 ｢蒋氏義荘｣『末代の知識人 :思想 ･制度 ･地域社会』(汲古書院､1992)所
収参照｡

172多賀秋五郎 『宗譜の研究』参照｡

173牧野巽 『中国家族研究 (上)』(御茶ノ水書房､)126･127貫参照｡
174須江隆 ｢嗣廟と宗族一北宋中期以降の地域社会の形成と再編｣シンポジウム ｢中国そ

う明時代の宗族｣2003.810於高知参照｡
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にとって極めて有用な資料となる175｡宗族内部の秩序統制に関するする制度は｢家規｣､｢家

約｣､として宗譜の重要な内容となった｡特に族人の人間性を教育するための規範として､

｢家訓｣｢家範｣が収録されていた｡こうした家訓､家範は処罰規定が強い家規､家約と異 "

なり､｢告諸子書｣(汚仲滝)､｢勧親睦｣(蘇拭)､｢義民世範｣(蓑采)など当時流行してい

た士紳層によって作られていた修身教化のものを参考にして作られていた176｡その具体的

内容は､ほかならず､｢滞掃応対進退之節 愛親敬長隆師親友之道｣｢恭順父母 尊敬長上

和睦郷里｣といった朱子学の ｢修身｣の内容及び方法が徹底されていた｡

科挙に対-しての宗族ぐるみの取り組みは､宋代以降の宗族の組織化の現われとして､も

っとも注目すべき変化のひとつである｡とりわけ､科挙制度の確立と共に､貧しい家庭ほ

ど成功しようとする意欲が高まり､家の再興を図るため､｢起家｣ 177とい う組織化の動き

が活発になっていた｡この時代の宗族にとって治産 (財産を蓄える)ということよりも､

科挙による成功の階段のほうが魅力的であった178｡ 例えば衰采は ｢不若以英田置義拳､能

為儒者､揮師訓之､既為之食､且有以周其困乏､亦不致生事擾人､素煩官司也(『義民世範』

四庫全書本､巻上､貫28下)､治産より科挙の道を選択した｡そのもっとも重要な原因と

は､科挙合格者を出して､｢官戸｣の身分を維持することが､大土地所有を維持するための

不可欠な条件だったからであるOそのため､宋代では､一族の子弟を教育する ｢義挙｣･｢義

塾｣と呼ばれる教育機関が設けられた｡経済的､物質的条件を備えた上､受験勉強の方法

も工夫されていた. 前述した科挙受験のマニュアルたる ｢程氏家塾読書分年｣も､一族の

子弟のために作られたものであった｡宗族のこのような努力は､何代にもわたり科挙合格

者を送り出すことができ､一族の繁栄を維持していたOしかし､逆に組織化を怠っていた

175多賀秋五郎 前掲書｡日本､中国及びアメリカに現存する宗譜の目録を整理されてい

るoちなみに､現在でもインターネット上の宗譜が作られ､海外にいる親族との連携を図

っている｡

176小林義広 ｢宋代の ｢諭俗文｣｣末代史研究会編 『宋代の政治と社会』(汲古書院､1988)
35貢参照｡

177宋人停記及び墓誌銘的材料を根拠に､陶菅生は席末及び五代世家大族は戦乱によって､

勢力が大きく衰えていた｡末代において､貧困家庭は科翠､材行､能吏､治産等の方法を

通じて､土大夫の仲間入りを図っていた｡陶菅生 ｢北宋士人的起家及其家族的維持｣『興大

歴史畢報』第三期(1993)ll-34貢｡｢北采士大夫家族的維持｣『簡腐畢報』16(台北 :1997)､
432･441貢｡
178RichardL.DavisCourtAndFamilylnSungChina､960-1279I)ukeUniversity
Express 1986.鳩 族｣といわれる唐代以来の貴族史､韓､呂三家の実証研究によって､
唐代以来の地主､軍閥､貴族など家族の成功と繁栄を維持するため､科挙の階段に登る戦

略転換がせめられたことを解明された｡
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宗族は､科挙合格者を輩出するという競争にまけてしまう結果となった179｡ つまり､宗族

は受験教育の重要な場であり､科挙試験に合格するためのもっとも重要な基盤となった｡

2.3 科挙制度と士紳層

前述したように､科挙制度とは士紳層が社会的危機を克服し､正名､経輪､修身のため､

積極的に社会的変化に応じて改革を進め､形成させた制度である｡賓志揚は科挙制度の社

会と政治とを連接する意義の重要性を認識し､皇室の目標､官僚人事､社会的地位､地方

士紳社会の形成､地域発展及び家庭の構造と役割の変化などにも影響を及ぼしたと指摘し

た1800 ここで､一旦確立された科挙制度が､士紳層にどのような変化を斎したのか､また

士紳層の制度改革の目的は達成できたのかを検証してみたい｡

2.3.1 科挙制度と士紳層倫理観の形成

末代は後世から ｢士大夫の時代｣と称えられ､士紳層の倫理観がもっとも高揚してい

た時代とされてきた｡しかし､宮崎市定は､この一般的イメージを朱子自ら編集した 『名

臣言行録』の影響から生じた錯覚であると指摘し､この説に疑問を投げかけた181｡ 善行寡

言を集めて､世間の教化を目的とする名臣言行録は､同時代の書物と同様､理学の強い影

響を受けたことを考えると､このイメージをそのまま末代の実態に置き換えるのは確かに

危険ではあか 82｡

宮崎市定は､末代の士風が後世に甚深な影響を及ぼし､特に明代の士大夫の行動模範と

なった事実を考えると､それは単なる名臣言行録を読んだ偶然の結果だとは説明できない

とも論じた1830 その根底にあるのは､やはり宋代に確立され､明､清まで受け継がれた科

挙制度によるところが大きいと思われる｡修身及び教育において､その後約千年に及ぶ科

挙制度並びに朱子学の独占的地位は､その合理的一面を物語っているo倫理観を育成に関

する主張は､来貢の教育観において見ることができる｡その場的特徴とは ｢家 ･国･天下｣

179青木敦 ｢采代江西撫州における修譜と限田法 :宗族形成の敗者と税役｣シンポジウム

『中国宋明時代の宗族』2003年8月 10日高知参照｡
180『宋代科挙』賓志揚 (JohnCha飽e)(東大図書､1995)2頁｡

181宮崎市定 ｢宋代の士風｣『宮崎市定全集 10』｡

182宋代の理学は､科挙教育､民間の教化､史書-の影響を指摘した｡ 李弘棋 『宋代官学

教育』25頁以下参照｡
183宮崎市定 前掲注 181､300頁参照｡
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の序列構造への重視であるO

士紳層の倫理観の土台には､幼年時代に過ごした家族及び地域共同体の影響が深く残さ

れている｡末葉の｢勧諭樟｣を模範に､士大夫による地域社会における朱子学の普及が様々

な形で行われていた｡｢家訓｣､｢家碓｣､｢郷約｣､｢郷礼｣によって､宗族は人間としての基

本的倫理を滴養する重要な場であった184｡ そして､科挙の受験勉強を通じて､｢治国 ･平

天下｣の儒教的倫理観が徹底的に植え付けられていった｡次章の考察の対象である裁判官

の実例を通して､倫理観形成の過程を考察することにする｡

① 方岳 (1198-1262)185､字巨山､号秋崖o彼個人に関する研究は殆ど行われていない O

南宋江南末路祁門 (現在の安徽省祁門市)出身､南宋寧宗慶元四年 (1198年)に県城内の

何家烏で生まれた｡本籍は厳州 (晩唐の詩人方幹はその遠い先祖であるといわれる)､父親

の欽祖は､郷里で長者と呼ばれ､母親は江氏､父と同じ郷里の郷貢進土圧清英の娘である｡

方岳はこのような家庭環境において､7歳にして､詩賦ができた｡

1207年､方岳九歳の時､郷里の ｢試郷入墨義｣(迎神駆鬼の礼)の席で､｢操筆立就､一

座尽驚｣つまり､即席で詩賦を作成し､一周を驚かせた､とある01214年､16歳で郡の

学校-入ったO教授186 (先生)であった厳陵出身の葉子儀は､しばしば多聞難学- 広い

知識と難問を用いて講義を進めた｡学生には 『資治通鑑』を繰り返し読ませた｡葉教授は

184小島毅 ｢福建南部の名族と朱子学の普及｣宋代史研究会編『末代の知識人』(汲古書院､

1993)｡小林義広 ｢末代の ｢諭俗文｣｣宋代史研究会編 『宋代の政治と社会』35貢 汲古
書院｡井上徹 ｢｢郷約｣の理念について :郷官 ･士人層と郷里社会｣『東洋史研究報告』ll
(1986)34･59頁｡
185方岳は後述清明集の代表的な裁判官の一人として言及されることはあっても､個人に

関しては､研究が殆どなされていない ｡ その原因は､宋史に伝記がなく､地方志による断

片的記載に依拠するしかなかったからだと思われる｡末代以降は､印刷事業の発達により､

各地方が地元出身及び地元の活躍した名士の事跡を記録する活動が盛んになっていった｡

宋代に出版されたものは現存41種しかないが､その後､歴代の再整理によるものは大量

に残されている｡本論文は沈治宏-王蓉貴が編摸した『中国地方志末代人物資料索引』(四

川辞書出版社､1997)を参考に､方岳の項 (00227頁)を検出した｡その中の弘治徽州府

志巻七 五七一五九頁の伝記を利用した｡本書は 『宋史』など朝廷によるいわゆる正史に
記載がない人物に関する検索にはとても有益なツールとなる｡幾度免職され田舎に戻った

方岳はその生活振りを詩に表した｡遠く日本にも方岳の人格と詩風が認められ､江戸時代

文化二年にその個人文集『方秋崖詩紗』が刊行された｡長滞規矩也 『和刻本漢詩集成 第

十六輯宋詩編第六輯』(汲青書院､1976)383頁以下所収01998年に､奏効成 『秋崖詩詞

校注』が安徽省の黄山善社より出され､38巻の個人文集､清人による伝記が収録されてい

る｡さらに調べたところ､静嘉堂文庫所蔵の悦賢軒蔵書81巻手写本が最善な資料である

とわかった｡

186文官名王安石によって州学校-派遣された｡賛意揚前掲書 116頁｡
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一節を取り上げる度に､必ずそこに書かれた事及び関係する人物､またその終始が何巻に

あるかなどを学生に問うた｡その難問に答えられることができたのは､学生の中で方岳と

方琢 (元圭)のみであった｡逆に葉教授は彼らに質問されると､答えることができなかっ

た｡

1223年､方岳は､25歳の時､徽州の長官を務める蓑甫と出会い､また宣州の守､呉柔

勝に二度師従した｡理宗 (1224-1264在位)宝慶元年 (1225年)､方岳は､漸江を遊学

した｡この年に､当時の宰相､史爾遠が済王を自殺させるという事件があった｡これに対

して､真徳秀(1178-1235)187と魂了翁(1178-1237)188がともに史に対し不平を申し出た

が､皇帝に認められずに職が罷免された｡

1226年秋､方岳は､科挙を初めて受験したが落第した｡1127年､江立中が知徽州とな

った｡方岳の文集の中に八編の詩から､江立中と交際が深かったことが窺える｡江立中は

理学家であり､朱子学を専門とした｡方岳の青壮年時代は理学の最盛期でもあり､朱子の

本籍地徽州茅源の勝燐､李季子､祁門の謝進などと交際し､師従していたことから､方岳

も朱子の弟子に当たるO理宗紹定二年 (1229年)､三十一歳にして科挙に再挑戦したが､

再び落第した｡その年に徽州の守に就任した範鐘と知合った｡1230年､再度漸江を遊学し

た01231年､紹定四年､漸江滞在中に漕試に一位で合格した｡紹定五午(1232年)､遷試189

甲科第七位で合格した｡実際廷試の際､第-位だったが､当時の権力者史珊遠を侵して第

七位にされた｡初任は南康軍教授に任じられた｡紹定六年丁母憂､郷里に帰った｡紹定六

年から端平元年まで在任中の地方官徐事に書簡- ｢簡徐宰 (祁門県宰徐扶辰名臣徐応龍

長孫)｣を送り､その中 ｢俗吏相伝作県難､及民那有一分寛､開署有逮従諸老､説到民貧鼻

亦酸｣､つまり､世俗の官吏が互いに知県としての苦労を言うばかり､人民に按する際は､

少しの寛大さもない｡だが､あなた (徐宰)が地方の長老を尊重し､民衆の疾苦を同情す

ると良く耳にすると､徐事のことを褒めた｡1234年端平元年 36歳､除州教授に移り､漣

187真徳秀(1178-1235)字は景元､または景希｡誼は文忠｡浦城の人｡慶元五年(1199)､

進士に及第した｡紹定年間に参知政事に上った｡朱子学の代表的後継人とされる｡著書に

は､『西山文集』がある｡人物研究について､小島毅 ｢牧民官の祈り｣史学雑誌 100編 11

早 (1991)参照｡

188魂了翁字は華父､号は鶴山｡祁州蒲江の人o幼いころ､一読したものは忘れず､神童

と称された｡慶元五年(1199)､進士に及第した｡知嘉定府となった｡白鶴山に室を築き､

門生を集めて理学を請じた｡理宗のとき､端明殿学士に上った｡湖南 ･漸東 ･福建などの

路安撫使をつとめたO著書には､『鶴山集』､『九経要義』がある0

189廷韓の誤ではないか｡
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葵と出会うoこの年に､美徳秀と魂了翁が皇帝に起用されこいわゆる ｢小元祐｣時代の治

世を迎えた｡この際､遭葵の代筆として､｢代賀魂 (工部)侍朗｣を送った｡1235年叙准

東安撫司幹官となる｡七月に高郵軍内乱がお起こり､方岳は製命の職で出向き､主悪の何

人かを死刑に処し､叛乱を制圧した｡その後､除州に戻り､親族を携行して南徐 (鎮江)

に赴官｡1236年､准東安撫司幹官揚州に在任｡五月趨葵華文閣直学士に昇進し､｢代謝除

草文聞直学士｣を代書した｡漣葵の甥にあたる胡顕 (後述胡頴はその弟にあたる)は渡英

に従い李全を破った功を認められ､方岳が ｢代謝軍器監簿｣代筆した01237年39歳推東

安撫司幹官揚州に在任01238年は､方岳にとって家事､国事共に大事な一年であった｡こ

の年 40歳にして､呉淵､呉潜兄弟の推薦を得て､礼兵部架間に昇進､添差准東制司幹官

揚州に在任｡1239年､65歳の父親の病気が危篤なり､秋に帰郷の途中で無くなった｡方

岳が喪に服するため､淳祐元年1241まで郷里に滞在した｡

1241年秋､出仕のため､方岳は再び首都臨安へ出むく｡1242年､中央官僚を目指す方

岳はそのまま臨安に滞在した｡この年の 2月､｢輿胡司直｣を書き､胡頴の母親の長寿を

祝賀した｡宰相史嵩之の北方民族の侵略に対する和議政策に反対したため､方岳は刑工部

架閣に起用されるが､まもなく抑圧され郷里に四年間の閑居を余儀なくされたO閑居期間

中に作成した詩文から､方岳の地方の徽州の長官及び祁門知県との密接な交際､政治的見

解に関する交流が伺える｡また､郷里に在住する方岳は､農事に自ら参加していた｡1244

年に､知州､健虎臣に送られた文章によると､鱗は前任知州史賓之に引き続き､閑居の方

岳に秩録を与えていた｡ この年､宰相史嵩之が父親の死のため辞任した｡それを契機に史

の投降主義に反対する勢力が政権をにぎるようになった｡1245年､方岳が礼兵部架闇に再

び起用された｡輪対の際に､土木工事､および任用における官僚腐敗を取り除くべきであ

るということを建議し､理宗皇帝に認められ､まもなく太学正兼景献府教授 (理宗の弟の

栄王府)に任命された｡1246年､宗学博士190に任命された｡1247年さらに秘書郎に昇進

して､再び遭葵の参議官となり､建康-赴任した｡しかし､北方民族の侵入に対抗して戦

おうと主張する方岳は､同僚との意見が合わず､まもなく知南康軍に移った｡生涯､戦争

反対のいわゆる投降派に抑えられ､志を思う存分実現することが出来なかった｡

② 胡頴 (生卒牢不詳方岳と同じほぼ時代と推定できる) 字叔献 号石壁｡胡頴湖南

190『宋史』専一百十八職官志五 ｢宗学博士､旧渚王宮大､小学教授也｣.
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湘津の出身で､宋史に短い伝記がある191｡児童にして儒教の諸経が暗富商でき､科挙の童子

科に合格した192｡その後､兄たちに弓馬を学んでいたが､｢汝家世儒業 不可復爾也｣と

母親に阻止され､再び科挙の勉学に励んだ｡特に春秋に精通していた｡紹定三年 (1229

午)に叔父の趨箔に従い叛乱を平定し､朝廷より官僚の身分を賜った｡方岳と同様に紹定

五年 (1232年)に進士科に合格し､直ちに京官､つまり中央官僚として登用された｡その

後､知平江府兼両断西路提点刑獄使を経て､荊湖南路提挙常平使に任命された｡邪侯な人､

特に神異を言うことを嫌い､至るところで数千に上る淫詞を壊し､風俗を正した｡また､

衡州には霊洞があって､官吏及び人民はそれを恐れていた｡胡頴は岡を壊し､｢来詮堂｣を

建て母親の住居にした｡道州教授の楊允恭に ｢私が夜必ずこの家で静坐して､その反応を

観察したが､霊というのは一切無い｣O允恭は ｢無と思えばすなわち無であり､そのように

観察するというのは､すなわちそのありを疑っているであろう｣と答えた｡胡頴はその言

葉に賛同した｡

後､広東経略安撫使を歴任した｡『清明集』所収判決文は殆ど荊湖南路提挙常平俵の期間

に下したものである｡書判では筆を下す千言､経史を援据して事情に切当していて､倉卒

の際にも対偶皆精であり､政に臨んでは善く断じ､彊禦をも恐れなかったD

③ 察杭 (生卒年不詳方岳､胡頴とほぼ同じ時代と推定できる) 字仲節 号久軒

察杭は､来貢が生涯の大半を過ごした福建省の出身で､彼の祖父､察元定は束子と親交

が深い著名な儒学者である｡紹定二年 (1227年)に進士に合格し､その後､主管尚書､刑､

工部架閣文字を歴任した｡後､館職試験に合格し､皇帝の側近となり､最高で宰相の職に

就いた｡『清明集』所収されている 74の判決文は､殆ど江南東路提点刑獄 (健州､信州､

徽州)として書かれたものである｡

方岳､胡頴､察杭の事例から見ると､彼らは朱子学と深い関係を持ち､前述した朱子学

の受験コースに沿って､幼い時より儒学の経典を習得して､科挙に合格した｡以上のこと

からも科挙制度によって士紳層の倫理観は朱子学一色に統一されていた0

2.3.2 科挙制度と士紳層権威の確立

士紳層は､文化的領域における知識人､政治的世界における皇帝独裁体制を支える官僚､

社会経済の場面における地主のような存在であるが､彼らの地位や身分は世襲されず､土

191『宋史』巻四百一十六｡

192末代は唐の制度を受け継ぎ､十五歳以下で経に通じ詩賦できるものに対する特別試験

である｡皇帝が自ら試験を行い､同進士の学位､時に官職を授ける｡宋史選挙志二参照｡
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地の所有も必須の条件ではない｡彼らに求められたのは､何よりも学問･古典的教養であ

り､宋代に一段と整備された科挙に合格して官僚となり､体得した学問を政治的実践を通

じて､現実化することであった｡宋代以降､中央から地方まで､政局を担うのは貴族ではな

く､すべて一定の期間において政治を代理する知識人であり､こうして社会の隅々まで遍

く影響力をもつ､四民社会の首たる士紳層が形成された｡近世士人である士大夫あるいは

読書人は､科挙制度と密接につながる存在であり､科挙こそが､士人の身分を社会的に公

誰し､士と庶の区別を明確にする制度であった193｡

言うまでもなく､社会的秩序を調整し､理想的な人間関係を実現するには､強制力が必

要とされるo行政･司法を一手に公的事務をも担う士紳層は､当然周囲のさまざまな力関

係に左右された｡唐律の研究領域で優れた業績を残した仁井田隆は､中国の家訓 ･家規な

どに､家長の紛争解決機能や制裁権の行使が見られるとして､宋代以降の宗族団体を絶対

的な支配 ･被支配の原理に貫かれた家父長的な自律的 ｢法共同体｣とみなした194｡ 宋代社

会にはどのような権力関係が存在し､どのように作用していたか｡ここでは､この地域社

会や宗族団体の自律的権力を社会的権力として､国家権力 (主に法)と合ともに､このふ

たつを考察する｡

1.学問と国家権力との関係

宋代の場合は､社会的変化に対応できなくなった ｢律｣を補うため､皇帝の勅令という

形の立法手段に頼らなければならなかったと一般的に認識されている1950 なるほど､伝統

的権威を修正するには､皇帝の権威を発動しなければならない｡この認識は正しい｡しか

193寺田隆信前掲79頁｡反対意見として､RobertHartwellは科挙試験の開放性を疑問視
するばかりではなく､地方士紳統治層の形成と科挙制度とは無関係であると主張した｡な

ぜならば､宋代科挙によって選ばれた官僚は文官全体の半分にしか過ぎず､しかも高級官

僚となると､その子孫に恩蔭をもたらす可能性が大きいと説明した｡従って､実際科挙出

身ということは官僚制において重要とはいえないO李弘綴､『宋代官学教育』iv;Ⅴ)科挙

によるイデオロギーの形成を参照｡しかし､李弘疎は宋代地方の統治階級は科挙とやはり

関係するとまとめた｡(同上 ;vii)0
194 この ｢法共同体｣の仮説に対して､川村康は､清明集の判決を実例としてあげながら

も､判決文集という官に操作された可能性のある資料の限界を指摘し､それによる宋代社

会の地域社会と宗族団体における ｢法共同体｣の有無を判断できないとした｡川村康､｢宋

代 『法共同体』初考｣宋代史研究会編 『宋代社会のネットワーク』(汲古書院､1998)oし
かし､この ｢法共同体｣の概念自体は西欧中世社会を特徴づけるための-指標であり､国

家対社会という問題設定と同じく､それによる中国法の説明の有効性にこそ問題がある｡

195張晋藩前掲書､宮崎市定前掲注 18｡
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し､皇帝を囲む立法及び司法の現場検証を行わなければ､実際の力関係は判断できない196｡

もとより､儒教は全体社会秩序の原型であり､素材であるところの慣習 (非形式的ルー

〟)にもっとも深く根ざす規範システムである｡自然発生的な慣習的秩序は､自然発生的

な基礎社会において比較的に純粋な形で存在するものである｡社会が次第に分化 ･発達し

て組織が複雑化してくると､道徳や法律 (形式的ルール)のような秩序を含んだものが必

要となってくる.漢代においては儒教の一部 ｢碓｣が国家秩序として抽出され､刑法たる

律にまとめあげられていった197｡その後､歴代君主が必要に応じて､古代の聖人に代わっ

て礼の法則に国家的強制力持たせ､立法活動を行ってきた｡

しかし､宋代になると､世界の王者､すなわち中華帝国の君主である皇帝が､朱子学の

王権理論から ｢正心｣を柱とする自己修養を求められるようになった｡それによると､人

間社会は天の理法に則って動いている宇宙の中心に位置し､皇帝は天に対してその秩序に

責任を負う.つまり､社会が安寧セあるためには､皇帝自身が立派な人格形成を遂げ､官

僚組織が一片の不正もなく機能するよう努力しなければならない.それには格物 ･致知に

始まる 『大学』の八条目に従って修養を積む必要がある198｡ そのことから､それぞれの時

代の皇帝は､時の科挙の最難関とされる進士科に合格した者を師とした｡つまり､学問的

には皇帝よりも優位になる199｡『大学節義』の著者として朱子学的な帝王学を完成させた真

徳秀も､皇帝の師となり､多大な影響を及ぼした｡例えば､美徳秀は､皇帝に対し､『大学』

に沿って修身する方法を講じた記録が残されている200｡

このように､前述した士大夫の立法-の積極的参与 (1.2)と合わせて考えると､法規形

成の現場における力関係は､単純に皇帝の独裁だとは解しがたいだろう201｡むしろ儒教的

196 ヨーロッパの場合､法を創り出し､かつ法を支える法的エリートと国家権力の関係､

距離について考える場合､それは国家権力から離れて独立的な地位にあると指摘されてい

る｡上山安敏 119頁以下｡第二部 ｢権力と法｣を参照｡

197木村英一前掲注24｡28貢｡加地伸行『儒教とは何か』中公新書989(中央公論社､1990)
をも参照｡

198小島毅 ｢宋代の国家祭柁｣池田温編 『中国礼法と日本律令制』(東方書店､1992)0

199科挙試験における競争の公平性もその権威の源泉と考えられる｡ここでは省略する｡

200例えば､｢進読大学春子十月十九日｣など､真徳秀の文集 (『西山先生其文忠公文集』)

に何回かに渡り､皇帝に献上された文章が収録されている｡

201 ｢ドイツでは､ギルド的"society"でもなく､国王権力と結び付いた "legiste"でもな
く､大学を研究の場にして学問的法学者団体が､法規形成の主要な源となった｡それぞれ

の国の法規形成のトレーガ-である法律家のバックボーンは､イギリスでは ｢報酬｣とい

う ｢営利｣であり､フランスでは法典を作り出す政治の.｢権力｣であり､ドイツでは実用

化された ｢学問｣ということになろう｣とまとめた｡上山安敏 前掲注9｡
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学問教養による権威は､皇帝自身の修身という直接的な関わりと共に､間接的に士大夫の

助言という形で､士大夫が皇帝による立法権力の発動に多大な影響を与えていたというべ

きである｡

2.学問と社会的権力との関係

朱子学の教育思想を端的に表現できる文章としては､朱薫の死の直前まで改訂し続けら

れていた 『大学章句』の冒頭に､｢要するに天の生民をくだしてより､すなわちすでにこれ

に仁義碓智の性を以て与えたに違いない｡しかし､その気質の品性は時にととのえられて

おらず､従ってその天性の有するものを自覚して完全にさせることができない｡一旦その

中に聡明叡智でその天性を発揮できるものがい れば､天が必ずそのものを大衆の君師とさ

せ､天下の統治､教化に従事させる｡これによって民衆の天性を善の初めに復する｣とま

とめられている202｡

このような､｢上は天子､下は庶人に及ぶまで｣とされる朱子学の教育精神は､具体的

政策としても朱薫自身によって実施されていった｡1190年､60歳の朱貢は滞州の知事を努

める際､自ら ｢勅諭梼｣を公布した｡その中で彼は家族と隣人と按する際の道徳､親戚間

および隣人間の相互扶助､人民各自生業に努めて非違をなさないことなどを地方官として

の立場から､人民に明示した203｡ その死後も､特に朱薫の ｢勧諭梼｣を模範に､士大夫に

よる地域社会における朱子学の普及が様々な形で行われていた｡前述した宗譜の編集の際

における ｢家訓｣､｢家碓｣､さらに ｢郷約｣､｢郷礼｣といった人民の教化を目標とするもの

が多くつくられた204｡

郷約は在郷の士紳層 (休職､退職した官僚)が首唱して､郷人とともに守るべく規約を

定め､教化互助を目的とし,実行のための組織をもつ行動規範､按である｡郷約の構想は､

北采の幣寧 9年 (1076年)､泰州司理､三原知県等の官職を歴任した呂大釣が､郷里の藍

田 (駅西)で行ったのが始まりで,これをふつう ｢呂氏郷約｣あるいは ｢藍田郷約｣と呼

ばれる｡｢呂氏郷約｣は､まず､｢徳業相勧む,過失相規す,礼俗相交わる,患難相性む｣

の4条の綱領を掲げ､郷約の理念を示した｡郷約は大綱であり､それは教育機構としての

202島田度次 『大学 ･中庸』(朝日新聞社､1978)0

208木村英一前掲注24｡44･46頁｡
204小島毅 ｢福建南部の名族と朱子学の普及｣宋代史研究会編『末代の知識人』(汲古書院､

1993)｡小林義広 ｢宋代の ｢諭俗文｣｣末代史研究会編 『末代の政治と社会』35頁 汲古
書院｡井上徹 ｢｢郷約｣の理念について :郷官 ･士人層と郷里社会｣『名古屋大学東洋史研
究報告』ll(1986)34･59頁｡
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｢社学｣､自治自衛- 政治機構としての ｢保甲｣､経済機構としての ｢社倉｣の三約とい

う細目からなっている｡ さらに､賞罰 ･集会 ･役員選出などの組織規定も設けてある｡具

体的には､約正 1-2人,直月 (当番)1人を置き,毎月1回会合する｡会合では,飲食を

ともにし,約人の行動の善悪記録と賞罰 ･事業の論詰を行う｡その後､来賓がこの 『呂氏

郷約』に手を加えて ｢増損呂氏郷約｣を著わしたo宋代を通じて､郷約が一般的に普及し

た形跡はないが､明代になってから士紳層によって中国各地に本格的に実行された205｡

末葉がめざした地方行政を､彼の後継者真徳秀 (1178-1235)が湖南の常州において､

難民を救済する社倉制度として実施した｡さらに真徳秀は､民間で信仰を集めている神で

あれば､仏教 ･道教に属するものであっても､自分の地方官としての祈祷に組み入れ､そ

の務めを果たそうとした｡地方官の職務に就いていない時も､彼は郷里の民のために祈っ

ていた206｡民衆の俗信を正面から圧殺するのではなく､｢正嗣｣と｢淫嗣｣の区別を通じて､

人民を正しい信仰-導き､管内の女寧を維持しようとしたのである207｡

3.学問による権力の統一

朱子学は､存在論としての理気説､人間論としての性即理の説､屠敬窮理の方法論､

古典の注釈､そして具体的政策論を含む博大な体系である｡南宋以降官学と位置付けられ

た朱子学は､科挙制度を通じて､社会共通の倫理基盤となった｡ 宋代朱子学は､人々の精

神世界 ･自然観に多大な影響を与えたO 質志揚は儒家文化､特に宋代理学の精神的影響を

末代政府が統治的成功を収めた原因の-つだとみている2080末代の場合､最末端の行政機

関は､長官としての知県､副長官としての県丞､総務部長としての主簿､警察部長として

の県尉のわずか4人によって担われていた｡皇帝から見ると､知県は直接庶民と按するも

っとも重要な ｢親民官｣であり､基本的には科挙の合格者をこれに任命し､担当させてい

た209｡儒教的教養を持つ官僚は､赴任する地方社会において､同じく儒教的教養をもった

有力者の指示を得て､職務を遂行していた｡地方社会が儒教的倫理によって秩序立てられ

ているからこそ､わずか数人の文官によって県政を運営できるのである210｡

205なお､その後､皇帝の専制統治の一環として用いられ､自発的性格が大きく変えられ

た｡詳細後述4.2.2を参照されたい｡

206小島毅 ｢牧民官の祈り｣史学雑誌 100編 11号 (1991)73貫参照｡

207胡頴の伝記および 『清明集』において､地方官が人民を編し､正常な生活秩序を撹乱

する恐れある不正な寺岡を取締る記載がある｡

208質志揚 『宋代科挙』(台湾東大図書､1995)31頁｡

209梅原郁 『宋代官僚制研究』199頁以下参照｡
210佐竹晴彦 ｢作邑自蔵｣滋賀秀三編 『中国法制史 :基本資料研究』(東大出版会､1993)
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要するに､朱子学の誕生によって､天子から庶民まで共通の規範が形成され､さらにそ

の下では､皇帝の権力も官僚の権力も､そして社会的権力も､学問の権威によって統一さ

れた211｡ さらに､君 ･官僚 ･万民的国家構造を全体にわたる伝統中国のもっとも普遍的構

成単位とは､家族であった｡そして､｢天子も万民の父母｣という如き､国全体が一つの擬

制家族をなしている｡家族は中国社会のもっとも基本的かつ普遍的基礎社会であると同時

に､国家の理念でもあったのである｡ 官僚の公私両面の生活秩序においても､普遍的礼法

制度が各家族における慣習の共通の理想形態もしくは標準形態としての性質を帯び､その

生活秩序にも矛盾がなく､安定的であり得た212｡

2.3.3 科挙制度と士紳層の活動

科挙制度によって確立された学問的権威を後ろ盾に､士紳層は社会のあらゆる場面にお

いて､活躍し､多大なカを発揮していた｡すでに触れたように､皇帝の師をはじめ､知識

人､宗族の長など､士紳層は多彩な側面を持っていた｡それぞれの場面において､科挙制

度は影響を与えた｡さまざまな活動は各々の制度の活用でもあった｡

a) 出仕- 中央官僚と ｢対｣

科挙制度の下では､官僚として自らの政策立案を思う存分主張することが可能であった｡

大臣が皇帝に ｢対｣(政策論議)を強要した次にあげた事跡が､このことをもっとも端的に

表している｡

『続資治通鑑長編』巻二三七 ･八月葵卯の条に以下のような事実を記載している.照寧

5年 (1073年)8月26日､皇帝と百官を議事する垂扶殿の上で突然､知諌院の唐桐が ｢対｣

を申し出た｡当時の皇帝である神宗は人を使い､後日にするように諭した｡しかし､唐桐

は頑なに承服しようとせず､神宗はやむ得なく上殿させた｡その後､唐桐は王安石と皇帝

を指差し､政策の不当を指摘 した｡

この事例からも見られるように､当時の職官制度は官僚の政治-の熱意を促した｡科挙

所収｡ 390頁参照｡

211李弘蔭は理学の教育-の影響を指摘した｡前掲書25貢

212 これについて､国家法と民間秩序との有機的結合を重視する見解がある｡季衛東前掲

書28･29頁参照｡また､港口雄三は国家対社会の構図に異議を申し立て､中国における公

と私の同心円構造の存在を指摘した｡『中国の公と私』(研文出版､1992)参照｡賓志揚は

儒家文化､特に宋代理学の精神的影響を宋代政府が統治的成功を収めた原因の一つだとみ

ている｡質志揚 ･『宋代科挙』(台湾東大図書､1995)31頁｡
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に合格して､士紳層の一員となることを目指す多くの書生は､長年の読書､受験生活に耐

えていた｡彼らの信念には､孔子の教えである ｢学而優則仕｣､つまり学んで優ならばすな

わち仕ふがある｡天下の太平は自らの使命とし､それを実現するために官僚となる｡これ

は､宋代士紳層の崇高たる動機である｡

なお､官僚になることは士紳層の最高目標であるが､実際は科挙試験に合格する年齢が

平均で 30歳であり､その後両親の喪に服する時期などを考えると､通常の在職期間は

10･15年程度であり213､人生の大半は官僚以外の活動に費やされた｡

b) 致仕- 在郷の士紳層と郷約

多くの科挙合格者は､受験中の長い年月に私学における塾師として教鞭をとっており､

また､退官して田舎-戻り､私塾を開くのもよく見られた｡士紳層自ら模範を示して､勤

勉と孝悌という日常的行動の実行を通して､社会的善悪意識の確立､秩序の維持に大きく

影響を与えた｡宗族の長として､実醸生活の指針たる細かい ｢郷規｣､｢郷約｣､｢家規｣､｢家

範｣｢家訓｣などの編纂に携わった結束､それらをまた庶民にも広く知らせるために､儒教

的教えを民帯という通俗的な形に作成して､儒教的倫理観を広く社会の隅々まで行き渡ら

せた2140

郷約は､従来国家と社会との関係において研究されてきた215｡井上徹は ｢郷約｣ の理

念について､旧来の国家による郷村支配として推測されていた観点に対し､それは国家に

よる秩序と著しく異なり､士大夫層をも包摂した郷里社会の自律的な秩序の設定であると

指摘した216｡ つまり､｢郷約｣は在郷の士紳層が首唱して､学問を究める ｢修身､斉家｣の

延長線 ｢化郷 (郷里を教化する)｣に位置づけられ､郷里の教育､秩序維持を目的とするも

のである｡士紳層は地域の主導者となり､地域社会や宗族団体と不可分の関係にある｡

科挙制度のもとで､士紳層はまるで自由自在に振る舞うことができた｡権力は必然的に

213前述した科挙受験の大衆化と対照的に､限られたポストは時に俄烈な競争を引き起し

た｡末代の最盛期には､全国の人口は約-億に達したといわれるが､文官の数は最高時で

2万近くに上った｡しかし､3年に1度の科挙試験が最大1500名の合格者を送り出したこ

とにより､官僚機構に人員の過剰を蘭した｡賓志揚 『宋代科挙』(台湾東大図書､1995)
人口について30頁および注4､官僚の数について42-43頁参照｡

214民謡について牛敬忠､｢叢民謡観儒家文化対伝統社会的影響｣『社会学』2000第四期参
照｡

215井上徹 ｢黄佐《泰泉郷礼》の世界:郷約保甲制に関連して｣東洋学報第六十七巻247･277
貫､同 ｢｢郷約｣の理念について:郷官 ･士人層と郷里社会｣『東洋史研究報告』ll(1986)
34･59頁｡

216井上徹前掲注76､52頁参照｡
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腐敗するといわれるように､一度形成された士紳層の倫理観は､その後の活動の中で維持

できたのであろうか｡次節においては､裁判における士紳層の活動を検証することにする｡
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三 士紳層の活動- 『清明集』裁判官を例に

3,1 『名公書判清明集』とは

前述したように､宋代においては､印刷術の発達により､出版事業が盛んであった｡し

かし､現代に残されたものは､末代に出版されたものの､その後の時代における再版､復

刻などが殆どで､一次的史料としての末代の版本は決して多くない217.その中で､西暦 1200

年頃南采の時代に編纂された､主に当時の地方官僚による判決文集- 『名公害判清明集』

(以下､『清明集』と略称)が､日本の静嘉堂文庫が所蔵する､末代に出版された木版資料

の中から発見された218｡『清明集』は末代史研究にとって第一次的資料としての価値が高く､

仁井田陸の言葉を借りると､｢宋代の法律経済史料､わけても法律史料としてはなはだ貴重

であるばかりでなく､零壌無二天下の孤本とまで言われる稀観の書である｣となる219｡ な

お､この時点で論及したのは､辞嘉堂文庫所蔵の末代の版本であり､内容的には巻を分け

ずに戸婚門一門のみが存するO

その後､日本における発見は中国本土における検索を促し､1983年に中国の学者によっ

て宋版と同じ淵源を持つ､明代に出版された 『清明集』が､北京図書館と上海図書館で発

見されたo明本は中国社会科学院歴史研究所わ栄達金元史研究室によって､宋本と相互参

照しながら､点校が実施され､1987年に中華書局から出版されたO現在一般的に使われて

いるのは､この 14巻7門に分類された中華書局の版本である220｡ なお､明本の発見経緯､

宋本と明本の構成､内容､版本の淵源関係及び校訂に関して､同書附録 7において陳智超

217 日本において､各時代の中国歴史研究の特徴は､明清時代研究における豊富な資料を

どれだけ収集整理できるかという所謂体力勝負に対し､宋代では限られた史料を読み尽く

し､点から線へ､相互観照などの手法､時には勘をも働かせることによる､所謂職人芸に

相当する研究方法がこられている｡

218静嘉堂文庫は､三菱第二代社長岩崎爾之助 (1851･1908)によって創設された｡明治

25年､雅之助は恩師の国史学者重野安縛博士の資金難に苦しむ修史事業を支援するため､
自宅の傍らに文庫を構え､博士に集書と修史の業を主管させた｡これは文庫の始まりとな

るO明治40年､晴代末期四大蔵書家の一人陸心源の所蔵する宋代に出版された木版印刷
本 (宋版)の稀観本二百部を含む4万3千余冊が購入され､日本郵船の汽船で上海から運

ばれ､高輪の岩崎邸に収められた.爾之助の死後三菱第四代社長岩崎小弼太 (1879･1945)
によって世田谷区岡本の地に父親の納骨堂を造営し､その17回忌に当たる大正 13年､霊

堂の傍らに文庫を建て､図書を移した｡これは現在の静嘉堂文庫である｡

219仁井田隆 『補訂中国法制史研究 法と慣習･法と道徳』(東大出版社 1964)371頁｡

日本における研究史､研究案内を含む清明集の紹介に関して､高橋芳郎､『宋代中国の法制

と社会』(汲古書院､2002)所収､第八草には良い研究指南がある｡

220 点校された明本清明集は中華書局から1987年出版されたが､第一刷 3000冊は瞬く

間に売れきれた｡大量の注文問い合わせに応じるため､2002年第二次印刷を行い､6200
冊が再発行された｡
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によって詳細に紹介されている｡

『清明集』の判決文を作成したのは､宋代当時､裁判をも兼務していた地方官僚である｡

具体的には､知県､知州､知府といった地方行政府の長官及び路の官員である (後述3.4.1

参照)｡判決文は編集者によって七門に分けられている｡①官僚や背吏に対する行政処分に

関する官吏門は64条 (巻-､巻二)､②税や役の負担に関する賦役門は27条 (巻三前半)､

③学校､科挙に関する文事門は8条 (巻三後半)､④民事事件に関する戸婚門は187条 (巻

四一巻九)､⑤家族､宗族ないし近隣関係の正しい秩序に関する人倫門は43条 (巻十)､⑥

君主の一族､士人､僧侶､背更､軍兵などの立場にいる人の道徳問題を扱う人品門は 44

条 (巻十一)､⑦豪民や地方有力者などによる啓示犯罪に関する懲悪門は101条 (巻十二一

十四)となる｡とりわけ､全体の約4割の分量を占める戸婚門には､婚姻､相続､不動産

の取引及び賃貸､債務などといった民事紛争に関する事件が収録され､生の一次史料とし

て極めて重要な資料的価値を持つ｡現在､宋代史研究を初め､『清明集』は多くの研究者に

注目､利用されてきた｡

まず､『清明集』原文を解析するための基礎作業として､中国及び台湾の研究者が原文を

訳さずそのまま引用するのに対し､日本では撤密な現代日本語訳と注釈を施す作業を進め

られてきた221｡すでに公表された訳注について､まず静嘉堂文庫本の現代日本語訳として､

梅原郁訳注 『名公審判清明集』(同朋舎､1986)がある｡内容的には中華書局版本の戸婚

門の巻四､五､八､九に相当する｡そして､中華書局の版本巻十､十二､十三､十四を底

本とする現代日本語及び訳注は､『清明集』研究会 (大揮正昭他)『名公審判清明集』(懲悪

門)訳注稿≪その-≫ (『清明集』研究会発行､1991)､≪その二≫ (同､1992)及び 『名

公書判清明集』(人倫門)訳注稿≪上≫ (2000)､≪下≫ (2000)が公表されている2220 梅

原都による静嘉堂文庫本の訳注との重複を意識して､高橋芳郎｢『名公審判清明集』巻六 戸

婚門 訳注稿 (その-)｣ 『北海道大学文学部紀要』四八巻二号 1999､｢『名公署判

清明集』巻六 戸婚門 訳注稿 (その二)｣ 『北海道大学文学部紀要』四八巻三号 2000､

221現代語に翻訳及び注釈をつける作業を施さない理由は不明だが､七百年前の宋代の言

語は現代中国人研究者にとって簡単に理解できるものではない｡特に近代革命､文字改革､

文化大革命を経験した現代中国語は､｢名刺｣など宋代と同じ言葉が使われている日本語よ

りむしろ清明集の言語との溝が大きい｡現に日本における訳注作業は台湾の研究者に広く

引用されている｡

222清明集研究会について､大滞正昭ホームページ

http://pweb.cc.sophia.ac.jp/～m-oosawa/ 参照｡
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及び｢『名公書判清明集』巻七 戸婚門 訳注稿｣『北海道大学文学研究科紀要』103 2001

が出されているOまた､英訳としてBrianE.McKnightandJamesT.C.LiutranslateTie

enll'gAtenedjudgmez2tS/Cn2'ng-mlhgcall/theSungか astycollectlonAlbany:State

UniversityofNewYorkPress､1999(annotatedandintroducedbyBrianE.McKnight)

がある｡

そして､『清明集』を研究題材として､宋代の社会経済の実態解明に用いられている｡特

に女性財産権､女性の地位など従来十分展開できなかった課題の進展が著しい223O

ただ､『清明集』を掘り下げて考えるにあたり､研究資料としての限界も念頭に置く必要

がある｡なぜならば､編者は不明であるが､『清明集』は新任官僚の実務指南書､つまり､

｢官蔵｣224と同じ趣旨で刊行されたとの見方が有力であることから考え.ると､そこにある

判例､事例が作為的に選ばれたものであろうことは容易に推測される225｡ したがって､『清

明集』は現代社会調査のように無作為にサンプリングされ､抽出され､編集されたもので

はないということが明らになる｡もちろん 『清明集』に反映されたのは社会的事実である

ことは疑う余地がない｡しかし､限られた事実と社会的真実との間には明らかな距離があ

り､当時の法制度や法の運用実態はどの程度まで宋代社会の実態に置き換えることができ

るかは慎重な検討を要する｡

本論文が対象とする法律家は､この 『清明集』の判決文を作成した裁判官である｡行政

司法が分離されていなかった宋代中国において､彼らは知識人､官僚､士大夫､士紳層な

ど､多様な視点から考察されてきた｡本論文は､彼らのような科挙制度によって育成され

た社会的エリートを ｢法律家｣という角度から再認識し､前述した上山のレンズを用いる

223貴重な研究材料として､清明集が多くの研究者に利用されてきた｡清明集に関する日

本の研究について 『宋代中国の法制と社会』(汲古書院､2002)240･243頁第八車名公書

判清明集及びhttp://tJinks.at.infoseek.co.jp/Seimeishun)unken･html参照｡日本以外の研
究文献として､宋代官蔵研讃会 『宋代社会輿法律 :『名公書判清明集』討論』(台湾東大図

書公司､2001)､

224官蔵書について､佐竹靖彦 ｢作邑自蔵 :官蔵と近世中国の地方行政｣『中国法制史 :塞

本史料の研究』(東京大学出版会､1993)所収参照されたい｡

225編集の目的経緯を示す清明集の序言が欠けているため確定でないが､当時大量な官僚

の実務に関する心得､手本が出版されたこととあわせて考えると､清明集も官麓の一種と

考えるのは正しいO前掲清明集附録参照Oまた張養浩の牧民忠告第- ｢法律を師となす｣

において､官僚に対して法律に詳しい背更に欺晒されないように､法律の勉強を勧めたの

もこの問題意識と共通すると思う｡安岡正簾訳注 『為政三部書』(明徳出版､1957)0
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ことによって226､『清明集』裁判官がどのように見えてくるのか､判決文､個人文集､地方

志などを利用して､その実像を播く作業に挑戦する｡特に前節の問題意識を受け継いで､

裁判官の倫理観という精神世界に注目したい｡なお､『清明集』の具体的分析に入る前に､

『清明集』が編纂された宋代の法を取り巻く環境について整理しておきたい｡

3.2 宋代の社会変動と法

法律家の特徴は､それぞれの国の政治経済条件との絡み合いの中で､動態的に把握しな

ければならない｡中国史において､末代 (960-1278)ほど大きな変動と新たな挑戦に満ち

た時代はない｡宋代では､国家の土地所有いわゆる- 宮田の私田化が進み､土地の交易

も活発であった (前述2.1.1参照)227｡ 都市､農村の経済も発達し､人口も増え (最盛期

では一億と推定されている)228､また､世界はじめて紙幣が発行され､磁石､印刷術､火

薬などが発明されるなど､世界史的にも大きな意味持つ時代であった2290

宋代の法制度も科挙制度の改革について､このような社会的変化と密接に連動していた｡

以下宗教改革と政治改革との関連において述べたい｡

3.2.1 宗教改革と法

ドイツでは､イタリアに発したルネッサンスが､人文主義という形でその思想界に波及

し､知識社会を変貌させた｡そして､新たな知識社会による大学改革がルターの宗教改革

226上山安敏は､『法社会史』において､民衆と法 ;権力と法 ;学問と法 ;革命と法の四部
構成で考察したが､本論文は並べて比較するのではなく､中国の実態に即して､そのなか

の法律家の資質 ;宗教改革と法の側面のみを取り上げる｡同じ角度から同じレンズを通じ

て考察したい｡

227趨麗生 『中国土地制度史』(斉魯書社､1984)386頁以下｡

228質志操 『宋代科挙』(東大図書､1995)30頁参照｡

229 日本の中国研究に大きな影響を与えた宋代を中国近世の開始とする内藤-宮崎史観が

ある｡かつて内藤湖南が ｢概括的唐宋時代観｣において以下のように述べた:｢唐宋時代と

いふことは普通に用ふる語なるが､歴史特に文化史的に考察すると､賓は意味をなさぬ語

である｡それが唐代は中世の終末に属し､而して末代は近世の発端となりて､其間に席末

より五代に至る過渡期を含むを以て､唐と栄とは文化の性質上著しく異りたる鮎がある｡

但し従来の歴史家は多く朝代によりて時代を匝劃したから､唐宋とか元明清とか-の成語

になって居るが､畢術的にはかゝる匡劃法を改むる必要がある｣｡『内藤湖南全集 第八巻

東洋文化史研究』(筑摩書房､1969)｡以来この観点が中国研究特に宋代研究者から多くの

支持を得ることになった｡例､滋賀秀三『中国家族法の原理』(創文社､1967)5貢 ;Robert

P.HymesandConaradSchirokauer Edit､ OTdez:1'ng地eWorld/AjPmaCAestoState
andSocletyl'nSLIng伽 βstyCnl'na､ UniversityofCaliforniaPress､1993);また中
国大陸及び台湾の研究にもこのような共同認識が形成された｡『樽変与定型 :末代社会文化

史学術研討骨論文集』(台湾大学歴史学系､2000)0
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との連携によって､遂に法学を中世の ｢神学の婦女｣から解放した経緯がある2300 -方､

中国では唐の中期から宋代にかけて､三大宗教である仏教､道教及び儒教が大きく変革さ

れた231｡ 特に漢代以来の支配的イデオロギーたる儒教は著しく変容した｡

新儒教による四民思想の変革は､家族内部における尊卑の等級と､社会における上下階

級の差別概念を揺るがした｡もとより､新儒家の代表的な指導者たちは､門弟貴族の出身

ではなく､多くは貧寒の家庭の出身である｡そして､新儒教における四民とは､職業上の

分業とみなされ､身分的差別ではない｡農民の地主に対する人身的隷属性が弱まったこと

がその端的哀しである｡

中世的な唐代の律令と比べると､末代の法律は近世的であり､そしてその端的な特徴と

は律の権威の動揺であると宮崎はいう232｡ 宋代初期の宰相張詠が益州の長官を勤めた時､

律が定めた家族間における卑幼の尊長に対する罪の規定は重すぎる､地方長官は本気でそ

れを受け取るものではないと勧告した233｡ 末代において､建前の家族間における厳格な等

級観念が､社会の現実とかけ離れていた｡『清明集』にも ｢母訟子不供養｣ 234および ｢叔姪

之訟｣｢兄弟之訟｣といった件名が多く見られ､家族間の対立が表面化していたことがわか

る｡商業活動および商人-の態度の変化､及びその保護に関して画期的変化が､商法の発

展からもみられる｡宋代では､海外貿易のための ｢市舶条法｣;財産および相続関係を調整

する ｢戸絶条貫｣｢財産遣嘱条法｣｢景徳農田編勅｣などが制定された｡

また､一方で従来の ｢礼､士大夫より下らず｣の姿勢があらためられ､天子 (皇帝)か

ら､庶民まですべてその教育の対象とされるようになった｡ 末代において､科挙制度の強

化の一環として､官学 (国家による公立学校)教育施設の整備が重視されていた235｡また､

公立学校の定員不足を補うため､｢義挙｣､｢義塾｣と呼ばれる私学が各地方に設立されてい

230上山安敏 前掲注8｡ 90頁以下｡

231儒教は中国では ｢儒学｣｢儒家｣と呼ぶのが普通であるが､本論文は､併用する｡

232｢律は漠代から唐代まで中国を支配した刑法である｡律は儒教の穂と不可分離の関係に

ある｡儒教の鰻は､聖人が定め､人類の日常生活に必ず遵守すべき法則として与えられた

ものであるが､これは権威を持ちながら､強制力を持たない｡そこで時の君王が､古代の

聖人に代わって頑の法則に強制力を持たせ､これに違反したものを懲罰する罰則を定めた

ものがすなわち律である｡従って儒教の穂の特色はそのまま律の特色となって現れている

と言える｣宮崎市定 ｢宋元時代の法制と裁判機構:元典章成立の時代的･社会的背景｣ 東

方学報 (京都大学､1953)118頁｡
233宮崎市定 前掲注 18｡118頁参照｡
234『清明集』364貢｡
235李弘棋 『宋代官学教育与科挙』(台湾聯経出版､1994)0
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た236｡第3代皇帝真宗 (997-1022年在位)は､自ら ｢勧学文｣を書き､｢勉強すれば､自

ら富も､豪邸も､身分も､美女もすべて手に入る｡立身出世の志を抱くものはひたすら経

啓の勉強をしなさい｣と､天下の書生を励ました237｡ 宗教改革を経た朱子学は､儒学の全

精神を要約して､すべての人がそれを習得できる方法を樹立した238｡ 少なくとも､知識人

である官僚層に､儒教的倫理観を一律に徹底させることが可能になった｡儒学的教養を徹

底して身につけた官僚達によって､国家の礼法制度を整備することもできれば､さらにそ

の官僚らによって､庶民に対して国家の礼法制度に依拠する教化を行うこともできる｡実

際､それは ｢郷約｣という形で､庶民に対して行われた｡儒教は単なる士大夫貴族の教養

ではなく､民衆すべての教養となるべく､朱子学の教育観が貫徹されていた｡

3.2.2 政治改革と法

宋代の政治改革の特徴を一言でいうと､地方機関の権限の削減と中央集権の強化であるO

そのため､地方の軍隊を中央に集め､各機関の職権を分散してこれを有名無実化し､官僚

を相互牽制させ､御史台という監察機関を強化し､皇帝による直接支配を図った2390

政治改革の一環として､皇帝による司法機構改革及び司法官僚の責任の強化が行われた

2400 ｢諸州長吏凡決徒罪､並須親臨｣宋徽宗(1120年)に ｢州県官不親聴囚而使吏鞠審者､

徒二年｣､つまり州県の長官が必ず自ら案件を審理するように､厳しく規定した241｡ 司法制

度にも大きな変革が見られ､例えば､同級裁判所による覆審､審理と判決の分離､初審の

裁判官は覆審に参加できないなどの原則が定められた (詳細後述3.3.1) 2420

i
236梁庚尭 ｢宋代の義学｣台湾大学歴史学系 前掲書注 12所収｡144-184頁｡
237江戸時代の日本でも盛んに出版された科挙の教科書 『古文真宝』には､その皇帝をは

じめとする士大夫-の勧学文が収録されている｡(学習研究社､1984)参照｡
238木村英一 ｢ジッテと朱子の学｣東方学報京都第二二冊 (1953)0
239政府機関の組織改革について､張晋藩 『中国法制史』(群衆出版社 1988)239頁以下 ;
また宮崎市定 ｢末代官制序説 :宋史職官志如何に読むべきか｣佐伯富編 『宋史職官志索

引』(京都大学東洋史研究会､1963)所収参照｡
240末代の地方行政制度は下から県-府 ･州- (幾つの府 ･州からなる)路の序列に分け

られていた｡裁判官として裁判を行い判決を下す権限は各行政レベルの長官､つまり知県､

知府､知州にのみ与えられた｡またその補助する属僚として司法参軍および司理参軍 (牢

獄)が置かれていた｡詳しく宮崎市定 前掲 ｢宋元時代の裁判法制と機構｣東方学報24

(1954)参照されたい;その英訳として､IchisadaMiyazaki"THEADMINISTRATION
OFJUSTICEI)URINGTHESUNGDANASTY"in:JeromeAlanCohen､R.Randle

EdwardsandFu･meiChangChenEdit､ESSAYSONC肌 4'SLEGALZIW JTlDN
PrincetontJniversityPress､1980.
241張晋藩 前掲書255貫0
249宮崎市定 ｢宋元時代の裁判法制と機構｣東方学報240 ｢王雲海編 『宋代司法制度』(河
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また､宋王朝は古代中国の歴代朝廷と比べると､非常に法律の役割を重視する243｡ 宋太

祖 (在位期間960-976年)は即位後､すぐ法典の編纂に着手し､建隆四年 (963年)に 『宋

建隆重詳定刑統』､略して 『宋刑統』 244が完成した｡さらに､宋刑舵は同年8月に皇帝の命

令によって刊行され､これが中国史上初の刊行された法典となったO『宋刑統』は唐律を全

面的に吸収し､律令制度の最高結晶を継受した｡その上､律の不備を補うため､皇帝が命

令を発する ｢勅｣という形式で律に対して修正､補足ないし廃止を行っていた245｡『宋刑統』

以降､年号が変わり､新たな皇帝が即位後も､まず法典の､特に勅の編纂に取り掛かると

いうが定例となっていた｡末代を通じて､｢編勅｣といわれる立法活動は活発であった246｡

さらに ｢海行｣といわれる､全国的に通用する法典の編纂がほぼ皇帝一代あたり10年に1

回の頻度で行われていた｡

宋神宗,(1068-1086在位)の元豊時代において､｢勅令格式｣という四つの法律形式か

らなる宋代に特殊な法体系が形成した｡それぞれの法律形式について､朱薫は以下のよう

に解説をした｡｢格は五服制度247のように､親等が段階的に応じてどの服にどれだけの期間

を当たるか｡あるいは功過に応じて段階的に賞罰を決めるもの｡式は､官員の昇進上申状､

恩典や封贈の願書のように､お上に申請する文書の雛型｡令は､あることをどのようにす

べきか､あることをしてはならぬ､違反すれば罰を与えるといった､候令 ･禁制｡勅は､

禁を反したものに対する罰則規定｣とある248｡

宋代の皇帝達は､法律の整備に積極であった｡慶暦八年 (1048年)､宋仁宗は詔書を下

し､｢朕自身の欠点､側近の不正､国内外の大事､地方官の暴虐､法令が民に不便をもたら

すなどのことについて､朕はそれを聴きたい､すべて報告せよ｣とした249｡ 皇帝の姿勢に

応じて､士大夫官僚の立法への積極的参与は特に注目されるべき点である｡例えば､宋神

南大学出版社､1992)0
243宋太宗は ｢刑法と言うものは､国を治めるにとって原則であり､御史 (監察官)にと

って馬をコントロールする轡 (くつわ)であり､中央及び地方官僚など､今後法律をも習

わなければならない｣｡原文は :｢夫刑法者､理国之準縄､御史之轡｡応朝臣､京官及幕職

州県官等､今後並須習読法律｣｡

244『宋刑統』(台湾文海出版社､1974)版本に依拠する｡

245末代の法整備について､梅原郁 ｢唐宋時代の法典編纂｣『中国近世の法制と社会』

246宋代の編勅は北宋 12回､南宋 5回にも達した｡また一定の行政機関や地域に限定して

適用するものを含むと､『宋史』巻二〇四芸文志刑法類に記録されているだけでも約 150

に上る｡

247伝統中国において､死者との関係で五段階に分けられた喪服と服喪の制度｡

248『朱子語類』巻百二十八 ｢法制｣

249『宋史』仁宋本紀
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宗時代 (1068-1086在位)､地方政府の増税策として､商船だけではなく食糧の運輸船に

も課税することに対し､文学者として著名な蘇賦は､皇帝に直接に農民の利益保護を訴え､

歴代朝廷が穀物の運輸に徴税しない法令を列挙し､朝廷による新たな立法を促した2500 そ

して､法典の 『宋刑統』に ｢起請｣という形式の律文の実施に当たって臣下達の提言が載

りこまれ､士大夫の立法活動の痕跡が見られる｡

宋王朝の朝廷が収蔵する前代及び当代の法律書籍の数も空前の規模となった｡また､法

典の刊行はその入手をより易くさせた｡私家､つまり個人の法律関係書籍の収蔵も盛んに

行われるようになった251｡ 資料入手の便利さがさらに学者の研究を促進した｡法典に関す

る解釈書､判例を集め､解説を加えたものなどが多く見られる｡特に官僚の手引きという

性格の判例集､実用的な価値が高く評価されている252｡『清明集』はまさにこのような背景

の中で生まれた｡

要するに､宋代において､社会経済情勢の変化に応じて､法制度の重要性が高まったの

である｡しかし､古代中国の政治構造においては､行政司法は分けられておらず､司法裁

判を担うのは､むしろ科挙試験によって選抜された官僚であった｡『清明集』において､現

存資料によって事跡確定できる裁判官は計 20人である｡そのほとんどは科挙の最高学位

進士の出身であった｡この 20人による審判が全書の半分以上を占めている点から､科挙

教育が司法裁判に与えた影響力がうかがえる｡さらに､ここには末葉の直接のな弟子も含

まれている｡このことも朱子学との密接な関係を示していると言える｡しかし､科挙教育

の全過程において､一時期253を除いて法学教育という名目は設けられておらず､一体官僚

達がどのようにして法律知識を手に入れたのか､科挙教育の内容をもう一度検証する必要

がある｡

3.3 宋代の法学教育

古代中国の政治構造上におけるもっとも重要な変化とは､紀元前221年始皇帝によって

250『蘇賦文集』(中華書局､1986)990･992貢｡蘇株の高度な法律知識レベルが伺える｡

251何勤華 『中国法学史 第二審』(法律出版社､2000)28･33頁｡

252『官蔵』『作邑自蔵』及び官僚の個人文集 (例えば 『後柑先生文集』)にも自身が下した

判例を収集し､説明するものが多く見られる.しかし､このような法律関係資料-のアクセ

スはあくまでも官僚及び士大夫階層に限定され､庶民による法典の出版及び印刷は禁止さ

れていた｡

253『宋会要輯稿』第五十五冊 崇儒三 照寧6年 (1073年)国子監に律学を設置の記載｡
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中央集権的官僚制国家が作り上げられたことであろう｡その後漠代が､秦の政治構造を受

け継ぎさらに儒教を国家イデオロギーとして確立した｡その際､法家と儒家の相互融合の

結果､いわゆる ｢制度的儒教｣ という政治 ･文化的構造が形成された254｡ この制度の核心

が科挙制度である｡科挙制度の中身は､時代と共に絶えず変化してきたが､試験内容の点

から言うと､儒教的教養が常にその核心的部分を占めてきた｡そして時代の要求に適応し

た儒教的経典を専攻する進士科の合格者はもっとも優遇されてきた2550

宋代は科挙を完全に仕上げた王朝であると同時に､法律教育及び法律試験を他の王朝と

比べると重要視する王朝でもあった｡前科挙時代に科挙の合格者が進士科と諸科 (学位)

に分けられ､諸科の一つとして漠代から設けられていた法律を専攻とする明法科は､宋太

祖 (979年)によって､専門分野として 狭い (所業非広)ことを理由に､それを単独の

-科としては廃止し､進士など諸科の共通科目とされた｡後､986年に明法科は復活され

たが､試験の内容に律令以外に小三経と呼ばれる 『論語』『孝経』『爾雅』の儒教経典が加

えられた｡

特筆すべき点として､宋神宗時代における王安石の改革が挙げられる｡末代社会的専門

分化が進み､経済活動が活発化､複雑化するにつれて､行政官専門的法律知識が求められ

るようになった｡それに対応するため､当時の宰相王安石が一連の政治改革を手がけ､特

に官僚の選抜過程において､科挙試験の諸科を廃止し､新科明法科を設立した｡試験内容

から経義を削除し､『刑統』大義と断案を中心とした｡この試験の合格者は従来の最高学位

の進士よりも採用上で優遇されるとした256. 一方､進士科を含む科挙の合格者に対し､さ

らに ｢鎗試｣(任用試験)において､｢律義｣つまり法律の専門知識を問うことにした｡

しかし､このような措置も一時的なもので､王安石の政治改革の失敗と共に廃止された｡

なぜならば､士大夫の間でこの明法科を軽視する傾向が強かったからである｡その代表的

な言論は 『資治通鑑』の作者司馬光によるものである｡彼は､｢礼のうえで否定されるべき

254Y･C･king､ 〃TheConfucianMoral-PoliticalOrderandtheModernizationofChina〃
in:RSCL95･Symposium2(1995).p132.
255科挙教育の第-の目的は言うまでもなく､科挙試験に合格することであるO従って､

科挙試験内容の変化を通じて､一見選挙時代以前において官僚に求められた資質が時の政

治勢力によって左右された｡しかし､実際他の官吏登用経路が存在したにもかかわらず､

儒教の古典的教養を問う試験内容の一貫性がみられるo科挙制度に関して簡潔な解説書と

して､平田茂樹 『科挙と官僚制』(山川出版社､1997)｡また中国の研究者によるものは､

何懐宏 『選挙社会及其終結』(北京三聯書店､1998)参照されたい｡

256『宋史』春一五五 選挙-0
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ものが刑法上罪とされるものであり､道義をよくしていればおのずとその判断は自然に法

律と合致するものとなる｡仮に法律を知らない場合､毎日刑統を読み､判決文の文言を練

るような訓練すると､冷酷な人間になりかねない｡善良な政治を行うはずもない｡ これは

決して人材を育て､風俗を篤くする良い方策ではない｣と主張した2570

また､中央の司法機関における司法官僚一法官を選抜するため､現役の官僚に対し更に

｢試法官｣､｢試刑法｣の試験も実施されていた｡それらの試験は州における司法参軍など､

専任の司法官僚の選抜にも使われていた258｡ 当時法的紛争が大量に増加する社会情勢と合

わせてみると当然の流れとも思われる｡なお､受験者はほとんど現任の官僚に限定されて

いることから､やはり科挙試験､つまり儒教的教養に合格したものを前提条件としている｡

要するに､専門的な法律知識の試験のみによって選抜された司法官僚は､一時期を除い

て､末代の政治､及び司法の舞台における主流的な勢力とはならなかった｡しかし､法律

知識を問う姿勢は､社会的要請からのものであり､進士出身者を含む官僚予備軍に対する

鎗試 (任用試験)の内容として末代を通して定着した259｡ 実際､士大夫層は､法律自体を

軽視する訳ではなく､専ら法律を専攻し､成文法典を基準にものを判断する官吏､及びそ

のような官吏を優遇､重用することに対して批判的であった｡実際は､司法の現場で活躍

していたのは､律令を熟知する法律専門家というより､儒教的学問 (朱子学)を修めた科

挙合格者､特に経義を専攻とする進士科出身者であった260｡ 司馬光の言うように､経義を

習得すれば､本当に律義を解し､社会的秩序をうまく調整できたのであろうか?彼の論調

は極端であるが､駄律的知識よりもはるかに重視された儒教的教養一経義を､多様な側面

から再検証する必要性を示唆している｡

3.4 裁判を取巻く環境

前節においては､末代の社会的変化によって社会 ･政治 ･経済環境が大きく変化したこ

とを概観した｡経済の発展､社会的紛争の激増等の刺激を受けながらも､法的専門化は図

られなかった｡しかし､現実に紛争は絶えず発生しており､それに対して､裁判機関はど

のように臨み､司法の現場にはどのような人が携わっていたかを検証してみたい｡

257『司馬温公文集』巻八 ｢起請科場礼子｣(台湾中華書局､1970)0
258王雲海 前掲書102･109貢 ｡ 司法参軍に関して､注260
259末代を通して鎗試の変遷に関するものは王雲海 前掲書89-102貢参照.

260宋神宗在位中の王安石の改革 (1071年)により一時期を除いて経義､つまり儒教的教 '
養を持つ進士が最も優遇されていたO『宋史』啓一五五 ｢選挙-｣.
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3.4.1 裁判機構

行政と司法が分立されていない宋代の地方行政機関は､そのまま司法機関として機能し

ていた｡そして事件に関する管轄も刑事と民事を区別していない｡判決を下す権限は地方

長官のみとされていることから､行政府の長官である知県､知州､知府がそのまま裁判官

として裁判を行っていた261. さらに末代の特徴の一つとして､いくつかの州､府の上に､

全体を統括する ｢路｣が置かれていた｡南宋時代では､軍事防御の需要から､路は軍事担

当の安撫使によって､秦河､准河以南の全境内を漸江東路､斬江西路､江南東路､江南西

路､准南東路､准南西路､荊湖南路､荊湖北路､京西南路､成都府路､滝川府路､州路､

利州路､福建路､｢南東路､｢南西路の 16路に分けられていた262｡ 路には監司と呼ばれ

る数種類の長官 (人事､警察､軍事､財政)が置かれ､その長官も裁判を行っていた263｡

特に初審を担当する県の場合､県政は長官としての知県､副長官としての県丞､総務部長

としての主簿､警察部長としてめ県尉のわずか4人によって担われていた｡全体に責任を

持つ知県にとって､裁判をはじめ､税糧の調達､薄暮の整理､篠役の督促など､きわめて

繁忙であり､しかも少しの失敗でも責任を問われて行政処分を受ける結果となる､決して

楽なポストではなかった｡なお､皇帝から見ると､知県とは直接庶民と按するもっとも重

要な ｢親民官｣であり､知県には基本的に科挙の合格者を任命し､担当させていた2640 県

の場合は､人手不足のため､裁判がしばしば手軽に行われていた｡Jh'

そして､州の場合､巡検と称される武職が設けられ､軍人を率いて巡遊し､犯罪の容疑

者を捕縛する｡しかし､巡検は捕縛までが仕事であって､容疑者を審理してはならない｡

検察庁に相当する犯罪事実の調査 (推鞠または勘鞄)を管轄する治獄官といわれる司理参

軍と､事実に対して適用されるべき法律を検出する (検断)を担当する司法参軍と､司法

全体の役割が分担されていた265｡ 推鞠と検断とを経て､最終的に判決を下すのは知府 ･知

州である｡特に適用すべき法規の検出を行う検法は､高度に専門的な法線知識を必要とす

る司法的業務である｡これを行政的事実調査と分離させることは､宋代司法制度の先進性

261梅原郁 『末代官僚制研究』通判について､州の長官との括抗がみられる､209頁｡
262附録地図参照｡

263宮崎市定 前掲注25参照｡なお､非常に不安定､監視などの性格から､路を行政区分

としてとられるのが妥当ではないと梅原が指摘する｡梅原郁 『宋代官僚制研究』267貢参

照｡

264佐竹晴彦 ｢作邑自蔵:官蔵と近世中国の地方行政制度｣『中国法制史:基本資料の研究』

所収､387頁参照｡梅原郁前掲書 199･208貢参照
265宮崎市定はヨーロッパと比較して､宋代制度の先進性を賞賛した｡前掲230･231貢｡
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を表している｡

表 5裁判機構

転 提 提 安

運 点 挙 撫

使 刑 常 使

･ 獄 平 ･

漕 使 使 帥

司 ･ ･ 司

憲 l倉 266

司 司

財 司 経 軍

政 法 済 事 州 ､ (府 ･軍 )

通 知

判 州

司 司 司 録

理 法 戸 事

参 参 参 参

軍 軍 軍 軍

徒 ･流 ･死

県

県 知

丞 県

主 県

簿 尉

266監司と呼ばれる路の機関について､軍事担当の安撫司を含むべきではないとの見方も

ある｡青木敦 ｢末代の監司｣『歴史学研究』2001｡ ちなみに､中国近代革命の先駆者であ
る孫文がこの監察権を考試権と共三権分立の西洋モデルに対し､五権憲法を打ち出したの

は興味深い｡
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3.4.2 裁判の流れ

前節で述べた裁判機関の分権､覆審制度などに代表されるような訴訟手続きに関する規

定が存在するが､それらは未整理の個々の制度に過ぎず､宋代では手続法の体系が形成さ

れていない｡これは宋代において､民衆の訴訟手段による紛争解決を嫌 う士紳層の基本姿

勢と一致する (後述3.5.4)Oしかし､社会 ･経済活動の活発による紛争の増発は､訴訟に

よる解決を求める傾向を促した｡裁半胴こ日常的に対応するため､地方官僚は実務的見地か

ら地方の人民に対し､訴訟の手続きを公示し､訴訟秩序の維持を図った｡

『清明集』の巻末に黄震 (『黄氏 日抄』巻七八詞訴約束)と米案 (『末文公文集』巻百約

束樺)による民事訴訟に関する論説が収録されている｡訴訟の受理にあたって､守るべき

事績､身分等的規定が具体的に記述されている267｡宋代は唐代の規定を因襲して､民事訴

訟は随時に開始できるものではなかった.官府は一定の期間に限定してそれを受理する､

いわゆる ｢開務｣､毎年10月1日至次年正月30日に訴訟文書を受けつけ､田宅､婚姻､債負

などの案件を受理する｡農業は国の支柱産業である宋代において､農事の閑散期であるこ

の時期を訴訟の受理期間とした｡なお､特殊的な案件については､これに制限されない 268｡

また原則的に三月三十一日以前に判断を下さなければならないO仮に期間内に案件を処

理できない場合､事由を示さなければならないと規定されていた｡

黄震の ｢詞訴約束｣文の中では､訴訟の当事者の身分的差別が見られる｡まず､士人身

分的当事者への稽遇である｡たとえば､｢士人聴訴､吏人不得畢呼士人姓名､須稀某入省元｣､

直接士人の名を呼ぶことを禁じていた｡宋代では軍人身分は四民の後に置かされていた｡

僧道身分は ｢超出世俗､不拝君王､恐於官司無関｣と訴訟の受理に消極の姿勢を示した｡

しかし､現実の生活上において､僧道も世俗的経済活動に関わりを持ち､訴訟が避けられ

ない｡それに対し､朱薫は ｢約束梼｣において､僧道を進士､官人と同様に扱 うべきだと

論じた｡

訴訟は通常もっとも基礎レベルの県からスター トする269｡ 原告は訴訟内容について､原

267『清明集』640･644頁｡

268『宋刑統』において､｢如是交相侵奪及諸般詞訟､但不千田農人者､所在官司随時受理

断遣､不拘上件月日之限｡｣上の条文に例外を設けた｡同様な規定は､《宋曾要輯稿》にも

見られる､刑法三 田訟 :｢(高宗紹興二年二月十七日詔)鷹人声典過田鹿､如千人務限内年限

巳滞､備到元鎮収購､別無交互不明､井詐取購､如有詞訴､亦許官司受理｡｣

269越訴とは基本的には律に於いて罰則つきで禁止された法律用語だが､雪寛の席の不可

避な行為であったり､単に豪民が上級官庁-不当な訴訟を起こしている事態を描写する際

の表現方法であったりもする｡例えば宋代には法の文書中で越訴を認めて不正官吏等を取
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則的に書面を以って届けなければならない｡土人､官人など自書できる者以外､庶民は ｢書

鋪｣という代書人に訴訟文書を代筆してもらわなければならない｡なお､｢貧窮､老病､幼

小､寡婦､或被劫盗､横間､殺傷､事閲人命｣の場合について､白紙をもって､申し出る

こ･とができるo当事者がまず訴状270を県衛- 県の役所に提出し､それが受理されると期

日が定められ､関係者が呼び出されて審理が行われる｡審理が終わって判決が言い渡され

る｡知県によって判決が下されるが､末代の知県は多忙であるため､時に属僚に判決原案

を起草させることもある2710-度出された判決に対し､双方が承服すれば一件落着となる

が､双方が両方納得できなければ､審理が繰り返し行われる｡その場合､同一の県で再審

あるいはは県の判決を不服､そして上級の州､府さらに路の裁判機関-上訴することが許

されていた272｡また､州､府及び路の各部局間､つまり同級裁判機関での再審も可能であ

った｡このような制度の下で､当事者双方が納得するまで､判決が何度も出される事態が

末代ではごく普通に見られた｡

刑事事件の場合は､罪を判定する知県の権限は ｢徒｣以下であり､それを超えた場合､

仮の判決を下し､身柄を書類と共に州に移送する｡それゆえに､重大犯罪と控訴審を司る

州の裁判が重要となる｡容疑者の身柄はまず州の獄で拘束され､時には拷問を用いながら

事実審理が行われた｡その際､菟罪の出ないように2箇所ないし4箇所の獄が設けられ､

仮に長官が疑問を抱いたときに､獄を移して再審理させるための設定となっている｡事実

審理が終わると､書類は司法参軍の下にある法司に送られ､法律専門の背吏が事実に基づ

いて､該当する法規をすべて検出し､網羅的に書き上げる｡これらの作業をもとに､判官

が原案を作成し､最後に知州が判語を下して裁決する｡なお､民事訴訟に関して､州では

事実審理が行われず､主に法規の検出及び適用に問題があるかについて見解を示し､県に

再審理を命ずることが多い｡

締る法令が無数にあるし､また法律条文以外で人々の行動が記述される際には､概ね豪民

など負のイメージを持つ主体が上級官庁に訴えるときに非難をこめて越訴と言われること

が多いO徽宗朝以降の宋朝では､個別に越訴が容認される要件となる官吏の不正の具体的

行為をいちいち細々と記し､越訴を許す法の構造となった｡

270字をかけない農民は代書人に金を払って代筆してもらう｡

271特に知県の場合､管轄する県の人口が多く､裁判事件に絶えず苦労していた｡梅原郁

前掲書注38.199･208貢参照｡
272宮崎市定は州及び路の各部局間の再審が見られると指摘した｡
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3.4.3 関係社会と裁判

中国社会は関係的社会であり､その関係とは序列的な構造をなしている儒教的倫理関係

にほかならない｡個人が自己を円心として､人倫の次元においては夫婦､親子､兄弟､親

族､友人という順で､生活の次元においては家族､宗族､郷里､国家という順で､関係の

ネットワークを展開していく273. このような関係的秩序の包囲網の中で､裁判は常に当事

者双方の関係距離を考慮にいれなければならなくなった｡多くの場合､関係の秩序と法的

秩序とはおおむね対立しているが､｢礼をもって法に入れる｣という､法の儒教化運動を標

識として､古代中国は徳治の理念および礼制の形式を通して､関係秩序を法律の中に組み

込んだ｡実際の裁判においては､法の許容する複数の対立する規範と､または解釈の中で､

決定が下されている｡そこに儒教倫理における ｢義務的道徳｣ 274というべき社会規範の要

素を加えることにより､単に対立の中からの選択による決定ではなく､法律的秩序を超え

た次元での判決が可能となった｡つまり､関係的秩序と法律的秩序の結合として､より実

情に即した人間的な判決が可能となり､法律の実効性にもつながった2750

3.5 裁判官及び判決文の実例

以下清明集の判決文を取り上げながら､詳しくみていく276｡

273費孝通 ｢差序格局｣『費孝通選集』(天津人民出版社､1988)93-100頁参照｡
274モンテスキューは嘗て以下のような洞察を示した:｢父祖に対する尊敬は､当然のこと

として､父祖を表すあらゆるものと結び付いた｡老人､主人､為政者､皇帝がそれである｣

と｡『法の精神』(野田良之訳)第 19編 19章､(岩波書店､1987)118頁｡古代中国の政
治構造において､君主が大宗子 (宗族の長)とみなされ､地方官が父母官と呼び､そして

一国はまるでひとつの大家族と祝される.このような構図の下で､国家､人民の関係はす

べて家族的関係に置き換えられていった｡つまり､｢孝をもって君に事ふ､悌をもって長に

事ふ､意をもって衆を使う｣｡また､｢父祖に対するこの尊敬は､その子に対する愛の褒賞
を前提としていた｡従って､老人の青年に対する､為政者の彼らに従属する人々に対する､

皇帝の臣下に対する同じ褒賞が前提とされた｣｡｢政をなすのは則ち赤ちゃんをまもるのご

とく｣というように､君臣官民の互いに存在するそれぞれの状況に応じる倫理的義務が絶

対的だとされている｡中国では､西洋における外部からの超越した自然法のような ｢絶対

的命令｣に対応するのは､内心の開発による礼という ｢状況的倫理｣であった｡従って､

法は ｢権利のための闘争｣というより､｢義務のための確認｣と見るべきである｡この点に

関して､梁瀬漠は､滑末の日本法を模範に六法全書を編纂する際に民法の債権編を意識的

に ｢債編｣とした例を挙げて､中国法は権利の体系ではなく､義務の体系であると指摘し

た｡梁瀬漠 『中国文化要義』(中国文化出版社､1987)18貢参照｡

275季衛束は古代中国がその典型的実例であると指摘した｡前掲書 『超近代の法』8頁｡
276意識的に和訳文がまだ公表されていない事例を取り上げ､訳注をつけて分析するO
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3.5.1 判決文から見る法律家の法的素質

前述したように､『清明集』が編纂された南宋当時､成文法の体系はよく整っていた｡『清

明集』判語が作成されたのは､淳祐勅令格式の時代であることがすでに指摘されている277｡

『清明集』は､南栄の判決文の構成から見ても､それ以前の判決文集と較べ､内容的に大

きく変貌した｡五代及び北宋初期に編纂された 『疑獄集』､『折獄亀鑑』など､『清明集』よ

り早期のものは､実際の実例ではなく､史書などから素材を収集した点で大きく異なる｡

この点からも当時の社会における実際の裁判例を収録した『清明集』の稀少価値が分かる｡

『清明集』を全体的に見てみると､裁判官の法的根拠-のこだわりが強く感じとられる｡

『清明集』所収合計475本の判決文278のうち､直接法文を引用した書判は115件にのぼり､

全書判の四分の-を占めているo『清明集』における判決文の数がもっとも多い､代表的な

裁判官である胡穎 (75件)の場合､自身の判決について､｢一糸の私心､個人の見解も含

まず､すべて法によるものである｣と明言している279｡ 『清明集』において､判決文はまず

件名を掲げ､そして案件に関する事実説明､根拠とする法文､そして判旨といった内容を

備えており､その中でも､厳格に法に則って判決を下したものは計 11件ある280｡

例えば､戸婚門に ｢寺僧争田之妄｣281(妙縁院の寺僧が､呉承節のもっている田地に対

し争いを起こしたことの虚妄)と題する方岳 (個人伝記は前述2.3.1参照)の判決が､そ

の典型例である｡判決文中の淳祐十二年から方岳の年譜と合わせてみると､この案件が作⊥

者五十二歳のとき知郡武軍 (軍とは軍隊の集団が駐屯している､通常は一県または二県の

比較的狭い地域を管轄する州と同じ行政等級である｡今福建省郡武県)282において行われ

たものであると推測できる｡まず､判決文の冒頭に､妙縁院は理由もなく嘘の訴えを起こ

したものだと言うべきであるとする｡そして､以下のように判決文が続く｡ 持ち出してき

た許 篭 ち穣 283には､末尾の一葉だけがない.経界法284以前の反古書類の､年月の部分を

277仁井田隆 前掲 373貢｡

278内2本のみ ｢花判｣と称して､仮定の案件をもとに作成した例文である｡『清明集』巻
六質屋に所収署名叶岩峰の判決文｡

279『清明集』281貢｡青木敦､『史学雑誌』(1994)第 103巻第五号213-220貢｡

280王志強 ｢『名公害判清明集』思想初探｣法学研究第五期 (1997)121頁参照｡
281『清明集』智之四 127頁｡和訳は梅原郁訳注 『名公審判清明集』(同朋社､1986)184
貢参照｡

282附録歴史地図参照｡

283紹興経界法の規定により､砧基簿は各戸自身で作成する｡田地の形を圏面で塞き､四

至つまり周囲の境界線を標明､祖崖或は典費による取得などを表記した上､解に届けて押

印してもらい､以って澄明書と為す｡また各解にも砧基簿を作成し､郷を単位に､三部を
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削除し､官府の取り調べを欺いた疑いがあるO第-の虚妄である｡この点を寺僧に詰問す

ると､｢紹興19年 (1149)には､江西の経界はすでに完了していた｡これはその年の

折 響 嶺 だ｣という0年月がない以上､何を根拠に紹輿19年の許 鷲 ら嶺 とするの

か?第二の虚妄である｡もし言うとおり､本当に経界の文書だとしても､呉承節の証書は

紹興三十年の日付である｡さすれば､先立っこと十年の文書は､もうとっくに無効になっ

ている｡第三の虚妄である｡呉承節の証書には､｢宮司が､官が没収した戸絶の田を出売す

る勅旨をきちんと書き連ね､妙縁院の違法の田産を買い受けたとき｣ と明言している｡こ

の田産は､とりもなおさず､官が没収した田で､寺の所有財産ではない｡第四の虚妄であ

る｡官が没収した田産を売り出すのだから､つまりこれは紹輿二十八年の指揮285以後の証

明書であり､指定買い入れの時期は､年月がきちんと合致するのに､寺側が不法占拠だと

いう｡第五の虚妄である｡呉は代価を官に納めたわけで､田を寺から買ったのでは全くな

い｡ところが､寺院の香火は絶えて'ぉらず､断じて売るはずがないという｡第六の虚妄で

ある｡紹興三十年 (1160)から淳祐十二年 (1252)まで､およそ九十三年の間､呉氏の財

産であったのに､ある日突然訴訟を起こす｡第七の虚妄である｡これらを総合していえば､

この田地は妙縁院が法に反して官に没収された田であり､宮司が人を募って売ったもので､

寺僧とは何の関係もない｡官年以前に法に違反し､百年後に嘘の訴えを起こす｡第八の虚

妄である｡この案件についての記録を調べると､全部で五度決定がくだされており､孝司

まとめ､解､州及樽運司に収蔵する｡凡そ人戸田産を典膏する際､砧基簿及び契書を持ち

出して､願にあるものと合わせて確認しなければならない｡契書があって砧基簿がない者

は無数とされるO

284経界法とは､戦乱などによる所有関係の混乱を解消するため､紹興十二年 (1142年)

に実施された農地の測量整理政策である｡高宗の1142年 (紹興 12)､まず蘇州で始めた｡

北宋末以来の戦乱で戸籍などが亡失した南宋では､とくに土地所有が不明確であり､耕作

しながら税を納めなかったり､有力者が土地を他者の名義として､結果的に貧窮者に税や

役の負担を転嫁したり (訴名寄産)する弊害が､時々あった｡これらを是正するために提

案されたのが､経界法である｡経界とは土地の境界のことであり､これを正して民の所有

地の広さ･質などを正確に把握しようとするのが､法の趣旨である｡具体的には､民の申

告あるいは官の測量によって砧基簿という土地台帳をつくり､これに土地の境界 ･広さ･

地味などを記入し､地形も図示した｡この台帳を基礎に民の負担力を9等に分け､税を賦

加したのである｡椿年によって経界法は､ほぼ全国的に実施されたが､それ以後にも､た

とえば末葉などの地方官が､局地的に行う場合があった｡曽我部静雄｢南采の土地経界法｣

『宋代政経史の研究』(吉川弘文館､1974)

285指揮とは中央官庁が下した指令を指すとされる｡張晋藩､前掲書243貢参照｡個別の

案件について､所轄官庁が示した見解であると思われる｡例えば､裁判官の察久軒が､皇

帝の一族の遭時滑を拘束したうえ､｢併申大宗正司取指揮｣つまり､主管官庁の指示を求め

た (『清明集』巻十四 ｢懲悪門｣)0
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戸 (司戸参軍)がすでに明快允当な原案を出している｡しかし､寺僧は司戸参軍が賄賂を

受けたために､私心を加えた判決だと訴え出した､それは第九の虚妄である｡｣このように､

方岳は綿密に案件を分析している｡そして､交易の法に引き比べていえば､契約書が不明

で､銭主と業主が死んでいれば､受理の限りではない､と方岳は交易法に時効の規定を持

ち出した286｡ 今百年が経過し､呉氏の所有となって何世代か経ち､寺僧は申立もせずに何

代かを経た｡そして今頃この訴えを起こした｡第十の虚妄である｡僧の中の羅刺とはこの

人に他ならない｡本来重く罰せられるべきところ､今回は恩赦によって法の網から逃れる｡

呉承節は証書を所持して土地を管理し､妙縁院の辞 篭 ち嶺 は､今回の判断を記して返却

する｡もしそれでもかたくなに訴えれば､それは恩赦の後だから､二度と億倖は望めない

であろう｡(城)門に掲示するO 別の判決においても､方岳は訴訟時効に関する一般的解釈

の誤りを指摘した2870 彼の法典288に関する熟知､高度な法律教養が感じられる.

｢田宅典売｣の歴史は古く､古代中国における重要な土地取引行為として､歴代の法典､

文献に記載されてきた｡しかし､実際には､田宅典売とは､｢典｣ 289と ｢売買｣の二種類

の行為からなる総称である｡その目的物は ｢田宅｣であり､これは今日の不動産に相当す

る｡｢典｣という用語は､その他の ｢典当｣､｢典質｣行為 (目的物は動産である)と名称が

似通っているが､目的物及びその運用の違いがあり､根本的に異なる0｢典当｣､｢典質｣は､

286『宋刑統』において､方岳のいう交易の法という単独な名目は見当たらないが､何カ所

がこの関連する内容の注釈が出ている｡例えば､巻十三戸婚律433頁｡
287『清明集』132頁｡｢契約不明銭主或業主亡者不応受理｣(契約不明で､銭主或いは業主

が死亡している場合は､訴えを受理しべからずこと｡)刑台の判断を拝読したところ､事情

を洞察しておられ､やはりすでに隣氏を不正とされている｡しかし､陳氏が非であれば､

湯氏は是で､両者どちらか一方に決めるべきである.ここでは､両方とも主張を認めず､

すべて学官に帰属させてしまった｣｡｢契約がはっきりせず､または二十年を過ぎるか､銭

主あるいは業主が死亡している場合は､受理することができない｡これはつまり二つの条

項である.-世の中の人が法文を引用する場合､二つの別々の要件を合わせて一つにした

のは､法の主旨を見失うものである｣o和訳は梅原郁訳注､193･194頁0
288 『宋刑統』206貢｡訴訟時教に関する規定は､『宋刑統』引建隆三年十二月五日赦 :｢今

後鷹典及停嘗荘宅､物業興人､限外堆経年深､元契見在､契頭錐巳亡没､其有親的子及有

分骨肉､経験顕然者､不限年歳､並許収購｡如是典嘗限外､経三十年後､並無文契､及錐
執文契､難群真虚者､不在論理収購之限､見佃主一任典膏 ｣｡また前引文の後に:｢臣等参

詳---請准唐長慶二年八月十五日救､経二十年以上不論｡｣｡

289『名公審判清明集』における大量な案例､判決文､法令はこの ｢典｣に関わる｡すでに

多くの学者､特に日本の学者が清明集に関する研究を発表したが､しかし､｢典｣を主題と

する研究はまだ見あたらない｡末代の ｢典｣について､通論的な議論が見られますが､惜

しくも細部まで至たってない｡
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今日の質権､抵当権と類似し､すでに研究されている290｡ 従って､以下では特注しない限

り､｢典｣は専ら田宅典売の ｢典｣を指す｡なお ｢典｣について予め説明する必要がある｡

近代各国の法律を見ても､民法物権編に ｢典権｣に関する一章を設けているのはわが国の

みである｡その規範する対象は､田宅典売における ｢典｣の行為である291｡ ｢典売｣は､

買い戻し条件付き売異という性格に近い､中国特有の土地取引行為である｡

宋代においては､土地に関する典､売買､租佃､抵当など､多様な形態があり､民衆が

私有土地を有する現象は極普遍であった｡この背景の下で､｢典｣は当時重要かつ頻繁に利

用された土地取引行為であった｡田宅出典の例が宋代の文献によく見られる｡法典の面か

ら言うと､『唐律疏義』(初唐の652年頃唐王朝が全国の律学人材を集め､編撰させた法典

であり､中国現存もっとも早い時期のもので､中華封建にも多大の影響を与えた代表的な

法典ある｡訳者注)の中には､田宅典売に関する規定はなかったが､『宋刑統』の13番 ｢戸

婚律｣における ｢典売指当論競物業｣の条に､すでに田宅典売に関する規定が見られる｡

両者の比較から見ると､唐と栄の間には､土地取引行為において大きな変化が発生し､田

宅典売はその初期においてすでに一定の重要性が見られるOまた､同条文には､｢臣､詳し

く調べた結果､唐の元和6(808年頃)年以来の条文､勅文一致しておらず､現在その旧条文

を吟味し､以下逐条書き記す-｣ との記載から､唐の中葉以後､すでに田宅典充を規範す

る法令が存在し､その延長線に未の開国まもなく 『宋刑統』の正式条文となったことが分

かる｡この法令の変遷が､唐の中期以降､均田制の破壊並びに漸進的な土地の所有､交易

の自由化と関連すると考えられる｡この方面の研究は､さらなる議論を待たなければなら

ない｡

｢典｣は､中国の重要な土地取引行為として､法制､社会､経済の各面と関わりを持っ

ていた｡一般庶民にとって身近な存在であるにもかかわらず､法に関する知識は決して十

分ではなかった｡『清明集』において､この典における親族の買戻しの権利に関する誤解つ

いて､胡頴が説明した判決がある292｡

【原文 親隣之法】照得所在百姓多不暁親隣之法 往々以為親日親 隣自隣 執親之説者

則凡是同関?典買之菜 不問有隣無隣 皆欲収購 執隣之説者 則凡是南北束西之防

290『中国典当制度史』(上海古籍出版社､1995)0
291台湾民法第911条-927条｡

292『清明集』308貢巻の九 ｢親隣之法｣O
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a野

不問有親無親 亦欲取購 殊不知在法所謂応問所親隣者 止是問本宗有服紀親之有隣者

如有親而無隣 輿有隣而無親 皆不在間限 見於慶元重修田令輿嘉定十三年刑部頒降候冊

昭然可考也 今浮草所欲執購堂弟出典之田 既是有親無隣 則是於法有擬 合照余席 293所

擬行

【和訳 親隣之法】

百姓は親隣に関する法律の意味を分かってないO往射こして親戚であれば当然法の言う親

に該当し､隣人であれば法のいう隣に該当すると思っている｡親の説を取る人は､すなわ

ち親戚関係を持つ全ての人が､隣人関係にあるかに拘らず､親類の典売した不動産に対し

買い戻しの権利を持つと考える｡また隣の説をとる人は､東西南北の隣人であれば､親族

関係の有無に関係なく､隣人の典売した不動産に対し買い戻しの権利を持つと考える｡し

かし､法の意味する親隣者とは､同じ宗に服紀の親かつ隣人関係にあるものを指している｡

仮に親族であっても隣人関係にいない､あるいは隣人であるが親族ではない場合は､この

法に当たらない｡慶元重修田令輿嘉定十三年刑部頒降候冊を見れば､明らかである｡この

件では､評亨は典に出されたいとこの田を買い戻したいと申し出たが､既に隣人関係にい

ないため､この法の適用はできない｡茶審判官の判定どおりに処分する294｡

法文の適用古代中国の成文法について､それは命令的秩序であるよりは､むしろひとつ

の雛型 (モデル)にすぎず､単に制定されただけで実効性を欠いているとの認識が､研究

者の共通する出発点となっていた295｡ しかし､以上のように､実際宋代の法典の法文は裁

判官によって確かに検出され､援用され､解釈され､そして適用されていたことが､本項

で取り上げた例でもわかる｡ なぜ､このような誤解を生じていたか｡以下 『清明集』の検

証を通じて引き続き考えていきたい｡

3.5.2 官吏腐敗へのとりくみ

前述した宋代の政治的環境 (2.1.2)には､下級官吏- 背吏の犯罪を醸成する風土が存

在していたoこの官吏の汚職現象は 『清明集』にも多数見られるo『清明集』巻之- ｢官吏

293愈廉､つまり茶書判官廉､また ｢茶審判官頗公事治事之所｣､府､州､軍､監に全て置

かれ､判官が長官を補佐して､文書の茶署､用印を担当する｡

294梅原郁訳注 281頁｡
295寺田浩明前掲注参照｡しかし､1979年､中村茂夫は ｢伝統中国法-雛型説に対する-
試論｣を発表し､命盗重案裁判における法適用の自動性､それゆえの ｢実効性｣｢的確さ｣

に関する考察を持って､反論した｡
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際

門｣には､汚職官吏を厳しく取り締まる判決が収められている｡『清明集』｢官吏門｣には､

65件の判決文が収録されているが､そのうち58件が汚職事件で､その殆どが下級官吏の

犯罪である｡また巻十一 ｢人品門｣の公吏痛にも26件の下級官吏犯罪事件を取り上げてい

る｡収賄をした官僚に対しては､異動させる処分 (対移)が多いが､下級官吏には刑事的

処罰を与えるような区別が見られる2960

宋代の地方行政の特徴は､地方長官の頻繁な転勤と､下級官吏の土着化である｡背更は

地元の悪勢力と結びつき､上に対しては官僚を欺き､下に対しては人民を抑圧する現象が

よく見られる｡窮地に追い詰められた民衆は､仕方なく官に訴え出る｡『清明集』にも腎吏

たちの横暴､悪行に対する訴訟が多く取り上げられている｡察杭の判語を借りると､｢原告

の訴えを詳しく見ると､すべて吏人に対するものである｣とある297｡

地方官としての裁判官はしばしば判決を下して､違法に暴力を振るう官吏を厳罰し､庶

氏-の暴力を無くすように努力した｡たとえば､呉勢卿は､かつて ｢禁約吏人毒虐平人｣

の訓令を頒布し､吏人の暴力によって犠牲になった平民の事例を取り上げ､執務過程にお

ける暴力を禁じた｡さらに ｢如有被若者 許径赴廟前高曹自陳｣､つまり､被害を受けた者

に一般的訴訟手続きを踏まずに直接訴える救済手段を与えた298｡

地方官僚として赴任してきた士紳層にとって､下級官吏は厄介な存在であった｡『清明集』

の附録四には文天祥文集から5本の判決文を収録されている｡その中で､｢近世以来､天下

は吏の改滑に損害を受けている｡士大夫も業務に臨む際､吏にだまされないようにただ恐

れ戦く｣とい う2990『清明集』｢官吏門｣･｢昭雪｣の目には､江南束路信州貴渓県の吏人が､

知県に横領の罪を聞かせようとして､転運使の呉勢卿によって菟罪を晴らした案件が収録

されている300｡

【原文 県吏妄供知県取絹】 行部以洗菟為急 何況士大夫之菟 前貴渓知県黄絡 昨

因赴上大息 毛提刑責其冒 正欲加罪 過値吏鄭勅等供本県絹事 謂黄知県取八十疋 折

296｢対移食吏｣察杭 『清明集』55貢｡｢内有髄州推官野済 蔑視官蔵 韓為擾撃 如本州
馳買金銀 則毎両日要半銭 以配吏呉傑為腹心 受成其手 交通関節 略無忌 悼｣推官静

済に対して､｢未欲案劾 先牒本州対移都陽醇東尉｣の処分を与えたが､吏の呉傑には脊杖

七十､於原配州加上刺配一千里､並籍没其家産として厳しい処罰を下した.

297『清明集』20貢｡｢詳詞入所訴､全是吏人世界｣

298『清明集』36･37頁｡

299『清明集』633頁｡｢近世以来天下以吏貯為病 士大夫臨事情憤然惟恐吏之欺己｣

300『清明集』60貢｡裁判官の呉勢卿は､字安道､号雨巌と称し､清明集に計25件の審判

がある｡
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為陳設 遂致信悪 申劾 既而黄知県辞明 毛提刑再有一判之失絹 黄知県検挙登]連 鄭

勘所供 奥方浬不同 蓋至是則毛提刑巳知其風聞之誤夷 但黄知県先賢的嗣 具有家法

安得此事 当職久聞其柾 及到信州 州院疎決 鄭勅適以他事収禁在獄 引上取聞 就令

獄官責供 如所供則黄知県未嘗将去 安得以窺絹寛之 鄭勤等初蔦所供 乃是盗憎主人

怒黄知県之発覚耳 鄭動犯重罪断治外 黄知県之菟当輿昭雪 具申尚書省 乞輿放行注授

庶幾是非明白 士未知所勧

【和訳 県吏妄供知県取絹】 巡回官庁の責務は菟罪を晴らすことにあり､まして士大

夫の菟罪についてはなおさらのことである｡元貴渓県知県の大事に赴くにあたり､大変慌

てたことに対し､提点刑獄使の毛はその無礼を責め､処分をしようとしたところ､丁度吏

の鄭動などが貴渓県の国に納める絹の件に関して供述した｡それによると､黄知県が八十

疋を取ったとい う｡ 毛提刑はその供述を本人の自供として弾劾しした｡すでに黄知県が弁

明して､毛提刑はもう1つ判断の過失がある｡黄知県を検挙摘発するに当たって､鄭動と

方淫の供述が異なっている｡恐らくここまでくると､毛提刑はすでにその風聞 301の誤りを

察知しているOしかし､黄知県は先賢の後継ぎであり､厳しい家法を具備してこのような

ことをするはずがない｡当職が久しくその理不尽を聞いており､信州に着いた際､州院で

案件を整理したoT度鄭勅がほかの事件で獄に拘束されており､引っ張り出して喚問したo

獄官に供述を責めさせてみると､黄知県は絹を横領してないことが明らかになった｡では､

なぜ鄭勅が絹を私蔵することを以って黄知県に罪を着せたのか｡鄭動らが初めて供述した｡

その訳とは､盗賊が主人を憎むように､黄知県によって彼らの悪行が発覚したことに由来

する｡鄭勅が重罪を犯している治外と判断する｡黄知県の菟罪を晴らすべく､その官職を

回復させるよう､尚書省に上申する｡真相が明らかになり､士大夫がこの教訓を知ること

を期待する｡

この事件からも､下級官吏が地方の百姓はもちろん､長官をも弄ぶ忌悼なき悪勢力とな

っていたことが分かる｡前述した官蔵としての 『清明集』の特徴から､地方官に対して管

轄下の下級官吏を厳しく規律管理することが､『清明集』における一つの重要な課題とされ

ていた｡

このような背景の下で､『清明集』の第一件冒 ｢諮目星両通判及職曹官｣は､判決文では

301官吏の非行を弾劾し､御史に上申する文書を指す｡
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なく､真徳秀302から同僚に対する勧告文である｡その中で､彼は ｢民のため十害を除去す

べきである｣と呼びかけた303｡真徳秀は､｢稚吏下郷｣つまり背吏がやたらに郷民に権力を

振舞うのを放任することは､地方政府が除去すべき十害の一つとして挙げている｡なぜな

らば､宋代では､下級官吏が手にある公権力を用いて､百姓を威圧する嫌いがある｡従っ

て一般の百姓が官吏を虎狼の如くに恐れており､官吏を村-行かせることは樫から虎を出

すようなことに値するする害であると指摘した｡

3.5.3 私有財産の保護

伝統的儒教思想において､｢君子は義に諭り､小人は利に諭る｣(論語里仁第四)という

ように､教養もあり､立派で指導者であるべき君子は､正義に敏感であり､衆愚どもはそ

れぞれ自分の利益に敏感であると､士紳層の経済活動-の直接的関与について消極的であ

った｡このような指導精神の下で､経済力を持つ貴族である士紳層は､現実生活からかけ

離れた､繁文縛礼に縛られた世界に閉じこもっていた｡

現実の変化が思想的変革を促した｡唐末期の戦乱が門弟貴族の衰えをもたらしたO経済

活動に対する態度から見ると､門弟儀礼を強調する姿勢を改め､末代以来の新儒家は ｢人

倫日用｣の儒学を提唱した304｡新儒教の古典には､依然 ｢徳は本なり｡ 財は末なり｡｣とあ

るように､国を治めるにはまず徳を慎むべきとする基本姿勢が見られる｡しかし､すでに

人間を養うのも､残害するのも財制であることを踏まえた､｢有徳此有人 有人此有土 有

土此有財 有財此有用｣､つまり徳を慎めば民心がその人に悦服し､民心が悦服すれば国土

が完全に自己のものとして掌握でき､もちろん税､その他によって国庫に財貨が豊富にな

り､財貨が豊富なればそれがさまざまに用いられるという認識が形成されていた305｡

前述した宗教改革と関連して､新儒家の影響で､農業生産を始めとする経済活動-の社

会的関心が高まった｡特に､従来軽視されていた商人の役割が評価され､商業活動などが

奨励されていた (前述2.1.1参照)｡商人の社会における地位が著しく改善され､社会の商

品経済発展の有力な後押しとなった｡また､士大夫自身による経済活動､いわゆる ｢胎生｣

302真徳秀､字景元.『宋史』巻四三七に伝記がある｡また個人の紹介に関して､小島毅

｢牧民官の祈り:真徳秀の場合｣史学雑誌100編11号 (1991)0 43･76頁参照されたい｡
303『清明集』巻之-官吏門･申敬編 ニー三頁0

304新儒家の思想的発展は､余英時前掲書43-94頁参照
305島田度次 『大学 ･中庸』大学伝第 10章参照｡

97



への関心も高まってきた306｡ このような背景の下で､私有財産-の保護が重視された｡こ

のことは､『清明集』における大量の不動産取引､賃貸借､債権債務関する判決文にも体現

されている｡『清明集』の判例を通じて､宋代の法は経済活動とどのような関わりを持って

いたかを眺めてみる｡

宋代の私有財産に対する保護策がよく整備されていたことは､宋刑続に ｢検校｣制度が

設けられていることからも分かる307.いわゆ冬検硬を旦ものは､｢本人が死んで阜子が幼い

よき軽さ_旦司が財物を検校して､必要な分を計算_してこ塾を孤児に与え､革すべき親戚に

委置tLTg養育させ､威年になっ忠一.E)T､宮司が残りすべてを返還する上法制度である308_Oつ

まり､弱者に対する財産保護を図るための､現代の無能力者に対する後見制度に相当するo

｢検校｣という部類の判決文は 『清明集』の戸婚門七巻､巻に計4件が収録されている｡

また ｢孤幼｣という部類の下でも､検校制度を利用して､幼い孤児の財産を保護する判決

が見られる309｡

さらに､宋代政府は海外貿易を促進するための法整備を積極的に行っていた(前述2.1.1

参照)｡前述したように (2.1.1)､宋代には従来の大陸を横断する貿易路のほか､東部沿岸

地域における海上ルー トの貿易も盛んに行われていた｡著名な貿易港である明州 (今寧波)

の町は､各国の商人によって賑わっていた｡末代政府の優遇策によって､多くの外国商人

が長期間の滞在ないしは定住するようになった｡ 宋刑統巻第十二戸婚律に唐律に規定のな

い新しい ｢死商銭物 諸蕃人及波斯附｣､つまり､貿易のために来ている外国商人が死亡し

た場合の遺産処理など､外国人の権利 ･財産の保護に関する法律が整備された310｡

【原文】準 主客式諸商旅身死 勘間 無家人親属者 所有財物 随便納官 依具状申

省 在後有識認 勘当 灼然是其父兄子弟等 依数御酬還

【和訳 諸外国人及びアラビア人】 定住及び滞在する外国の商人が死亡した場合､(親

族関係を)調査する｡仮に家族も親族もいない者であれば､所有財物を官に納める｡詳細

を書状に書き､省庁に届ける｡後に受領に来るものがいる場合､調査を行い､明らかに父

兄子弟等であれば､元通り返還する｡

306北采以来士大夫の間で､土地を購入する傾向が顕著に見られる｡例えば､竺沙雅章 ｢北

宋士大夫の従居と買田｣｡
307 『宋刑統』巻之十二｡

308 『清明集』巻之七228頁｡

309 『清明集』巻之八285頁｡

310 『宋刑統』416･420頁｡
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【原文】準 唐大和五年弐月給参日動 節文 死商銭物等 其死商有父母嫡妻及男 或

親兄弟 在室姉妹 在室女親 姪男見相随者 便任収管財物 如死商父母妻児等不相随

如後親属将本貫文牒311来収認 委辱知官切加根尋 賓是至親 責保詑任分付 取領状入

案申省

【和訳】 唐大和五年(832年)2月13日勅 死亡した外国商人の財産などに関して､死

亡した商人に､父母嫡妻及男､あるいは親兄弟､婚姻していない姉妹､女性親族､姪男等

が追従しているものがいる場合､その財産を収受管理させる｡追従していなければ､後に

親族は本籍の公文書を持参して受領する｡専門調査官をもって調査し､確かに近親である

と認定した場合､保証人に相続分配をさせ､受領書を省庁に届ける｡

【原文】準 唐大和八年八月弐拾参日勅 節文 同鷹州郡 死商及波斯蕃客資財貨物等

護具候流如後

一 死商客及外界人身死 鷹有資財貨物等 検勘従前勅旨 内有父母嫡妻男親姪男

在室女 並合給付 如有在室姉妹 三分内給壱分 如無上件親属等 並合官収

一 死波斯及諸蕃人資財貨物等 伏請依諸商客例 如有父母嫡妻男女 観女 親兄弟

元相随 並請給還 如無上件至親 所有銭物等 並請官収 更不牒本貫 通勘親

族

右戸部奏請 自今以後 諸州郡 鷹有波斯及諸蕃人身死 若無父母嫡妻男及親兄弟

元相随 其銭物等 便請勘貴官収 如是商客及外界人身死 如無上件親族相随 即畳事破

銭物埋癒 明立牌記 便牒本貫

【和訳】 唐大和八年 (835年)八月弐拾参日勅

一 死亡した外国商人及び外界人の所持する財産などについて､前勅の旨に従い調査す

る｡父母嫡妻男親姪男､未婚の娘がいる場合､平等に遺産分割して給付する｡未婚の姉妹

がいる場合三分の一を割 り当てる.以上の親族がいない場合､官に納めるO

- 死亡したアラビア人､その他の諸外国人の財産などについて､商人の例に従い､父

母及び嫡妻男女､女性親族､親兄弟が相随している者に給付する｡以上の親類がなければ､

官に納める｡本籍に知らせること及び親族調査などは行わない｡

311 牒 :統轄関係のない機関の間に往来する公文書の名稀｡
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ここには､死亡した商人の財産に対して保護が手厚く､遺族の徹底的調査を行うのに対

し､普通の外国人の場合は本籍にまでは知らせないとの差別が見られる｡

以上の事例は､民間当事者個人の財産に対する官府の積極的な利益保護であるが､その

他の保護策としては､官と民の財産関係を調整する判決において､｢官不争利 (官は民と利

益を争わない)｣という原則がよく援用されていた312｡官府との関わりにおいて､商人に対

する利益の加害者は､しばしば官の立場からのものであった｡前述した真徳秀の同僚に対

する勧告文におけるその第十害とは ｢低価買物｣つまり､官府による買い取りの際､市場

より安い価格を強要することである｡｢物が同じであれば､当然価値も同じであるべきであ

る｡公と私の区別があるものか｣ と商人を保護するように官僚を強くいさめた｡

しかし､､騎馬民族の侵略に対応するための腰大な軍事支出を捻出するため､時に地方官

府は財源の拡大に没頭していた｡ 末代では､法定相続人がいない場合は ｢戸絶｣とされ､

財産が官に没収される制度が設けられていた｡宮司はこれを濫用して不法に民間人の財産

を官に収めるケースが多発していた｡ 例えば､『清明集』巻八戸絶の目には､｢夫亡而有養

子不得謂之戸絶｣の条に､裁判官はまず未亡人の阿廿が再婚したとはいえ､3歳以下の養

子がいるから明らかに戸絶に当たらないと指摘した｡そして ｢宮司亦惟微利是噂 不顧義

理 不照法令｣の非を批判し､戸絶の判決を棄却し､財産を阿廿に返還させた313｡

また､前述した検校のような一時的に官に預かる財産に関しても､慎重な姿勢を示したO

-例として､胡頴は法定相続人のない､官に帰すべき財産を､その同族の人に帰属させた

判決があげられる314｡

『清明集』｢人品門｣において､宗室 (皇帝の親族)､士人､僧道､牙櫓､公吏､軍兵な

どそれぞれの立場､職業における犯罪を裁き､正しい倫理道徳を提唱した｡特に牙櫓の目

312｢官輿民争利｣に関する論議は古く漢代の塩鉄論､つまり塩と鉄を国の専売商品にすべ

きか否かを争った有名な論議から由来する｡その後専売を廃立繰り返し変化したが､唐代

を通じて｢工商雑類 不得預於士伍｣つまり､科挙試験に参加する資格を与えないように､

基本的に商人を抑制する政策を実施していた｡なお､唐代においてすでに重商思想が芽生

えていたと指摘されているO益宝山 ｢唐代重商思想的興起｣『中国経済史研究』1997.3.
93･105;156頁｡

313『清明集』巻之八272-274頁｡
314『清明集』巻之八28卜282頁.｢徐一半本合没官 当職索不善行此等事 似若有所利而
為之者｣､つまり ｢残りの半分が官に没収すべきであるが､まるで､官が利益目当てに検校

を行っているようであるから､私はこのようなことは好まない｣｡
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には ｢治牙倫 (才取り)父子欺晴之罪｣ 315という案件において､胡頴は牙槍の悪行を懲ら

しめ､客商顔文龍の利益を保護した｡

【原文】治牙倫父子欺晴之罪 大凡求利 莫難於商賛 美易於牙倫 奔走道途之間

蒙犯風波之険 此商質之難也 而牙倫則安坐而取之 数倍之本 趣錐刀之利 或計算不

至 或時月不対 則厳折本柄者常八､九 此又商質之所難也 而牙倫則不問其利息之有

無 而己之所解落者一定而不可減 故日英難於商質 実易於牙倫 為牙倫者当念其勤労

念其険阻 公平其心 輿之交易可也 乃又従而欺摘之 其不仁亦甚真 顔文龍不遠千里

輿販貨物 投托李四之父子 前後巌験其牙銭 亦必不少 顔文龍意其可托 遂以銀会寄

於其家 取守会以為証 自謂他日必可執券取償 豊科李四父子全無信行 逮欲従 而乾

没之 及至到官 乃謂保正立蟹頭文字 係是尋常富室欺凌愚民之所為 李四父子既為牙

伶 乃世間校狩人也 豊肯甘心立此等文字 輿遠郷客人乎 此蓋万無是理 李四為此言

不特以顔文龍為可欺 是以太守為亦可欺臭 欺商且不可 況欺太守乎 為牙人至於敢欺

太守 則前後之被其欺者 不知幾人臭 欠負之罪軽 欺晒之罪大 李七五､李四杖一首

押出府界 偽監還所欠銭､銀

【和訳】 凡そ利益を求めるのに､商質より難儀するものはなく､牙槍より容易なものは

ない｡悪天候を衝いてあちらこちらとかけずり回るのは､まさに商賓の難儀である｡商質

は数倍の元手でわずかばかりの利益を追い､予測が甘かったり､タイミングが悪かったり

して､元本割れることもそう珍しいことではない｡これまた商質の難儀とするところであ

る｡しかしながら､牙倫はといえば商質の収益があがろうがあがるまいが､自分の中間マ

ージンは一定であって減ずることはない｡故に ｢商質より難儀するものはなく､牙槍より

容易なものはない｣というのである｡牙倫たる者､商質の労苦をおもい､道の険しさをお

もい､｢公平｣を旨に商質と取引すればよいのである｡にもかかわらず､またほしいままに

商質を欺くとは､不仁たることこの上ない｡

顔文龍は千里をも遠Lとせず､貨物をさかんに商っており､李四に資産を託したほどで

あるから､その間収益も上がり､そこからの牙銭も少しばかりの額ではなかったはずであ

る｡顔文龍は李四を信頼に足ると考え､銀と会子とをその家に預け､守会を取って証文と

した｡他日必ず証文で金に引き替えることができると思っていたのである｡が､あにはか

らんや､李四父子にはまったく誠意がなく､これをただ取りしようとしていたのである｡

315『清明集』巻之十一 人品門 409頁｡
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出頭するに及んで､李四父子は保正が双方が一筆かいた保証書を取っていると言っている

が､これは金持ちが愚民を欺く際の常套手段である｡李四父子は牙櫓であるからには､世

の中でもとりわけ校滑な輩である｡わざわざこのような文書をつくって遠郷の商人に与え

ることなどあり得ない｡このような言いぐさには何の道理もあるまい｡李四がこのような

ことを言 うのは､ただ顔文龍を欺けると見なしているのである｡商賓を欺くことさえ許さ

れないというのに､知州を欺こうなどとは果たして許されることであろうか｡牙人の分際

でぬけぬけと知州を欺こうとするのであるから､この間に欺かれたものは数が知れない｡

横領の罪は軽いが､欺晴の罪は大きい｡李七五､李四は杖一首とし､府外-護送せよ｡な

お横領した銀､銭は強制返還させよ｡

以上の 『清明集』の事例からは､裁判官の私有財産保護に対する熱意が感じられる｡

3.5.4 ｢無訟｣への努力

『清明集』判決文から伺えるもう一つの特徴として､殆どの裁判官は､訴訟自体に対し

て､厄介なもの､災厄の始まりだと見ている｡判決文の中からは､裁判官が ｢無訟｣状態

-導こうとしている努力が随所に見られる｡訴訟は紛争解決の一手段として設けられてい

る以上､なぜ裁判官はその利用を嫌うのであろうか｡『清明集』裁判官の訴訟に対する言行

からその理由を探ってみたい｡

まず､｢健訟｣ 316という､宋代の社会現象に対する反動だと見ることができよう｡前述し

たように､宋代にける経済活動､特に土地取引の活発化による紛争が多発していたのは､

客観的事実である｡江西省衷州の場合､北栄になって戸数が唐代の 10倍近くまで増加し

たにもかかわらず､所轄の地域は変動がなかったO従って､景徳年間 (1004･1007年)の

知州が言 うように ｢壌沃而利厚 入寮而訟多｣､つまり､土地と人口の不釣合いによって争

いが多く発生した｡しかし､県には4人の官僚しか配備されていないように､最小限に抑

えられた官僚組織は初めから対応できない状態にあった｡

例を挙げると､方岳の個人文集の中で､｢私が毎日訴状を引き出して見ると､中には母子､

兄弟､叔蛭間の訴訟が大半を占める｡風習教化に関わり､安易に取り扱うべからず｡私は

316健訟については､宮崎市定 ｢宋元時代の法制と裁判機構｣には江西の好訟の風習を言

及した｡また赤城隆治｢南来期の訴訟について-｢健訟｣と地方官｣『史潮』16(1985);育
木敦 ｢健訟の地域的イメージ-ll-13世紀江西社会の法文化と人口移動をめぐって｣『社
会経済史学』65-3､ 1999､許懐林 ｢宋代民風好訟的成因分析｣漆侠編 『宋史研究論文集』
(河北大学出版社､2002)所収｡などの研究がある｡
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息子に対し親孝行に従い､弟に対して悌に従うように､人に勧めている｡しかし､おそら

く私自身の操行が良くないがため､その風習は一向に良くならず､健訟の悪習は終に是正

できない｡ある日二枚の骨の断片を持って叔父が父親の足を骨折させたと訴えてくるもの

がいる｡あまりにも天倫に反しており､驚かずにはいられない｡反逆だとして詰問すると､

また全てうそだと供述した.この一例をから､その他も同様であると伺えるだろう｣と書

かれている317｡

『清明集』にも健訟現象が描かれている｡たとえば､李辺は､県の裁定と転達使の判断

を不服して､田地買戻し訴訟を延べ9年かかった｡胡頴は､事件の書叛を逐一調べたとこ

ろ､李辺が確かに言語道断であると判断したOそれは､｢供述の間､法文の-つ一つに口を

挟み､質取主をだまくらかそうとするばかりか､宮司を見方に､会子の値段を安くしたこ

とに固持する｡一口を開けば､一にも二にも ｢聖旨に違背している｣とい う｡ 官司が明白に

彼の非を知りつつも､畏縮してしまって､罪科を加えようとせず､質取主が彼の瓢告に遭

っていることが明白でも､轡屈して此れと相争おうとしないようにさせてしまう｡老滑牧

滑で訴訟に長けた悪者でなければ､どうしてここまで念入りの企みができようか｣｡典型的

健訟の者である李辺を非難した318｡

また､訴訟が起きることは､儒教的思想から言えば､地方官の教化不利が原因とされて

いる｡『清明集』の判決文には地方長官としての裁判官が､自分の徳が不足しているため､

民が訴訟に出ることを反省する文言がしばしば見られる｡たとえば､胡頴は叔父と姪との

財産争いを審理する際､まず ｢聴訟 吾猶人也 必也 使無訟乎｣という孔子の言葉を引

用し､｢当職人徳薄ぐ人望が残りがゆえ､明徳を明ら坦 ⊆_Lて教化を推し進めて､士風を旦

-ドする力に不足している‥そのため､ひ三･まくれて争い､いじめ侮る行為が見られ′て､先

人に対して悪他するところが多い:と自責していた319｡

また､『清明集』の附録には､以下の-篇がある｡

t原文 黄氏日抄 詞訴約束 一 詞訴総説 】訟乃破家滅身之本 骨肉変為菟讐 隣里

317 『秋崖集』巻二十四 ｢輿察意 (又)｣｢某日日引状 其間母子 兄弟 叔姪之相訟 孟

多有之 風化所関 其敢軽易 所謂興人子音依於孝 興人弟言依於弟 (悌の誤) 如此而

巳 然以某操行無素 末易樽移 幕訟之風 終或不免 一日有持砕骨二片訴叔折其父之足

音 天倫之逆 豊不厳然 責反坐而追究之 則皆妄也 挙此一事 可以例其余｣

318『清明集』巻之九311貫 ｢典買田業合照当来交易或見銭或銭会中半収購｣｡和訳は梅原

郁 1986 286-289参照0

319『清明集』391貢O
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変為仇敵 胎禍無窮 雄勝亦負 不祥莫大蔦 但世俗惑於一時血気之盆 苦不自覚耳 撫

州礼儀之郷 何有於訟 近亦聞負珂筆之誘320 識者固差之 況当機歎之余 正宜省事之

目 撃如病後 将息為上 亦豊人戸争訟之時 惟是当職徳薄 不足以任教化之責 恐或者

未能忘訟 勉為依例門放 以通民情

【和訳】訴訟は家を破 り､身を滅ぼすもとである｡親族の間に恨みを生じ､隣里が敵の間

柄となり､その災いがきわまりなく､訴訟に勝つこともまた損することになる｡これ以上

の不吉なことはない｡しかし､世間の人は一時の衝動に惑わされ､この苦労を自覚してい

ない｡撫州は礼儀の郷であり､訴訟には馴染まない｡だが､近時もまた教訟の噂を耳にす

る｡識者はかねてから教訟を蓋じているが､まして飢健の後､正にことを省くべき時に当

たり､病後の人間と同じく､休息が最善である｡ましてや､人戸が訴訟で争う時期ではあ

るまい｡思うにこれは当職の人徳が薄く､教化に任ずるに足りないからである｡ある場合

には､まだ訴訟が起こされるかもしれない､私は例を作り門に掲示して､民に知らせる｡

特に裁判官は儒教的倫理観から､訴訟による親族､宗族ないし隣里､地域社会関係の破

壊を恐れ､訴訟による解決を選択すべきでないと主張した｡判決文の文言からは､裁判官

が ｢無訟｣状態-と努力する姿勢を感じ取ることができる｡『清明集』冒頭において､真徳

秀は官僚に対する勧告文の中で次のように説教した321｡

【原文】当職昨在任日 通親戚骨肉之訟 多是面加開諭 往往幡然而改 各従合会而去

如卑幼訴分産不平 圃当以法断 亦須先諭尊長 自行従公均分 或堅執不従 然後当官監

析 其有分産巳平 而妄生詞説者 却当以犯分笹岡坐之 今請知 佐転聴訟 常以正名分

厚風俗為先 庶幾可畢姶薄

【和訳】 当職は過去の在任の間､親族間の訴訟のケースに対し､概ね直接当事者と対

面し､説得したところ､往々にして当事者は納得し､和解して訴訟を撤回する｡たとえば､

卑助が財産の分与を不公平として訴えてくる場合には､勿論法に従って裁断すべきだが､

まず長尊たちに自ら公平に分け直すように勧告するべきである｡頑固に従わない場合､官

の権威を発動して強制的に監理する｡既に公平に分与を済ましたにもかかわらず､やたら

に文句を言い出す者に対しては､その犯行に応じて罰するべきである｡ここで訴訟審理を

320珂筆は教訟つまり法律を教え､訴訟を唆すことをさす｡ 梅原郁訳注 『名公審判清明集』

88貢｡注3参照｡
321『清明集』巻之- lo貰o
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補佐する際､常に名分を正し､風俗を厚くすることを優先することとし､(裁判に勝つよう

な)健倖心理を無くすことが期待できよう｡

実際 『清明集』の判決において､法条を明示しながらも､当事者を調停し､和解させた

例が20例ほどある322｡ その際､法による権利の確定というよりも､｢和睦｣という正しい

人間関係の維持が最高の目標とされた｡以下の判決を見よう｡

【原文】郷隣之争勧以和睦 大凡郷曲隣里 務要和睦 縫目和睦 則有無可以相通 緩

急可以相助 疾病可以相扶持 彼此皆受其利 綾自不和睦 則有無不復相通 緩急不復相

助 疾病不復相扶持 彼此皆受其害 今世之人 識此道理者甚少 只争眼前強弱 不計長

遠利害 綾有些小言語 便去要打官司 不以郷曲為念 且逆打宮司有甚得便宜処 使了盤

纏 廃了本業 公人面前陪了下情 着了銭物 官人廊下受了驚嚇 喫了打細 而或輸或粛

又在官員筆下 何可必也O便作亮了一番 菟菟相報 何時是了 人生在世 如何保得一生

無横逆之事 若是平時有人情在郷里 他日衆共輿相遮蓋 大事也成小事 既是輿郷隣讐隙

他便来尋針寛線 歌風作浪 小事也是大事真 如此 則今日之勝 乃他日之大不勝也 当

職在郷里 常常以此語数人 皆以為至当之論 今蓑傾守於此 毎日受詞 多是因閑唇音

遂至興訟 入詞之初 説得十分可畏 及至供対 原来却自無-些事 此等皆是不守本分

不知義理 専要争強争弱之人 当職之所深窓 正要懲一戒百 今観唐六一訴顔細八 顔十

一之田 只是因楊四唆使之故 楊四処郷隣之間 不能勧諌以息其事 而乃闘 (闘)喋以激

其争 遂使両家当此農務正急之時 拙家失業 妄輿詞訴 素煩官司 其罪何可逃也 楊四

杖六十 唐六一顔細八 顔十一 当廟責罪賞状 不許帰郷生事 並放 仇各人給判語一本

令将帰家 遍示郷里 亦興教化之一端 (『清明集』393貢)O

【和訳】 郷隣之争勧以和睦

およそ郷曲隣里の間は､和睦を必ず維持しなければならない｡わずかな和睦があれば､

すなわち互いに通じ合える｡急場の時は助け合い､病に構ったときは互いに扶助すれば､

互いにみんなこれによって利益を受ける｡しかし､わずかでも和睦がなければ､すなわち

互いに通じ合えない｡急場の時も助け合えず｡病に構ったときにも互いに扶助できず｡互

いに弊害を受ける｡今の世の中の人々は､この道理を知る人は少なく､専ら目前の強弱を

争い､長い目で利害を考えない｡ただ口論しただけで､すぐ裁判を起こそうとする｡郷曲

322王志強 ｢『名公害判清明集』思想初探｣『法学研究』第五期 (1997)131頁参照｡
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の関係が念頭にない｡考えれば訴訟を起こすには､何の利益があるのか｡旅費はかかるし､

本業は廃され､公人323の前に頭を下げ､賄賂の財貨を払わされ､官人の法廷において驚か

され､それでも勝つか負けるかは官の筆次第である.する必要があるのか｡仮に一度勝訴

しても､恨みを以って恨みに報い､いつになったら終着がつくことか｡世間における人生

はいつまでも順調でいる保証はどこにもなく､仮に郷里において人情があれば､相手も自

分もみんな一緒に助け合い､大きな事件も小さくて済むO仮に郷里との関係に傷を残せば､

相手は些細な事でもわざとことを起こし､小さいことも大事に至りかねない｡このように､

目先の小さい勝訴は､明日の大きい敗訴につながることになる｡当職は郷里にいる際､常

にこのことを示して人を説得教化した｡みんなももっともだと思っている｡

今ここで守の職にあり､毎日受理する訴訟の多くは､暇な口論から訴訟に至ったケース

ばかりである｡訴状の初めは事情を恐ろしいほどに誇張し､面接して聞くと､本来大した

ことではないのが分かる｡これらはみんな､本分をわきまえず､義理を知らず､専ら強弱

を争おうとする連中である.当職がもっとも嫌いなのものであり､一罰百戒として処分し

たいところだ｡この度唐六一が顔細八､顔十-の田地に対して訴え出たのは､楊四という

ものに唆かされたからである｡楊四は郷隣の間の事に関して､ことをしずませるように勧

告するどころか､逆に口を挟んでその争いを激化させた｡遂に､両家はこの農務の急な時

期に､家を離れ､本業を怠り､はばかることなく官司を煩わせ､訴訟を起こす結果になっ

たOその罪は逃れうるものではないO楊四は杖六十､唐六一および顔細八､顔十一は､法

廷においてその罪を詰責し､判決を言い渡した｡帰郷後再びことを起こすことは許さない｡

釈放し､各人に判語一本を配り､家に帰ったら､郷里に遍く公示するように命じる｡これ

もまた教化の一役を果たすこととなろうO

また､胡頴は､健訟の者を懲らせ､訴訟の利害を分析した以下の判文がある324｡

【妄訴田業原文】 詞訟之興 初非美事 荒廃本業 破壊家財 欝吏諌求 卒徒斥辱 道

塗奔走 肝獄拘囚 輿宗族訟 則傷宗族之恩 典郷党訟 則損郷党之誼 幸而獲勝 所損

巳多 不幸而輸 維悔何及 故必須果抱菟抑 或貧而為富所兼 或弱而為強所害 或愚而

為智所敗 横逆之来 逼人巳甚 不容不一鳴其不平 如此而後輿之為訟 其曲不在我央

今劉緯自是姓劉 乃出而為襲家論訴田地 可謂事不干己 想其平日在郷 専以健訟為能事

323末代では､官僚を ｢宮人｣､それ以外の役人を ｢公人｣と呼んでいた｡

324『清明集』巻之四 ｢妄訟田業｣123頁｡
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今事在赦前 固難追断 然若不少加懲治 将無以為姦校者之戒 従軽決竹箆十下 劉良臣

押下余塵 喚襲孝恭供対 愈廉所擬 反覆曲折 凡百千言 襲孝恭之虚妄 巳灼然可見

縦使有理 亦不応隔百余年而始有詞 況理曲平 戸婚之法 不断則詞不絶 襲孝恭杖八十

劉良臣照契管業

【和訳】 訴訟を起こすというのは､初めから芳しいことではない｡それは本業を荒廃さ

せ､あるいは家財を使い果たし､あるいは背吏に攻められ､卒徒から辱められ､宗族と訴

訟する場合は､宗族の恩義を傷つけ;郷党と訴訟する際は郷党の誼を傷つけることになる｡

幸いにして裁判に勝ったとしても､その代償は実際には大きい｡不幸にして敗れた場合､

後悔しても遅い｡したがって､裁判は本当に屈辱を抱いていたり､あるいは富をもって貧

しい人をいじめる場合､あるいは弱者が強者に迫害されている場合､純朴な人が校滑な人

に負けた場合､よこ､しまな行いによって､ひどく責められて不平を訴えなければならない

場合などである｡甚だせめられている状況におかれたときにはじめて訴訟の道を選んだと

しても､(訴訟を起こす)落ち度はあるまい｡今､劉練は劉姓であるにも拘らず､襲家のた

めに出頭して田地について争っていることからもわかるように､普段から郷里においても､

自身と関係のない案件に口を挟んでいる専ら訴訟をしている健訟の者であると推察できる｡

今､大赦の目前で､本来は､彼を処罰できないが､このような牧狩な者は､懲らしめない

といさめることはできない.従って､竹鞭 10回の刑に処すOそして､劉良臣を愈廉に送り､

襲孝恭を喚問した｡愈廉によって書かれた調査番をみると､供述内容がだらだらと駄言を

くりかえすだけで､襲孝恭がうそをついたことがはっきりとうかがえる｡理にかなうもの

であっても､百年あまりを経てから訴えにでるのは正しいやり方ではない｡ましてや､こ

の主張には合理性が無い｡戸婚の紛争は､明確に判断を下さないと､当事者が訴訟を取り

下げない｡ここでは､襲孝恭を杖刑八十回に処する｡劉良臣には契約通り財産を管理させ

る｡

以上の判決文は､訴訟による紛争解決の不利益を列挙して､訴訟を唆すものを賞罰し､

当事者を説得宗族における解決方法を勧めていた｡特に宗族内における訴訟の場合は､初

めから受理しないようにしていた325. その一例として､方岳の判決に ｢訴族入行盗 (府学

325｢親族之訟宜緩｣張養浩 『為政三部書』62頁｡
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校の生徒である藤伯友が同族の人を窃盗犯として告訴する)｣の一件がある326｡

【原文】訴族入行盗 絡伯友訴所失 不過錫瓶 布袋耳 而捜之族 則功総之親也 昔人

有遭盗者 日 章深夜無人知 吾若執爾 遂使爾終身受盗賊之名 書不忍也 彼於凡人尚

能如此 而況同曽大父之叔姪乎 遂使干達者数人 締縄者数月 学者不知此也 学司除学

籍 余人放

【和訳】騒伯友が盗難にあったと届けてきた｡失ったのは錫の瓶と布の袋だけであるが､

彼はその祭祀を共とする同族人を拘束して捜査した｡昔ある盗賊に会った人が､(泥棒に)

言う:｢幸い今深夜であり､知る人がいないoもし私がお前をつかまえば､お前に一生盗賊

の罪名を着せることになる｡それは忍びない｡｣他人同志でさえこのようにできるのである

から､況わんや祖父を同じとする叔父とおいにおいてをや｡藤伯友が関連するもの数人を

数ヶ月拘束しているというが､学問に携わる者はこのようにすべきではない｡学司 (提点

学事司)に通達して藤伯友を府学から除籍し､拘束している者は即刻釈放しろ3270

一旦受理された裁判において､裁判官は事実を調査して両当事者の権利 ･義務関係を

明らかにした上､訴訟をやめさせ､和解を勧めた｡『清明集』智之九 ｢戸婚門｣｢質入屋而

自起造｣の判決があるO

【原文】李茂森賃入店舎 不待文約之立 不取主人之命 而遅行撤旧造新 固不売専檀

之罪｡但自去年十月初興工､至今年三月末迄事､歴時如此其久､蒋邦先登不知之?若以為

不可､則当不侯終日而訟之干官免 何為及今而始有伺?況当其告成之后､又嘗有筆貼 (柿)､

令其以起造費用之数見諭｡以此観之､則是必巳有前定之言兵｡不然､則李茂森非甚愚元知

之人､豊肯冒然絹金磨粟､為他人作事哉 詞訟之興要不為此､必是見李茂森具数太多､其

間必不能一一みんな賓､所以興訟以逝之､其意不通欲動其裁減銭数耳､非果欲除其屋也O

小人肝状､有何難見 両家既是親戚､畳宜為小失大?押下本願､喚隣里臥公勧和､務要両

平､不得偏党｡五日｡"

326秋崖集に､方岳自身の所属する宗族成員が訴訟を起こして､地方官から意向を聞かさ

れたことに対する二件返事の手紙が収録されていた｡｢輿族人｣巻二十四の中で､人倫を称

え､･訴訟をやめるように勧めたものだが､聞き入れられはかったため､知県の李事に公平

に処理するよう求めた ｢回李宰｣静嘉堂文庫所蔵巻二十一｡従来取り上げられなかったた

め､附録する｡

327『清明集』393貢｡学司とは中央政府から派遣され地方の学校教育､科挙試験などを監
督する提点学事司の略である｡おそらく賂伯友は当時州学校の生徒であったと思われる｡

108



【和訳】李茂森は他人の店舗を賃がりしていて､文書の約款を立てず､所有者の命令もな

しに､突如として古い建物を穀し新しく建てかえた｡勝手な振舞をした罪を逃れられない｡

ただ昨年十月はじめに着工してから､今年三月の竣工まで､かなりの日数がたっている｡

蒋邦先が果してこれを知らなかったのだろうか｡もし不本意ならば､完工の日を待たずに､

おかみに訴えるべきである｡どうしていまごろ始めて文句をつけるのか｡まして､その竣

工のあとに､また書きつけにて､工事費用の額を知らせるようにさせているではないか｡

これから考えてみると､必ず先にとりきめた約束があったはずである｡そうでもなければ､

李茂森はあやめもわかぬバガではないのだから､どうして一途に金銭穀物を使って他人の

ために工事をしようか｡

訴訟が起ったのは､つまるところ､そのためではない｡きっとこれは李茂森が列べ上げ

た数字が大きすぎこそのうちの-つ一つが全部本当であるわけはないと見て､それで訴え

出て､それに対処しようとしたものである｡その意図は､彼に圧力をかけ､費用の額を少

なくしたいためにすぎないので､本当にその家屋を放してしまいたいわけではない｡小人

どもの悪だくみを見抜くのは別に六ケ敷いことではない｡

李と藤の両家は親戚の間柄であるからには､小さい問題にこだわってもっと大切な事

柄をうしなってほならないだろう｡ 所属の席に護送し､隣里の人を喚問し､公正な立場か

ら和解をすすめる｡ぜひとも､どちらにも公平にし片寄りがあってはならない｡五日328｡

現代の観点から見ると､これは典型的不動産賃貸契約に関する民事的紛争である｡裁判官

は房屋の所有者蒋邦先が貸借人李茂森の無断改造行カを訴えたのは､貸借人李茂森改造の

費用がきっと一つ一つ誠実に請求していないと思いこみ､所有人蒋邦先が訴訟を利用して､

工事の費用を値引きさせる狙いが隠されていると判断した｡これに基づいて､裁判官は両

当事者が親戚であることを持ち出し､金銭の小利より､親睦関係の方が大事であると諌め

た｡

要するに､当時の司法における最大の目標は､宗族内部の人間関係を調整することであ

った｡その際に､唐代以来の家族主義が継承され､儒教的宗法原理が重視されていた｡し

かし､たとえば財産に関する紛争の場合は､経済法とふるい宗法主義の間矛盾が生じてく

る｡普遍的法を適用するか､それとも家族主義の秩序に埋没させるかが焦点となる｡複雑

な経済活動によって､宗族内における経済力の格差が当然生じてくる｡従って経済的力に

328梅原訳 328･329京｡
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よって､宗族内部の上下関係秩序が脅かされる可能性が出てくる｡『清明集』巻之十宗族の

目には､察杭 (久軒)｢侍富凌族長｣の判決が正にこのような案件である329｡

【原文】本司以勧農河渠緊衝 水利固当定奪 本職以明刑弼教為先 名分尤所当魚 拓

寛以富而凌虐其窮困之族叔 動輪以服絶為言 如此 則族之尊長皆可以服絶而穀辱之臭

後生小子 不知有宗族骨肉之義 本合科330断 以其精能読書 不欲鈷其士節 押下愈廉

請呉兼余塵楚331二十 以為惇富凌族長者之戒 伍帖332県厳行 不許富豪覇占水利 以困小

民 其蒋啓特典免追 詞人放

【和訳】本官司は農業を勧めるに当たって､河渠を連繋させ､水利事業を必ずよくしな

ければならないとした｡また当職は法度を明らかにし､以って教化を助けることを最優先

にして､ 特に名分 (名-社会的役割 分-名に相当する職分､務め､本分)を正すこと

をもっとも急務としている｡蒋寛は富を以ってその窮困の族叔を欺く｡ややもすれば服が

すでに絶した親族333であると主張する｡その理屈でいくと､すなわち宗族の目上の人がみ

んなこの ｢服絶｣を理由に辱めることができるではないか｡青二才､宗族には骨肉のよう

な義があるとは知らないのか｡本来ならば法によって断罪すべきであるが､蒋寛が少々書

を読めることに配慮し､その士の節操を汚したくない｡愈廉に送り､呉兼愈に荊の枝の鞭

を20回たたく刑に処し､以って族長を欺くことをいさめる｡また県に文書を送り､富豪

による水利の独占､平民を困らせることを厳しく禁じるように指導する｡特別配慮して汚

啓を処分せず､その他の人は釈放する｡

宗族及び地域共同体における秩序の破壊は､紛争の増加をもたらした｡地方官は宗族内

における訴訟を未然に防ぐため､郷約を重要な教化手段として用いた0『清明集』に､胡頴

は在地の士紳劉司戸が ｢郷飲酒穫｣を主催することに対し､傍文を書き､賞賛した334｡

【原文】勉寓公335畢行郷飲酒穫為郷間 336侶 当職猿以非才 承乏守郡 毎自惟念公朝推揮之

329『清明集』392貢｡
330科は法律を指す｡

331楚は荊の枝､睡楚つまり枝を鞭としてたたく刑罰｡

332帖 :上級官府から下属官府-の公文書｡

333通常祭配を共にする ｢五服｣の関係を超えた､遠い親戚関係を指している｡

334『清明集』395貢｡
335寓公とは一般的に他郷に寄居する官吏身分を有する人を指す｡

336郷間つまり郷里､郷曲とも言う｡
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意 童徒責以簿初期会337之最 刀筆麻箇之務而巳 教化固将使之宣明 以厚人倫而美習俗

也 故自交事以来 凡布之於梼帖 形之於書判 施之於政事 莫不拳拳然以人事其父兄

出事其長上者 為吾民訓 今既数月寅 近者見而知之 遠者聞而知之 其比間族党之間

自宜詳鰻此意 長者勉其少者 智者轟其愚者 賢者誘其不肖者 相率而為礼儀之帰 而旧

俗為之一撃臭 然毎関訟牒 帝争凌犯之習 曾不少衰 其間338利害不能以梯米339 既為欺

詐以相傾 挟財力以相勝 結党仇以相攻 不特親戚郷里反眼若不相識 錐父子伯叔兄弟亦

復相視如蓬讐然 鳴呼 天惟輿我民葬340 豊若是哉 蓋移風易俗 使夫人回心而向道 類

非俗吏之所能為爾 当職其敢不日沓 徒愈疾於頑 而弗思所以為辿吉康之道乎

鏑惟三代教民之法 莫切於郷飲酒市豊 観其致尊遜以教不争 致潔敬以教不慢 父坐子立

以教孝 老坐少立以教悌 序賓以賢以貴徳 序坐以歯以資長 序僕以爵以貴貴 飲食必祭

以示不忘本 工歌必厭以示不忘功 燕及沃洗以示不忘賎 凡登降辞受献酬之義 蓮豆341鼎

狙之器 昇降合楽之節 無非教也 当是時也 父輿父言慈 子輿千言孝 兄輿兄言友 弟

輿弟言順 少而習常 長而安鳶 其父兄之教 不粛而成 其弟子之学 不労而能 故其俗

既成之後 難衰世之公子 皆篤於信厚 而非止於麟祉之盛時也 維江漢之匹夫 皆知無思

犯礼 而非止於京邑之近也 錐抱負之賎妾 皆知日克意義 而非止於閑雅 342之后妃也 雄

牛羊之賎吏 皆知有所不忍傷 而非濁公卿大夫之賢也 是以孔子日 吾視於郷而知王道

又日 郷飲酒之稽廃 則長幼之序失 而争闘之獄繁央 然則是稚之廃輿存亡 其所繋豊不

重欺 万世之下 有志於化民成俗者 舎此而将集先蔦 唐李正一為常州刺史 大起学校

堂上書孝友 樽示諸生 為郷飲酒而人人知勧 装焼之為宣州刺史 亦挙行此 歌至白華

華黍 南陽等章343 言孝子養親 及物遂性之義 聞者至於泣下 天理之在人 其不可混滅

也如此

夫当職不日掃度 轍有効肇之心 将輿諸君子清明韓習344而推行之 使郡之父老子弟 相

輿周旋揖遜乎其間 日就月将 耳滞日染 遷替遠罪 而不日知 獄訟止息 刑措不用 則

837期骨 :一説は指定期限､政令的施行を指すoまた-年一度の会計を指す説もある.

838間 :樫つまり範囲､境界｡

339梯米 :些細な事を意味する｡

340民舜 :｢奔｣つまり常理､人民の自然な倫理を指す｡

341蓮豆 :祭配を指す｡

342開脆 :『詩経 :閥雄』開閉之推､在河之洲｡開閉水鳥雌雄の間鳴き合う声を指す｡夫棉

恩愛を愉える｡

343 白華とは 『詩経』の篇名､白華とは孝子的潔白をさす｡

344棒習 :練習､畢習｡
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期民不懐於斉魯之民 而太守亦庶幾不為襲黄345之罪人臭 濁抱此志 未知所遂 而劉司戸

乃先得我心之同然 首以為郷曲個 室聾 346一紙 葡然仁義之言 当職撫巻三歎 真不図為

楽之至於斯也 魯無君子 斯蔦取斯 吾今而後 益信郡人之足用為替也 昔王豹処於洪

而河西善講 師居処於高唐 而斉右替歌 為其事而無其功者 未之有也 願司戸輿同志之

士力行之 異時有争訟曲直者 望王烈之慮而復還 人之欲畏不善者 恐司馬公郡先生知之

而止 如州則豊惟郡人有恥且格 経由之 兼蓉天下不難臭 覚不盛歎 請今過行穫時 録

名見示 庶可因其従達 察其所簡 且欲薄助銭酒 以見区区勧勉之意 併梯市曹及両県

如各郷士民有能倣此者 仰各県采実具申 当行褒賞 以為風俗之勧

【和訳】当職は非才を以って郡守の役命を引き受け､常に朝廷が私を選んだ真意を考え

ている｡責任が任されているのは､単に帳簿会計の正確さを守り､或は文書管理の仕事の

みではない｡かねてより､また明徳を明らかにして､郷民の教化を推し進めることを期待

され､以って人倫を厚くさせ､習俗を美化することを心かけてきた｡故に役目を受け継い

で以来､凡そ頒布した梼帖文書においても､審判に示されたものも､政事に実施されたも

のも､皆真心をこもって､家では父兄につかえ､外では目上の者につかえることを以って

人民-のいさめとし､すでに数か月が過ぎた｡近所の者は見てこれを知り､遠いものは聞

いてこれを知る｡宗族及び郷里の間で､この真意は身にしみてよく分かっているはず｡年

上者が若き人を励し､聡明なものは愚かな者に教え､賢者が不肖者を誘導し､相携えて礼

儀に近づき､古い習俗はこのことによって取って代わられる｡しかし､毎回裁判文書を読

むと､当事者はひねくれて争い､互いにいじめ侮る風習が少しも衰えない｡その利害を精

確に分けなければ､たちまち詐欺だと相排斥する｡また､財力をたのんで相争い､一味を

組んで相攻撃する｡親戚隣里の間柄も考慮せず､反目すると他人のようにし､父母叔父兄

弟の間柄もまた､仇敵のようである｡ああ､天が我々に与えた自然の人倫は､決してこの

ようなものではない｡思うに古い風俗習慣を改め､人民を回心させ正しい道-導くことは､

俗吏のできることではない｡私は庶民の頑固さに怒ってばかりで､何を以って正しい道に

導くことができるかという方策を考えていない｡当職は自己反省をしなければならない｡

私は､三代の聖君による人民教化の方法は､郷飲酒確より大切なものはないと思う｡尊

敬と謙遜の礼を成し遂げて争いをやめさせ､潔さと敬いの心を酒養して高慢心を無くす｡

345襲､黄 :漠代有名な循吏襲遂及び黄覇の二人を指す｡

346塞蜜 :詩文が美しく人の心を動かす様子｡
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父親を座らせ子供を立たせることによって､親孝行を教える｡年寄りを座らせ若者を立た

せることによって､悌を教える｡賢明の差によって客席の順序を決め､有徳者を尊敬する｡

年齢によって座席の順序を決め年長者を敬う｡爵位によって賛礼の順序を決め､高貴なも

のを敬う｡飲食の際､必ず先祖に供え､根本を忘れないことを示す｡歌舞の際､必ず先祖

にささげ､その功労を忘れてはならないことを示す｡宴会には雇用人まで招き､身分の低

い人も忘れてはならない｡凡そこのような往来の授受応酬の正しい作法､祭帝巳の器､歌舞

音楽には秩序があることを示すことは､教化の内容にほかならない｡正にこの郷飲酒穂の

際に父親の間は慈愛について語り合い､子と子の間は親孝行について語り合い､兄と兄の

間は友愛について語り合い､弟と弟の間は従順について語り合ったりすることで､若者は

見習い､年長者は安心を得る｡その父兄の教化は､厳粛に行われなくても自然に完成し､

子弟の習いは苦労せずに定まる｡故に､この習俗は一旦形成されれば､景気の盛時にはも

ちろん､不振の世の中にあっても､公子がみんな､信義を厚くできる｡首都近辺の人民の

みならず､地方の庶民もみんな礼儀に反しないように行動できる｡恩愛夫婦のみならず､

使用人の妾も義を以って自己を規律することができる｡賢明な公卿大夫のみならず､牛羊

を管理する下級吏人も､傷害を忍びないことだということを知ることできる｡孔子日く､

｢私は郷里の風習を見る事によって､統治の状況を知ることできる｣｡また ｢郷飲酒の示豊を

やめれば､すなわち長幼の秩序が失なわれ､争いと犯罪が頻繁に発生する｡然るに郷飲酒

鰻は､鰻の盛衰と存亡に繋がる一大事ではないか｡古来人民を教化して良俗を形成させる

ことに志す者は､これより最優先にするものはない｣と述べている｡唐の李正一が常州の

刺史に在任中､学校を作り､堂の上に親孝行の友の名前を書いて､諸生に示した｡また郷

飲酒の礼を行い､人民みんなにそれを勧め知らせた｡また襲換之が宣州の刺史を務めた際

も､郷飲酒穂を行い､詩経の白華､華黍､南陽等の草を詠うところで､子は親に孝をもっ

て仕えるべきだと言及した｡このように自然な人性の正しい道が諦じられ､聞く者は泣き

出すほどであった｡このように､天理というものは人みんなの心に存在し､消滅すること

がないものだ｡

当職は付度して､いっもそれらを模倣する考えがある｡帯君子に郷飲酒穂について説明

練習してから推し進めようと計画している｡郡内の人民が郷飲酒糟を通じて､日々 を重ね､

聞きなれたり見慣れたりして知らず知らずに影響を受け､善行を求め犯罪行為から速さが

る｡犯罪も訴訟も無くなり､刑罰を実施する必要もない｡そうなれば人民も斉魯の人民に

差じることなく､太守もまた襲黄のような名吏にも差じることはない｡しかし､この志を
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抱いて､いまだ実行していない ｡ 今､劉司戸は我心を得たように､郷里のために率先して

郷飲酒鰻を提唱してきた｡その書簡には仁義の言葉が並び､人の心が動かされる｡当職は

書簡を撫でながら嘆き､誠にこれ以上の喜びがない｡魯国には君子がいなくても郷飲酒鰻

が続けて行われ､これからますます郡の人民が自ら郷飲酒穫継続することはできると信じ

る｡昔王豹が洪水の地方にいって､河を挟んだ対岸まで歌が上手になった｡蹄は高唐に住

み､周囲の地方も歌がうまくなった｡事を成して功が無いものはあるまい｡劉司戸および

同志が力一杯努力することを願う｡しばらくすれば､争訟の者が王烈の慮而を見て引き返

る｡悪いことをしようとするものは､恐司馬公郡先生に知られるのを恐れて取りやめる｡

地域で言うと郡の人民が礼儀を正しくするのみならず､自然に州の人民も､天下をもよく

することができる｡素晴らしいことではないか｡今ひとつ郷飲酒穂を行うに当たって､名

簿を用意して公示し､参加不参加協力不協力をみて､人の心向きがわかる｡ なお､少しば

かりの銭酒を援助して､私の励しの意向を表したい｡あわせて市中及び県に公示して､仮

に各郷里の士民にこれを倣う者がいれば､各県が事実を調査して報告し､賞を以ってその

風俗を励ますこととしたい｡

要するに､｢君子の最高理想は､いかなる時にも､和解や相互の譲合を好み､多少とも近

似的な決算書を好むことによって示されるところの正当たる手段 ｢礼儀の中庸｣ を示すこ

とである｡彼の利益を濫用し､彼の ｢権利｣を主張することはシナにおいて善く見られな

い事柄である｣ 347O

3.5.5 公平原則

張養浩の 『三事忠告』第三聴訟において､｢強弱を別つ｣との項がある｡｢世俗の情､強

者は弱者を欺き､富者は貧者を呑み､衆者は寡者をあらし､官にあるものは多く勢なきの

人を凌ぐ､訟を聴くの際､察せざるべからず｣と当事者間の不平等的力関係を意識してい

が 480 『清明集』においては､このように民事事件の当事者双方の契約関係のみならず､

社会的地位､経済的力関係などをも配慮した上で､判断が下される事例がある｡巻之九に

胡頴 (石壁)による ｢欠負入寮無従出合免監理｣の判決がある349

【原文】李五三兄弟欠負主家財本 官司固督輿之追理 但其家既索無生業 其父因飢荒而

347ェスカラ前掲書18頁｡
848張養浩前掲 『三事忠告』第三聴訟 五 ｢別強弱｣｡
349『清明集』338貢｡訳文は梅原郁訳337頁参照｡
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投托於貴公才之家 恐貴公才未必達然以数百千付輿英字 必是逆料其如飢鷹附人 飽則願

去 故逝其催立文約領銭 以為轟康之術耳 不然 則不応如是之軽率也 今本府押其兄弟

下県監納 巳数閏月 更無～銭以償之 暗飢号寒 死巳無日 経使有欠負 亦巳無可責償

況未必是賓乎 在法 債負違契不償 官為追理 罪止杖一首 並不留禁 今観其形容惟惇

如比不惟不当留禁 杖責亦豊可復施 合免監理 伽各於済貧米内支米一斗発達

【和訳】借金を返済していないものが､本当に工面できなければ､監理850を免除すべき

こと 李五三兄弟は田主に元金と利息の債務を負っていて､本来宮司はそれを追究して処

理すべきである｡しかし､その家が平素から生業がなく､その父親は飢健の荒年に遭った

ため貴公才の家に頼ってきた.おそらく貴公才は必ずしも一次的思い付きで数百銭を貸し

渡すわけには行かない｡きっとこれは予め李父を､｢飢えた鷹は人に付くが､腹いっぱいに

なると飛び去ってしまう十と推測したゆえ､(実際の支払い金額を上回る)偽の契約書を立

てば金を受け取らせるように誘導した｡以っ七李父を縛りとめる方策であるに違いない｡

でなければ､このような (貧乏人に大金を貸す)軽率な行為をするわけがない｡いま本府

は彼ら兄弟を県に護送し､追納を監督させたが､すでに数ヶ月を過ぎたのに､返すのはそ

れ以上一銭もないo飢えと寒さを悲鳴していって､命も旦夕にせまっている｡たとえ返済

できない負債があっても､もうすでにこれ以上返せるものはない｡まして債務額は必ず事

実であるとは限らない｡法において､｢契約に違反して債務を返済しない場合において､官

は追納処理する｡罪罰は杖首以下､留置禁銅せず｣と定めている｡いまその形容を見ると

ここまで衰弱して､留置禁鋼すべきではないだけではなく､杖刑もまた施すべきものでは

あるまいO追納監督を免除し､そして､各人に貧民救済米から米一斗を支給して本件を終

結する｡

この事例では､貴公才と李五三兄弟との契約､法によって返済させるべきことを認めな

がらも､｢赤貧の人に大金を貸す｣事実の不合理の点を指摘して､明らかに弁償能力のない

兄弟の債務を免除した351｡

｢例えば､上海のシナ法廷が､貸借人の追放の請求を受けたとする｡それが､被告の側

の過失や悪意なくして､事情上不幸になった､貧乏な人々に関するときは､法律の規則が､

保留なしに明渡を要求しているときでも､彼等に､猶予が与えられ､更新される｣3520

350行政的強制執行手段として､監理､監校などがある｡

351ほかの事例は､｢諸姪論索遺嘱銭｣291頁｡
352ェスカラ 前掲書91頁｡
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3.6結論 宋代法律家の実像

3.6.1 裁判における法 t情 r理三者の均衡

中国の裁判､特に民事訴訟については､成文法ではなく､｢情理｣を根本的法源とみる滋

賀秀三の先行研究がある353｡ ｢律令なるものは､天理人情に基づいて定む｣といわれるよ

うに､｢法｣というもの自体も､実は裁判官らの頭の中にあっては､個別主義的な ｢情理｣

とは別物として存在していたわけではない｡むしろ ｢法｣とは､中国人の誰にとっても成

り立つ情理の中核的な部分を明確化にし､かつこれに強制力を付与したものであるOこの

観点は ｢儒家｣と ｢法家｣の闘争､及び ｢律｣の形成､またはそれと儒教的規範 ｢穂｣と

の関係に関する研究の結論と一致するO

なお､以上の議論は主に晴代の裁判資料に基づいて行われたもので､宋代以降､明清を

含めて近世的裁判システムと見る観点から､宋代も同じだと推測したに過ぎない｡『清明集』

においても､ある判決文の冒頭には､｢祖先が立法する際､情と理を限りなく参考にした｡

仮に義理人情に触れること､あるいは合理性が欠けているものであれば､後世の法とすべ

からず｣と明言されている354｡ 多くの判決文にみられるように､法文を明白に引用し､そ

れをそのまま適用するケースはむしろ少ない｡『清明集』の中では､｢情｣､｢理｣という文

言が随所に見られ､この二つは ｢法｣､つまり法律と同等の判断根拠とされている355｡

たとえば､『清明集』巻十に ｢母訟子不供養｣との一件がある356.童をな<Lt!:=た阿将とい_

う夫人が一人息子の鐘千･乙と生計を共にしているoL.かし､息子は長い間自宅に専らず､

墨墜A型金を持ち出しでは無駄をこ便=?ていたO_仕方なく老婦人が官府に萱草した.唐律の

条文そのままが因襲された『宋刑統』の条文の中に､｢十悪｣と称する重大犯罪が規定され

ている357｡その七つ目が ｢不孝｣であり､｢いわゆる言葉で祖父母､父母を責める､及び祖

父母､父母が健在している内に別所に私財を蓄えること､また孝養に欠けていること､

等につき､祖父母､父母が告訴した場合､有罪とする.｣とあるOしかし､この親子のケー

スでは､要件を備えている(孝養に欠けていること､母が告訴したこと)にもかかわらず､

353滋賀秀三 『酒代中国の法と裁判』(創文社､1984)263貢以下参照｡なお､本書では法 ･
情･理三者として区分されていた｡

354箔西堂 ｢困姦射射｣『清明集』巻之十二448頁

355佐立治人 ｢『清明集』の ｢法意｣と ｢人情｣:訴訟当事者による法律解釈の痕跡｣清明
集の中で判断基準を ｢情｣によるものであると明言した判決32例を拾い出した｡なお､
下記 ｢母訟子不供養｣の案件が遺漏されていた｡
356『清明集』巻之十 364頁｡
357『宋刑統』第一春名例律十悪O前掲注41010･26頁O
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裁判官胡頴が息子を強く批判し､釈放を選んだ.孝嘩人に頻昼が_あり､榎姓をq)哩墨子__』

旦三盆巳との事情 (｢情｣)を配慮したのである｡さらに､貧しい生活条件の下では､孝養を

実行しがたい (実効性-の配慮)と判断し､これから､過ちを後塵し心をあらためて卑麹

を孝養すると仰せ付ける.さらに焦眉の急を援助するため､五斗 (一斗-10升)の食糧を

与えた (理)Oこの判例は､情 ･理を配慮した上で､法に修正を加えたもので､滋賀説と合

致する｡なお情理を根本的法源とする説は 『清明集』全体そして宋代社会にも当てはまる

のか､さらなる検証が必要となる｡

佐立治人は､天理､人情に言及した 『清明集』の判決の中で､明らかに法律が曲げられ

た判決はわずか7例しかなく､そして天理 ･人情を口にしながらも､人情について否定的

言葉を取り上げることにより､前述した ｢情理｣を究極的裁判基準とする滋賀説を批判し

た358｡ しかし､この批判は､本章冒頭に指摘した 『清明集』利用上の注意事項の過ちに当

たるものだと言わざるを得ない｡官蔵書の性格を持つ 『清明集』は､経義を習得した進士

科出身の裁判官を対象にして､法を専門とする下級官僚に対抗する目的の下で編集された

経緯があるOすなわち､法に明るい名公による判決文を選び出し､地方官の参考と供した

背景がある｡したがって､『清明集』における統計学的確率は (7例対 『清明集』民事裁判

250例)そのまま宋代の裁判自体に置き換えるのはあまりにも飛躍しすぎる｡

また､その後､滋賀秀三は書評という形で､この批判に答えている｡佐立治人により検

出された資料の価値を羅めながらも､｢法律に依拠し当事者の主張の是非を二者択一的に判

定する裁判であり､決して情理に基づく教諭的調停ではなかった｣との反論に対し､留保

をつけた359｡

末代中国の裁判における法 ･情 ･理の関係を解明するためには､三者の意味を確静する

作業が不可欠である.かつて､滋賀秀三はいま一度宋代における法 ･情 ･理三者の内実を

判決などの使用例を通じて検証した｡その結論は､理と情は対立する概念でありながら､

同時に結び合い補い合って ｢情理｣､すなわち中国的良識を形成し､事実認知の経験法則､

強行性を持つ公序良俗､関係的調整基準などとして､法に同調することもあれば､法を変

通することもあると結論付けた360｡『清明集』の使用例を検証した王志強によると､｢法｣

358佐立治人 前掲参照｡

359青木敦 ｢書評｣『史学雑誌』第 103巻第五号213･220貢｡1994｡滋賀秀三 ｢書評 :梅
原郁編 《中国近世の法制と社会》｣『東洋史研究』52･4､1994156･158頁参照｡
360滋賀秀三前掲書270頁､277頁､288頁O
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は､｢法理｣､｢法意｣とも言われ､現代日本語の法律とほぼ同じ意味をもち361､主に成文法

の規定を指すが､法条の中の ｢微音大義｣つまり､立法意図を指す場合もある (『清明集』

121頁親隣法;220貢収養法)0 ｢情｣は書判の中では､｢情｣､｢人情｣との用法があり､個

別のケースを除いて､両者の意味するものは異なる｡前者は判決の根拠として､事実真相

(要件事実)を指す｡後者は ｢人情｣､つまり社会的通念をさす362｡ そして､｢理｣は､合

理性と｢天理｣､つまり儒教的倫理関係､特に家族倫理を意味する｡これらの用法から､特

に情 ･理に含まれる儒教的倫理の意味合いが濃厚である｡裁判官の持っ法的精神を､短い

判決文から読み取るだけでは不十分である｡さらに 『清明集』に儒教的道徳概念としての

｢義｣も判断の基準としてよく使われており363､裁判官が持っ儒教的教養の背景を考える

と､一度それぞれの言葉が持っている儒教思想的含意を確認する必要があるO

儒教の経典 『礼記･礼運』には､｢故に聖人が義の柄､礼の秩序を修め､以て人情を治め

る｣という観念が見られる｡人情とは習わずして得ている七っの機能- 喜･怒･哀･倶 ･

愛･悪･欲である｡義の柄とは､習うことによって自覚させられる十の義理- 父母は慈､

子は孝､兄は良､弟は隣､夫は義､婦は聴､長は恵､幼は順､君は仁､臣は忠である｡人

は天理 ･理性と人欲･感性を自然に備えているので､礼は人欲を規制して天理に反しない

ように理想的な人間関係を形成する目的として制定されたものである｡また､朱子学にお

ける倫理学たる ｢性即理｣の説によれば､心は ｢性｣と ｢情｣との統一体であり､性とは

仁 ･義 ･礼 ･智 ･信の五常､情は性-理の表れ､そして､その発見手段としての側隠 ･蓑

悪･辞譲 ･是非にほかならない 364｡儒教的経典には､言葉が交叉重複して用いられ､｢情｣､

｢理｣､｢義｣は明白に定義されていない｡しかし､｢人情｣､｢情｣､｢義｣は肯定的に使用さ

れる場合は､常に ｢理｣､｢天理｣に適うという意味合いが含まれているにもかかわらず､

外部からの超越した自然法のような ｢絶対的命令｣としては語られていない､あくまでそ

361旧中国における ｢法｣という言葉には､西洋の "law"と異なり､主に国家が制定した
成文法を意味すると確認しておきたい｡現代日本語の ｢法律｣とほぼ一致する｡寺田浩明

｢酒代司法制度研究における ｢法｣の位置づけについて｣思想第792号 179･196頁｡
362王志強 ｢『名公菩判清明集』法律思想初探｣ 1997
363たとえば､清明集257貫､262貢､290貢 ｡

364朱子学における倫理学とは､｢天理と人欲｣に関する説であり､輝かし理 ･性が､気 ･

人欲に蔽われて､そのために不透明でぼんやりとしている ｢昏｣､その場合も､本質的明る

さ輝かしさが失われたわけではなく､情の面に発しているからそれを手係りにして､本来

の明徳に復帰する｡ しかし､人間すべて本来の理性を用いながら､気質の薬が異なる｡し

たがって､聡明叡智を有し､その本来の性に復帰することでいる者がいれば､｢億兆の君師

として｣これを治めてこれを教えて､その本性に復帰させる｡
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れぞれの状況に応じて､内心の開発による ｢義務的道徳｣を究極的な価値とするものであ

った365｡

以上の使用例と儒教経典における記述とを合わせて見ると､判決文における法 ･情 ･理

及び義とは個々の状況を表す言葉として､それ自体絶対的秩序価値ではない｡上の例をと

ってみると､親孝行を怠った息子を法で罰するべきだが､病気の母親が息子に頼るしかな

いという ｢情｣を配慮して､｢法｣を曲げるしかない｡当事者を納得させ､無理のない形で

実行させるには､経済的条件を備えなければならない ｢理｣(常識的合理性)も考えに入れ

られた｡ここに､息子の親孝行する義務､裁判官自身の父母官としての義務をも含めて､

裁判を通じて確認された.同じく ｢殊に知らず､法意 ･人情､実は同一体なるを｡人情に

殉いて法意に違うは不可なり｡法意を守りて人情を梯うもまた不可なり｡両者の間に権衡

して､上は法意に違わず､下は人情を梯わざらしむれば､すなわち通行して弊なきなり｣

という胡頴の表現がもっとも明白である366｡ 要するに､裁判における究極的目的とは､法

的基準を初め､関係規範などが状況的に熟慮された上で､当事者を納得させる ｢理にかな

う法｣｢理にかなう情｣､｢情を配慮した理｣､｢理にかなう義｣といった義務の確認である367｡

これは関係秩序と法律秩序を結合させた 『清明集』ないし末代の裁判の実像といえる｡

しかし､裁判における総合的衡平基準の導入によって､法適用が厳格な形式主義の制

限を受けなくなり､裁判官に多大な自由裁量の余地を与えた｡前述した (3.4.5)公平原則

による契約の破棄は､契約の自由を侵す危険を革んでいる｡ かような自由裁量の適切な応

用を確保するために､悉意の制限の対策を講じるとともに､裁判官の資格条件や素質に対

する厳格さが必要とされる｡裁量の範囲を限定し､違反者の責任を追究し､学識と道徳の

優れた人物を司法の任に充てようとする出発点については､中国伝統法と西洋近代法との

365注45､及び季衛東 ｢法社会学未開拓の奥地｣千葉正士 『アジア法の環境 :非西欧法の

法社会学』(成文堂､1994)所収40･41貢参照｡
366『清明集』311頁｡
367近代法から見ると､手続き的手段を使い果たして確定された判決は当事者が納得する

か否かに関係なく妥当性をもつはずだが､中国では裁判の最終的終息は当事者双方の納得

でしかない｡また寺田浩明の言葉を借りると､｢西洋の裁判と異なる様相である｡客観的な

ルールに文字通りに準拠して､ものを裁くということは最初から主要な秩序価値ではなく､

むしろそこで裁きに求められていたことは､｢法｣を明らかにした上で､儒教的価値の上に

ゆったりと則った上で､当該事案に則した個別的で細やかな (つまり｢情｣)また実効性を

持つ合理性 (｢理｣)に叶った解決法を個別に見出すことであった｣ということになる｡寺

田浩明 前掲注参照Oこの点から､法意も人情も合意を図る上の手段に過ぎず､二者択-

の議論には実益が少ないと思われる｡
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間で立場の相違が見られていない｡しかし､どのような基準で裁判官を選ぶか､どのよう

な形式で裁量の窓意を制限するのかという実質的内容になると､道が分かれる｡｢以礼入法｣

の伝統法観念によれば､律令は情理に基づいて定められるが､律令一本で紛争解決に乗り

出しても必ずしも情理にかなうとは限らない.したがって､司法運用の際､まずは情理を

掛酌して問題を解決するものとされた｡なお情理はあくまでも実定化されていない柔軟な

衡平基準に過ぎず､その機能も律令の厳格さを緩和することに限定されていた｡律令は､

関係秩序としての情理の働きにガイドラインを与えるところの常道であるから､情理の掛

酌においても決して律令が軽蔑されたり､無視されてはならない368｡実際の裁判において､

法 ･情 ･理は専ら対立する規範ではなく､合意を究極的な目的として均衡を図ることがで

きるのは､法の専門家より､｢反復に形成･調整される関係的出来事の歴史的物語を深く理

解できる｣裁判官の方である｡その適格者はつまり､約58万字に上る経典を読み尽くした

儒教的倫理観をもつ士紳層にほかならない 369｡

3.6.2 宋代法律家の実像

以上にみてきたように､宗教改革を経て生まれた新儒家の思想は､儒教主義的国家にお

ける当為としての人間生活の標準形態を示し(規範)､従来の慣習から昇華された国家的礼

法制度ともつながり(法律)､民間の慣習の典型化にも直接関わる (郷約)統一した体系に

なった｡宗教改革と連動していた法制度は､社会における商人の地位を改善し､商品経済

の繁栄を促した｡また､民衆すべてを対象とする教育方針の転換は､国による教育機構 (官

学)の整備のみならず､士大夫個人による義挙､義塾の普及をも促進した (1.1). 一方社

会･経済情勢に対応するため､栄の皇帝は一連の政治改革を手がけた. 私有経済活動の活

発化による大量な法的紛争を解決するため､立法､司法制度改革はもちろん､法運営を担

う法律家の役割も重視されてきた (1.2)0

ほかならぬ､科挙制度によって育成された人材が､司法の現場を担う状況の中で､望ま

しい人材とは何かについて､科挙制度に対する改革の試行錯誤が繰り返されていた｡結果

として､法律を専門とする学科ではなく､新儒家の経典を専攻する進士科の優位が確立さ

れた (2.)0

368季衛東前掲書 114･115頁O滋賀 1984､288頁0
869季衛東前掲書 108貢参照｡法律家は形式的ルールの社会的文脈の語り手としての役割
定義も受け入れざるを得ないと指摘した｡前述2.2.13.a)を参照されたい｡
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学問的権威に裏付けられた宋代の士紳層は､専門的法学教育ではなく､科挙制度を通し

て朱子学の経義を専攻した一方で､『清明集』の裁判官らによって明らかにされているよう

に､法典に対する理解も深く､高い法的教養を示した (3.4.1)｡その上で､下級官僚の腐

敗と徹底的戦い､官僚組織の自己浄化を図った (3.4.2)｡そして､司法の現場における商

人及び私有財産に対する積極的保護は､宋代経済の世界における先進性と無縁とはいえな

い (3.4.3)｡また､家庭及び宗族内部の紛争に関しては､為政者が司法的判断より､慣習

による解決を好んでいた｡しかし､当事者が完全に納得できる状態の実現のため､国家法

と慣習とを分断的に考えておらず､郷約という手法を通じて両者の連接作業を行っていた

(3.4.4)｡社会的弱者を救済するため､公平原則を用いて､不平等な当事者間の契約関係

に修正を加えた (3.4.5)0

法律家という角度からのこれまでの考察を通して､科挙によって育成された末代の社会

的エリー トは､以下のような実像を呈していたと言えよう｡

確かにエスカラの言うように､法律の技術的要素を分析､総合する理論家としての影は

薄い370｡ しかし､彼らは実体法の解釈､適用に携わり､高い法的教養の持ち主であった｡

また､中国社会において､理想的人間関係の体系たる儒教的規範を受け継ぎ､郷約の普及

などなど､それを広めるような法規形成の基礎作業を行う伝承者でもあった｡中国特有の

政治風土の下で､彼らは国家権力からも､社会的権力からも独立した学問的権威に裏付け

られた､国家的礼法制度 (形式的ルール)と社会の慣習 (非形式的ルール)との相互作用

を媒介するパイプであり､法制度を形成ならびに変化させる自覚的主体でもあった371｡

370 しかし､エスカラは､それは単なる西欧の近代法制度と比較した結果であり､決して

伝統中国の法制度を否定するものではなかった｡彼は､当時国民党政府によって進められ

ていた法改革に対し､｢シナが､二十五世紀の間､その人類秩序と自然秩序との相互作用の

理論､社会と宇宙との調和に付き責を負い､かつこの調和を法律と刑罰とによるよりも自

らの模範により､樽を守ることにより確保する君主の理論を以って､生きてきたのは､か

の ｢孔子的神秘｣に基づくのであるということが出来る｣と指摘した370｡ そして､孔子の

伝統を破壊しようとする近代中国の改革に対し､｢まず､第-に､出来るだけ大いなる範囲

において対外政策の考慮を避けること孔子の神秘が､二十五世紀この方シナ文明に浸透し

ており､物質的見地よりまったく変形している国民によってさ-も完全に利用し得べき進

歩の要素を含んでいる事実を掛酌すること｡シナはしばしば日本の手本を援用する｡私は

孔子の神秘が非常に大いなる役目を果たしたこの国がそれを捨てたとは思いも及ばぬこと

を肯認するも誤りだとは信じない｣｡エスカラ､前掲書478;482･483頁参照｡
371 しかし､このような実像から､全体的な政治 ･経済 ･社会と法の構造的関連を把握す

るのはまた十分とは言えない｡『清明集』裁判官の愚かな面をも含めて議論する必要がある｡

(例えば､親孝行を吉匿うあまり､美徳秀は､親の病気を治療するため､｢肝臓の一部を切り

取り､父親に食べさせた｣及び ｢太股を切り取り､母親に食べさせた｣というような､科
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四 結論

社会発展のために､政策を立案し､実行すべき公務員の腐敗問題を減少させるにはいか

なる制度的枠組みが必要かを探求することが､本論文の出発点であり､究極の課題でもあ

る｡前述したように (1.1)､腐敗問題は､現在社会発展の最大の障害となっている｡従っ

て､発展のための制度的枠組みには､腐敗を防止する有効なメカニズムを組み込まなけれ

ばならない｡そのため､腐敗の現状把握､防止策に関する研究など､国連を初めとする国

際機関による国際的連携が図られている (1.3)｡また､主に日本における公務員倫理問題

を対象にして､個別的対策をも検証してきた (1.3.1;1.3.2;1.3.3)0

しかし､現行対策には､抗生物質による対抗療法 (攻め)のように､腐敗行為にコスト

をかけて抑制しようとするような､専ら経済的アプローチによる制度設計が主流となって

いるl(1.4). しかし､本来､高い倫理観を持つ人材を育成し､選抜するような免疫力を高

める漢方療法 (守り)も不可欠である (1.5)0

そこで､本論文の課題は､現代の公務員の倫理観問題を意識しつつ､強度の儒教的倫理

観をもつ士紳層を社会に送り出し､国政及び社会生活の各面に影響を与えた科挙制度が､

宋代の社会的発展とどのような関連性をもつかを検証することに設定された (1.6)｡ その

上で､本論文では､直接的に制度そのものと社会発展の関連を解明する方法ではなく､強

い儒教倫理観を持った人的基盤 (士紳層)を通して､社会発展との関連を考慮してきた｡

倫理について簡略な検討は､倫理に反する行為とする腐敗問題に関する認識がより鮮明に

なる (1.5.1)｡現代倫理観との比較､あるいは儒教的倫理に関する評価は本論文の課題で

はない｡注目した点は､士紳層に高度な儒教的倫理観をもたらし､さらにそれを制度的に

維持することができた科挙制度の役割を再評価することにある｡倫理観の育成 ･維持に関

する宋代科挙制度の経験は､現代の公務員倫理問題の解決に対し､どのような示唆を与え

ることができるであろうか｡また､宋代において歴史的に実在した制度システムを ｢善良

な政府｣に関する議論 (1.5,2)における､一つの実例として解明することは､伝統的制度

から現代制度-何らかの示唆を提供できるのであろうか (1.6)｡ 以下では､これらの問い

に対する若干の考察を試みてみたい｡

学的根拠に乏しい､信悪性の低い事例を取り上げている｡『清明集』巻之十 384､385貢 ｡
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4.1 倫理観育成 ･維持と科挙制度の役割

末代は､優れた人材を大量に民間から選抜し､全国に広がる行政機関に任命して､国家

の統治を維持していた｡その実証的根拠として､『清明集』の裁判官の実像を見てきた｡す

でに現在の公務員試験の原型として評価された科挙試験制度を初め､さらに官僚の倫理観

に大きな影響を与えた職官制度､宗族制度も合わせて､倫理観を育成及び､維持する面に

関する科挙制度の特徴をまとめて､現代制度の参考になる点を検討してみよう｡

4.1.1 倫理観の育成 ･維持における科挙制度の特徴

まず､科挙制度改革は最初から統一性､体系性を意識し､思想､政治 ･経済の実務及び

士紳層個人の倫理的酒養をも含む基本的制度枠組みを目指していた｡その結果､宋代中国

社会の基本的制度枠組みとして､科挙試験制度､職官制度､宗族制度などからなる包括的

な制度システムが作り上げられた｡科挙制度は､社会の各面において主導的な役割を果た

し､宋代社会の包括的で根本的な制度枠組みであった｡

さらに､その重要な特徴として､以下の点が挙げられる｡

① 公平性､開放性を持つ科挙試験制度の整備によって､儒教的イデオロギーが社会に遍

く浸透させられ､確固たる倫理的基盤が築かれた｡本文を通して (2.2.1科挙試験制度)､

正統な儒教的学問としての朱子学が､科挙試験制度における試験手続き整備､教育施設

の設置､受験マニュアルの編成などにより､支配的イデオロギー (存在論としての理気

説､人間論としての性即理の説､居敬窮理の方法論､古典の注釈､そして具体的政策論

を含む博大な体系)として､南宋以降官学と位置付けられていったことが明らかになっ

た(2.3.1)｡さらに､科挙によって学問的権威を獲得した士紳層という媒介を通して､｢家

規｣､｢郷約｣など､人民との共通的行動規範にも浸透し､儒教的倫理規範 (礼)が社会

共通な倫理基盤となった (2.3.2;2.3.3)0

② 末代の官僚の腐敗に対処するための処罰制度､監察制度､考査制度が精密に整備され

た｡しかし､それらは実効性が殆どなく､士紳層の国政に按する機会を増やすなど､キ

紳層の責任感を高める職官制度の整備に重点が置かれた (2.2.2職官制度)｡官僚の倫理

観を保持するため､まず採用の入口において､倫理的に高潔な人材を登用することに､

さまざまな工夫が施された｡さらに採用後においても､厳格な規律､懲戒で縛る手法で

はなく､徹底的に倫理観を育成することが問題解決の核心とされていた (2.2.2)｡ また､

士紳層は､長官として､管轄下の下級官吏の腐敗に直接責任を取り､厳重に処分してい

た｡監督者の立場に立たせることによって､官僚自らの責任感を喚起させ､自己浄化が
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機能していた (3.5.2)0

③ 人民､特に科挙受験者の知識能力のみならず､倫理的養成にも工夫が施された｡科挙

受験のため､学校制度および共同体における義挙が整備されていた(2.2.1)｡もとより科挙

教育の内容は儒教的倫理を含む儒教的教養であるが､それを実践において身につける工

夫が用意された｡宗族における族人の人間性を教育するため､修身教化の役割を果たす

｢家訓｣､｢家範｣､さらに士紳層が主導する人民の倫理的強化､秩序維持を図る郷約が､

大きな役割を果たしていた｡倫理教育の社会的アプローチとして､士紳層の基本精神の

育成に寄与した｡宗族制度は､受験教育において重要な場を提供し､科挙試験に合格す

るためのもっとも重要な基盤となった｡(2.2.3宗族制度)0

近代の法制度と明らかに異なる中国的文脈の中で､科挙制度は､宋代の経済･文化的発

展にどのような影響を与えたのであろうか｡制度の果たすべき役割は､究極的にその日常

的な運営を担当する人によって実現される｡本論文は､これまでこの人的側面に重心をお

いて､考察してきた｡前述したように､朱子学は､科挙試験制度を通じて､社会に共通の

倫理基盤となり､天子から庶民まで共通する規範が形成された｡その下では､皇帝の権力

も官僚の権力も､そして社会的権力も､学問の権威によって統一され､確立されたoこの

学問的権威を後ろ盾に､士紳層は国政に積極的に参加できる職官制度を利用し､社会のあ

らゆる場面で活躍し､多大な力を発揮することができた｡

4.1.2 宋代の社会発展と士紳層の役割

『清明集』の裁判官に関する考察 (2.3.3および三､)を通じて､士紳層は以下のような

役割を果たしたと言える｡

① 近代的財産権の概念さえ持たない末代において､士紳層は､まず､積極的に経済的

立法を促した (3.2.1)｡そして､司法の現場において､不正な競争を排除し､商人及

び､私有財産の保護を図った(3.4.3)｡競争のルールを創設･実行させた彼らの努力は､

宋代の経済の発展と無縁だとはいえない｡

② 下級官僚の腐敗と徹底的に戦い､官僚組織の自己浄化を図るための士紳層による努

力は (3.4.2)､組織内部における権力行使の濫用と逸脱を防ぎ､自律的な正義を確保

しようとするものとして評価できる｡

③ 社会的弱者を救済するため､公平原則を用いて､不平等な当事者間の契約関係に修

正を加えた (3.4.5)｡また､訴訟全般において､当事者たちが完全に納得できる状態
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の実現に努めた｡裁く側の教諭的姿勢に対し､当事者側には､常に公論という角度か

ら問いかけの余地が用意されていった｡その州県長官の裁きが不公だと思うものに対

して､常に再審の道が開かれていた｡それは官僚制度からみると､下級官僚の腐敗告

発の意味合いも含んでおり372､組織外部からのコントロールを実現させていた｡

④ 国家法と慣習とを分断的に考えておらず､郷約という手法を通じて､両者の連接作

業を行った (3.4.4)ことによって､法の支配のミクロ的基盤を構築した｡

以上のような士紳層によって果たした役割は､明らかにグッドガバナンスの求める ｢良

い政府｣の様相として評価できよう｡

4.2 儒教の近代化と郷村建設運動

4.2.1 科挙の廃止と伝統社会の崩壊

近代中国の社会変動について､様々な観点から議論されている373｡末代において発展を

遂げた科挙制度は､その後明､晴雨王朝によって継承され､伝統中国の核心的制度枠組み

として､政治経済社会生活のあらゆる側面に影響を与えていた｡しかし､1905年に遂に千

年を続いた科挙試験は廃止された｡形式上単なる官僚の登用方式の変更と思われるこの変

革は､近代との分水嶺となった｡なぜならば､この近代における科挙制度の崩壊は､士紳

層という従前の中国社会の棟梁である人的基盤も失うことになり､中国の伝統との断絶を

意味するものであった374｡

科挙試験の廃止の背景には､近代中国を取り巻く国際的関係の変化があった｡1895年の

日清戦争の敗戦が中国の科挙廃止の論争に決定的な影響を与えた｡ 明治維新以降､西洋の

教育制度を取り入れた日本に負けた原因は､科挙制度が既に優秀な人材を選出出来なくな

っていたからではないかと考えたのである｡

372寺田浩明 ｢民間法論を超えて｣『ジュリスト』2003 No.1258 57･64頁参照｡
873例えば､20世紀初頭における ｢農民の窮乏化｣問題について､主として二つの意見が
あったo その一つの学派 ｢搾取派｣は､農民の窮乏は基本的に地主階級と帝国主義列強に

よってもたらされたものとする｡もう一つの学派は人口過剰と技術の未発達に原因がある

と主張する｡しかし､19世紀半ば以後J外敵の侵入をはじめ､太平天国の乱(1851-1864)､
捻軍､回民反乱などに加えてそれら-の対応として朝廷自らの改革など多くの要因が複雑

に影響しあったことから､原因の解明は容易ではない｡ロイ ド･E･イーストマン/上田倍
-深尾葉子訳)『中国の社会』(平凡社､1994)110･111貢参照｡
374現在中国者において一般的に認識されているO例えば､何懐宏 『選挙社会及其終結 :

秦漢至晩晴歴史的一種社会学閥釈』(北京三聯書店､1998)参照｡
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そして､国内では太平天国や捻軍の反乱によって､清朝は財政的危機に陥った｡財渡を

捻出するために､清朝は科挙学位や官位を売却するようになった01836年の地方官職は

9000余りあった｡その中の4800の官職は正統な科挙出身者が占めており､2400の官職

が､いわゆる買官出身者となっている375｡ この結果､社会構造の上層部分の性格は､大き

く変化することとなった｡学識よりも金銭こそが､士紳の地位を決める重要な要素となっ

たのである｡

このように､新たに士紳層-参入したのは､大半が有力な商人であった｡社会的､政治

的指導層は､著しく変貌した｡地方官僚は､反乱の撲滅を名目に､民間から徴収した大量

な金銭財産を私財とし､そして､中央官僚は賓沢な都市生活を送るため､賄賂をもらい､

地方官僚の昇進の根回しをする｡清朝末期の朝廷ではこのように､旧士紳層が弱体化して､

政治全体が商業化した様相を呈した.そこで､朝廷は､危機一髪の時期に天下国家を担う

人材を求めようとして､科挙制度を不適応と判断し､ついに科挙改革を打ち出した｡

科挙制度改革の最初の試みは 1898年に始まった｡ それは詔書によって､まず八股文形

式の四書文の部分を試験内容から削除することから始められた｡同年､新たな詔書によっ

て､八股文的形式､詩賦を重視する伝統から国内及び国際時務に関する政策論への､試験

内容の変更を行ったのである｡科挙試験科目の重点は､従来の経義から､時事､外国政治

と技術-と移っていたが､実際は､教師の不足という問題から､学校は依然として中国古

典を中心に授業を行っていた｡

1904年の日露戦争後になって､多くの人々は日本の勝利が新式教育､つまり西洋教育に

よるものと考え､より多くの新式学堂の開設を求めた｡また､蓑世軌は､科挙の存在は学

堂の発展を妨げるとして､科挙制度と新式学堂と相容れないと強く主張された｡強者の侵

略から始まった内憂外患の下､1905年 8月4日､皇帝は詔書を頒布し､ついに科挙試験

制度が終結するに至った｡このように､科挙制度廃止の直接的な理由は､｢新しい学術､新

しい教育､新しい人材｣を掲げる新式学堂-移行するためであったO数字から見ても､1905

年以降､学堂の総数は確かに急増を見せた (1904年に4222所 ;1905年に8277所;1906

年19830所 ;1907年35913所 ;1908年43088所 ;1909年52348所)｡しかし､実際の

学校教育の質は､数と似合った評価は得られず376｡ 教育の普及率から見ると､改善ではな

375張仲礼『中国紳士:関与其在19世紀中国社会中作用的研究』(上海社会科学出版社,1991)
115頁､およびイーストマン､前掲書257頁参照｡
376何懐宏､前掲書､416･417京｡
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く､むしろ悪化する傾向が見られたO識字率に関する E.Rawskiの研究によると､1880

年の晴代の識字率は男性30%･45%;女性は2%･10%程度であり､平均識字率は20%前

後であった｡この数字は近代化以前のイギリスと日本の水準に劣らないという｡しかし､

科挙改革以後､1930年代に小学校卒業者が全人口に占める割合はわずか 17%にまで下が

った｡かつて改革者であった梁啓超は 1915年に､この点について ｢二十年間の近代教育

によって､人民大衆はかえって字が読めなくなった｣と批判した3770

制度的基盤を失った士紳層の構成は､大きく変質していた｡前述したように､清朝末期

の財政危機に対応するため､朝廷は科挙の学位､官位を売り物にした｡従って､官僚にな

るための経路は､従来の科挙という正常の道以外に､買官によって得られるようになった｡

いわゆる ｢正異両途｣である｡そして､大量な商人が ｢異途｣によって､税制上の優遇と､

刑罰上の恩恵を受けられる資格としての学位と官位を購入した｡例えば､19世紀後半の

漢口市では､大きな卸売り商の半数以上が､資格を購入していたのである378｡

このような異色の新入者によって､旧来の士紳層に大きな影響を与えたのは容易に想像

出来るO士はかつて四民社会の首であり､社会的優位に立っていたが､買官により四民の

未であった商人がその地位を奪いつつあった｡

絶えず入ってくる異色の新入者によって､確かに士風に変化が見られるようになった｡

従来の士紳層の独占的政治指導力は弱体化し､その決定的転換点が 1905年の科挙廃止で

ある379｡ それ以降､旧式の士細は補充されることがなくなり､減少の途を辿り始めた｡

イーストマンによると､19世紀になると､士紳層の多くは大きな大都市に居住するよ

うになっていた380｡士紳層はもはや､かつてのように帝国全体に指導力を及ぼすことはで

きなくなっていた｡行政の階層を町や村を見てみると､郷紳はまれな存在になり､ある農

村部では､郷紳でない人々､例えば､商人､高利貸し､教育を受けてない地主､軍事の指

導者､土匪の頭目などが､支配的な役割が果たしているのである｡彼らは､財力や武力な

どによって､地域社会の中で名声を得て権威を振るっていた381｡ その主な原因として､前

述した太平天国などの農民戦争による農村部の治安の悪化から､士紳層が都市に安全を求

めて､村から逃げ出したということが挙げられる｡また､イーストマンは､｢かつて､農村

377同上､418貢｡
378イーストマン前掲書､258貢｡

379イーストマン前掲書､259頁｡
380イーストマン前掲書､188頁｡

381イーストマン前掲書､124頁 ;256頁参照｡
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から科挙を受けるために学んでいた人が､道徳と社会的価値という儒教イデオロギーに執

着し､集団の利益のため､また学のある人としての名誉のため､また官僚と交渉したりわ

たりあったりする能力をつけるために､社会的リーダーの役割を果たそうとした｡しかし､

科挙試験の停止によって､こういった社会層はその社会的地位と輝きを失い始めた｡それ

によって､社会的ヒエラルキーは明確でなくなり､儒教的価値観は最早最高の社会的規範

ではなくなった｣と指摘した882｡ また､この社会的流出の原因は､新式学堂教育の急成長

にもある｡学堂や大学での勉強は､新しい産業､技術に関することや軍事学に関するもの

であり､故郷ではすぐには活かせない学問であった383｡

このように､科挙制度の廃止と近代都市の発展が士紳の ｢集団離村｣現象を引き起こし

て､地方エリート層の崩壊を導くと共に､地回り､無頼漢､悪質地主などが保甲長になる

ことを可能にした｡ここに､二千年続いた伝統的四民社会が崩壊した｡杜賛奇は 『中国農

村慣行調査』などの資料を用いて､華北農村の様子について､宗族のリーダーたちが村を

去った｡従って商事契約の保証人も相から消えたとまとめた384｡

従来､士紳層の重要な役割の1つであった保証人は､宗族のリーダーたちが土地を放棄

して相を離れたことにより､著しく不足とした｡村民は依然としでt賞習によって契約を結

んでいたが､保証人不足､或いは不在のため､違約問題についての話し合いなどの場合､

その解決がスムーズではなくなった｡そのため､村民と村以外との契約も､信任が保証さ

れず､不利な条件を突きつけられても仕方がない状態となった3850

要するに､近代中国社会における社会変動は､単なる農民戦争による王朝の交代という

従来のパターンではなかった｡新しく導入された西洋モデルは､産業の発展を促進したも

のの､社会発展の面からみると､それもまた多くの構造的問題を率んでいた｡それらの問

題が複雑に影響しあって､原因の特定は容易ではないが､科挙廃止による従来の家族的社

会構造､イデオロギーの再生産の不能は､その重要な一因であるということは言えようO

4.2.2 郷村建設運動

1930年代､最後の儒家と言われている梁瀬漠は､崩壊しつつある中国の社会を救おうと､

382イーストマン前掲書､123貢 ｡

383何懐宏､前掲書､422･423貢 ;イーストマン前掲書､124頁 ｡

384杜賛奇 (PrasenjitDuara)僅 福明訳 『文化 ･権力輿国家 :1900･1942年的華北農村』
(江蘇人民出版社､1994)177貢参照｡
385社費奇､前掲書､150貢｡
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郷柑建設運動を起こした386｡農村おいて､古代中国における ｢郷約｣をもとにした新しい

組織を育てようとしていたのである｡

梁淑漠は､そのモデルとされた郷約について､明清両朝の政府が政治力を用いて提唱し

たようなものではなく､宋朝の頃､はじめて郷氏自身の手によって編制ものであると強調

した387｡ その郷約とは大綱であり､｢社学｣､｢保甲｣､｢社倉｣の三約という細目からなっ

ている｡さらに､｢社学｣とは教育機構､｢保甲｣とは自治自衛- 政治機構､｢社倉｣とは

経済機構を指すとした388｡ 梁淑藻は､清の時代の皇帝が､地方官に郷約の実行を命じたに

も拘らず､失敗に終わってしまったことに言及し､郷約の推進というのは､政治力を以っ

て推進してはならない､と指摘した｡その理由について､｢まず志を立てねば､そして人生

向上の意義を言匝わねば､郷約はない｣と､郷約の主眼が志にあると強調し､しかし､志は

誰かに強制されて立てるものではなく､自発的主体的であってこそ意味がある｣からだと

いうことを挙げた389｡

また､郷約を成功させるには､ほかでもなく､｢士｣の役割が重要であると指摘した｡宋

代では､衆寡などの郷約の実現は､政府の力ではなく､彼らの人格をもって友人 ･同僚を

指導し､郷村の民の心を感化して善に向かわせたことによるものである｡梁瀬漠は､｢士人

は生産に従事しないが､社会において絶対なる役割を果たした｡すなわち理性を代表し､

教化をとり行い､秩序を維持するのが彼らの役割であり､それを欠けば農工商いずれの民

も､居に安んじ生業にはげむことができなかった｣と評価した390｡ そして､まだ近代中国

を救うのは､士人たる知識人の使命であると呼びかけた391｡

しかし､梁淑子箕は､郷約を成功させるには､｢士｣に頼らなくてほならないと認識したに

も拘らず､その郷村建設運動が失敗に終わってしまった｡その原因に関する説は多様であ

るが､科挙制度の崩壊によって､士紳層の再生産が不可能となったこと､これが､おそら

くもっとも根本的な理由と言えよう392｡儒教の近代化を図るためには､士紳層を再生産す

386梁瀬漠/池田篤紀 ･長谷川茂訳 『郷柑建設理論』(アジア問題研会､平成3年)216頁｡
中国の社会の根本的特徴を､郷村という有形の事実および理性という無形の道理の2点と

して､中国の未来を農村の建設に求めた｡

387梁淑漢 『郷村建設理論』216貢｡
388梁瀬亨冥『郷村建設理論』224･225貢 0
389梁瀬漠 『郷柑建設理論』229貢｡
390梁瀬亨冥『郷柑建設理論』71頁.
391梁淑子冥『郷柑建設理論』355-364頁参照｡
392楊罪棒 『梁淑演合作理論輿合作運動』(重慶出版社､2001)第四章参照｡
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る科挙制度の再建も不可欠であることは､この近代からの教訓として再認識すべきであろ

う393｡

4.3 現代における科挙制度

エスカラは､｢人は､その身持ちを完全に認識すること､自ら絶えず完全に認識し､教養

すること (修身)が､儒教哲学の基礎的テ-マである.斯くの如きはまた善政の本質的条

件でもある｣と指摘した394｡前述したように､公務員の倫理観の育成に対処する現行政策

には､その実効性の障害となる限界が存在する (1.4.4)｡ また､新たな腐敗防止の枠組み

に向けての倫理的課題が確認された (1.4.5)｡特に人を育成することより､人を管理 ･監

視する手法に偏っている現行対策の欠点を克服し､｢倫理的人間による､倫理的人間のため

の､倫理的社会の構築-｣の道を目指す倫理的課題を実現するために､｢修身｣を根本的課

題とされてきた科挙制度が参考になるポイントを示すことが可能かつ有益であろう｡

しかし､前述したように､宋代に成立した科挙制度と現代の諸制度との間に次元が異な

るほど隔たりが存在し､新たな制度改革をする際､果してそれらを比較し､取捨選択する

作業は可能であろうか｡伝統的科挙試験制度は､かつて近代的文官制度のモデルとして､

その発展に大きな影響を与えた｡包括的な制度的枠組みとしての科挙制度と現代制度との

接点を検討するに当たって､科挙制度の全面的な影響を受けてきた中国において､現在伝

統制度と現代制度との関連を見るのは最も手早い方法であろう｡ 1つの手掛かりとして､

科挙制度の下で活躍していた清明集裁判官の持つ信念と､現代の司法の現場における裁判

の指導精神の関連を探ることを有益であろう｡ 以下近代及び現在行われている中国の法制

度改革における伝統司法制度に関する議論､そして 3息5で取り上げた公平原則の現在を

具体的に見ることにしたい895｡

393余英時は､伝統中国の士と近代中国の知識人との間に､何らかの繋がりがあるものの､

前者が社会の中心に位置するに対し､後者が遊離的な存在 (丑ee･noating)であると､そ
の違いを指摘した｡そして､士大夫文化が1920年代末期において消滅し､1940年代には
伝統的士大夫観念自体も､遂に ｢死亡｣したと言う｡余英時 ｢中国知識分子的辺縁化｣

『二十一世紀』総第15期 (香港中文大学､2003)参照0
394エスカラ前掲書15頁｡
8953.5で取り上げた実例は､宋代法律家の法的教養､官僚腐敗への取り組み､私有財産の
保護といった近代にも通じる法律家の役割を示すものである｡しかし､無訟-の努力は中

国の伝統制度の典型として､人民調解 (調停)制度の形で継受され､現在も政府によって

奨励され､機能している｡例えば､当事者を説得し､訴訟を取りやめさせる案件の数は､

人民法院の職務評価の指標として､統計されている｡そして､同じく伝統的法的精神であ
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4.3.1 司法改革における伝統と現代

現代法における自国の伝統法-の継承の割合を比較すると､現代中国法は､､英仏独に

比べてきわめて低いと指摘される396｡ 改革開放政策以来､市場経済導入のための法整備

を始め､訴訟手続､法曹資格など制度面の改革が急激に進められている｡その中､伝統

的裁判の精神及び制度について､近代革命より現在に至るまで､絶えず議論され､依然

大きな注目が集まっている397｡ しかし､緊急課題とされている市場経済のための法整備

は､実質上現代法制度との異質性を強調し､古代中国の法学及び制度に否定的態度を取

る傾向になっている｡

進行中の司法改革の過程においても､現行制度西洋化されてきたフォーマルな制度に

おける伝統的制度の痕跡は満足できるものではなかった｡にもかかわらず､形式的制度

とかけ離れてこ伝統的精神がいまだ人々の心の中で受け継がれているとしばしば指摘さ

れている｡その根拠の1つとして､西洋的議会の役割を果たすべき全国人民代表大会は､

立法作業､行政権-の監督機能はもちろん､議論の場としての機能全く発揮されていな

いことを挙げられる｡その理由とは､人々が依然として伝統的儒教的賢者による権威主

義的政策決定を好み､喧嘩のように弁論する政府像を期待してないからであると論じた

398
0

司法改革において､伝統的制度への再検討がひとつの課題として提起されている399｡

基本的制度である科挙制度-の見直しも､･議論の中心にある｡しかし､現時点では､具

体的にいかに法官の教養を高め､人民法院の権威を樹立させるかを議論する際､科挙の

時代における裁判官の権威が言及されているにとどまっている4000 『名公審判清明集』

については､判決文の言語構造などに触れ､現代の人民法院の判決文に誤字など頻出す

る公平原則はむしろ近代法に先進性を示すものであると考える｡

396例えば､何勤華は､中国古代法学の指導思想及び世界観､法学体系そして古代法学の

基本制度､概念が君主独裁の遣物として､殆ど否定されてきたと指摘した｡現代中国法の

淵源は主に､大陸法及び日本を介して継受した大陸法､ソビエトの社会主義法そして伝統

法の三つの部分にある｡しかし､伝統を受け継いで発展した現代法の割合は､英仏独の場

合70%だとすれば､中国は20%にも達していないだろうと論じた0｢中国古代法学的死亡

与再生 :関与中国法学近代化的一点思考｣『法学研究』1998年第2期134･143頁.
397近代革命において､孫文をはじめとする国民政府の指導者は､西洋的制度の単純な模

倣を強く反対していた｡

398賀衛方 ｢中国司法伝統の再解釈｣『南京大学法律評論』2002年秋季号｡

399例えば､蘇力 『法治及其本土資源』(中国政法大学出版社,1996)0
400季衛東 ｢法律職業的定位 :日本改造権力結構的実践｣『中国社会科学』1994年第2期｡

63･86頁及び賀衛方前掲参照｡
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るなど科挙試験によって､裁判官を選抜するメリットを強調した｡しかし､そのほとん

どは､公平な試験制度にとどまり､科挙制度を全面的に検討するには至ってない｡

4.3.2 公平原則の変遷

1930年代国民政府の法律顧問を務めたエスカラのシナ法の精神についての論述が､多く

の洞察を示した｡公平原則について､エスカラがかつて ｢孔子的標準｣として言及したよ

うに､きわめて儒教的特徴を持つ原則である401｡

前述した清明集に極めて近い公平原則の適用例は､近代中国の裁判にも見られる｡エス

カラの記述によると､｢上海の法廷が賃借人の追放の請求を受けたとする｡それが､被告側

の過失や悪意なくして､事情上不幸になった､貧乏な人々に関するときは､法律の規則が､

保留なしに明渡しを要求しているときでも､彼等に､猶予が与えられ､更新される｡非常

に富める人が､財日に弁済し得ぬ不幸な人に金を貸したとする｡裁判所は､ここでも尚､

正義にしたがって判断するだろう｡二つの場合に於いて､彼は孔子の原理に従って社会的

正義を実現せんと求める｡疑いも無く､支払われない所有者が損害をうける｡しかし､路

頭に迷わんとする借主はそれよりずっと大いなる損害を受けるだろう｡所有者が､将来に

対する家賃の減額､滞納金支払いの猶予を承諾するならば､衡平が満足されるであろう｡

貸主が弁済されないでこのため損害を受ける｡しかし､借主は､不幸において､彼より以

上に不平を言うべきものである｡一方は､損失を堪えることができるが､他方がそれがで

きない｡この二者の間に､仁義はより少ない損害を受ける者を犠牲にすることを命ずる｣402｡

このように､当事者間の経済的不平等を積極的に是正する公平原則は､社会主義の中国

法に受け継がれた｡中華人民共和国民法通則民法通則(1986年)は､民法の一般原則として､

第 1章第4条に自由意志 ･等価有償 ･誠実借用の原則と共に公平の原則を定めた403｡民事

活動において､公平の原則に従わなければならないと規定し､その目的とは､社会の弱者

を保護し､社会主義の公共道徳を表すとされている｡1999年の契約法は､さらにこの原則

を具体化して､｢当事者は､公平の原則を遵守し､各当事者の権利及び義務の内容を確定し

なければならない｣(5条)と規定した｡具体的規定として､契約を締結した際に明らかに公

4011911年に､近代革命を成し遂げ､新たな政権を成立させた中華民国国民政府は､不平
等条約の撤廃を至上課題に､欧米の法律原理を模倣して､立法･司法及び法学教育制度の改

正を行った｡

402エスカラ前掲書91･92貢｡
403民事活動は自由意志･公平 ･等価有償 ･誠実信用の原則に従うべきであると規定されて

い る｡
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平を欠く契約は､当事者の一方が人民法院または仲裁機関に対して､変更または取り消し

を請求する権利を有する(契約法54条)｡これによって､民事法律行為の内容の確定はにお

いて､公平の原則に従うべきことを一層強調されるようになったo実際､各分野の法律の

整備がまだ不十分の状況下､公平原則は裁判の根拠として､医療事故の被害者救済､出稼

ぎ労働者の賃金未払いなど当事者間の不平等な地位を配慮する際広く引用されている｡

しかし､現在進行中の民法典制定する作業において､中国の立法機関である全国人民代

表大会の法制工作委員会による草案 (いわゆる ｢官制｣民法草案)が､新たに第5条を設

けて､｢当事者は､権利と義務の確定をする際､公平の原則に従わなければならない｣と独

立の一条を設けて規定した4040それに対して､官制民法草案に先立って公表されたの民法

学者による (いわゆる ｢民制｣)民法典草案には､一般原則として､信義誠実の原則 ･権利

濫用の禁止を定めているが､公平の原則を定めていない 405｡ 信義誠実の原則が求めている

のは､社会共同生活上一般に期待されている信頼を裏切ることのないように誠意をもって

行動することである｡私権の公共性を考慮し､その行使･義務の履行も､共同社会の維持 ･

発展のための手段としてなされなければならないことは当然なことである｡しかし､伝統

中国法に源を持つ公平という価値は､信義誠実の原則 ･権利濫用禁止の原則によって､あ

る程度カバーすることができるが､とって代えることはできない｡

このような傾向は､中国における自由の価値をもっと尊重せよという思想の現れである｡

民法典草案の規定をそのまま実現すれば､中国法は､社会主義よりも､市場経済-の重虎

の傾斜を選ぶということを意味している.それは同時に ｢孔子的精神｣を一層否定するこ

とでもある｡

エスカラは1930年代国民政府の法改革について､以下のように述べた｡｢七五一八十パ

ーセントの農民よりなる国民､-それの農耕文明が､自然秩序と社会秩序との相互作用の

信仰に釣床の役目をした一に於いては､人々は､人の行動を法の許可や禁止に従ってでは

なく､為された行為の内在的な道徳的価値に従って判断しつづける｡ 実定法は､それが自

然法に合すると判断される慣習自体を表示する範囲に於てのみ承認される｣.そして､｢本

当を言えば､吾人は将来のシナが其の可能性があるとしても､全然､これらの理念を投げ

4042002年 12月23日､第九期全国人民代表大会常務委員会第31回会議に提出され､審
議された｡

405中国の立法機関である全国人民代表大会の法制工作委員会によるいわゆる ｢官制｣民

牡草案に対し､｢民制｣民法は民法学者梁慧星を中心とするこのグループによって起草され

た｡
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捨てるであろう理由をみない｡些細な問題に過ぎない治外法権の運命に､法のシナ的概念

の如く広大なる問題の解決を結びつけることは､大人気ないことであり危険なことである

だろう｣ 4060

以上見てきたように､制度面における伝統への再評価も､伝統的精神への継承も､市場

経済の発展のための法整備によって､二次的ないし廃止すべきものとされつつある｡現在

中国における科挙制度の再生-の呼び掛けは､一種の郷愁のような感情的ものに過ぎない｡

しかし､郷愁はいよいよ深刻な悩みに変わりつつある｡75･80%の農村人口という社会的状

況は 1930年代にエスカラが見たときの中国と同じである｡経済発展による都市と農村の

格差はかつてないほど広がっている｡社会主義的福祉政策の廃止､官僚腐敗の深刻化など

農民は切り捨てられた社会的弱者となり､急激な改革政策への反発が懸念される｡

エスカラの言葉をもう一度思い出す0人は､その身持ちを完全に認識すること､自ら絶

えず完全に認識し､教養すること (修身)が､儒教哲学の基礎的テーマである｡それはま

た善政の本質的条件でもあると｡つまり､その修身を最大な目的とする科挙制度は､良い

統治､善良的政府の本質的条件であると言えよう｡

4.3.3 現代制度-の示唆

科挙制度の再生には､社会的変動など伝統-再び目を向かせるきっかけが必要であろう｡

現時点では､本論文の目的である腐敗防止の枠組みの構築に対し､以下のような断片的提

言にとどまらなければならない｡

1. 科挙制度による士紳層の倫理観の育成及び維持は､科挙試験制度､職官制度､宗族制

度からなる制度システムの総合的結果だと言える｡従って､制度改革はその指南とな

る理論的枠組み､つまり､問題の原点に立ち戻り､諸制度全体の改革を含め､体系的

検討を前提にしなければならない｡

2. 採用時における人物面の評価は､すでに重視されつつある｡論文形式の採用など､科

挙試験制度における歴史的経験は､再評価に値する｡官僚の腐敗に対処するための処

罰､監察など､規制的なアプローチのほか､政策決定-の参加､昇進制度などの士気

を高めるような手段も有効である｡このような観点から､行政主体による自己規律の

可能性を再考慮すべきである｡

406エスカラ前掲書90貢｡
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3. 日本も中国も､現代家族制度はすでに宋代と大きくかけ離れている｡近年中国華南地

方における宗族制度の復活は興味深い現象である｡倫理的養成は､学校教育制度はも

ちろん､地域共同体における実践的教育にも重要な役割が期待できる｡

4. 現代では､思想統制として懸念されるが､外部的環境としてのイデオロギーの支配に

よる社会的共通な倫理的基盤の存在が､包括的な制度改革を進めていく際の成否の鍵

となる｡

すでに科挙制度を現代の参考とすることの限界に触れたが､以上述べた点は､歴史的経

験として､同様に歴史的問題でもある倫理問題の改善に一役買うような一つの選択肢とし

て提供できると思う｡Stalllの言うように､｢万能薬は存在しない｡自らの処方葦は私達を

至福千年へ導くことができると信じる者にとって､倫理問題はあまりにも複雑であり､人

間の弱点はあまりにも普遍である｡しかし､我々は努力しなければならない｣ということ

であろうか407｡

4.4｢善良な政府｣と科挙制度

科挙制度から得た以上の示唆は､現代の制度にどのように活かされるかという難問が残

る｡すでに触れたように (1.5.2)､法と開発研究における善良な政府の議論には､善良な

政府の行政 ･司法を支え､発展に寄与できるような､高い倫理観を持つ人的基盤の構築が

課題とされている｡｢善良な政府｣の理念として､政治的自由 (民主主義)と経済的自由 (市

場主義)とが重要な要素とされている｡しかし､両者は対立する契機を革んでいる408｡ 近

年､特に東アジアの急速な経済成長から､儒教社会における ｢権威主義｣的政治制度の可

能性が注目されるようになってきたO-見未来の政治制度は二つの可能性からの二者択一

の問題になるように見える｡しかし､ダニエル ･ベルは､それを ｢賢明で廉潔である政治

的エリートが支配する儒教的主張と国民参加､責任政治､透明性という民主的価値を融合

させる可能性｣として､西洋の政治的価値と儒教の政治的価値との両立の可能性を提示し

た409｡科挙システムにおける官僚制は､儒教的権威主義の政治制度として､民主主義の理

407See0.GlennStahl､ "EthicalFoundations"FromAliFarazmand(Edit)Handbook

ofBuzleaUCTBCyMarcelDekker､ 1994pp302.
408松尾弘1999前掲注49.129-132頁参照0

409ダニエル ･ベルI)anielA.Bell 1996AConfucianDemocracyforthe Twenty･First

Century from(第一回アジア法哲学シンポジウム 変わりゆく世界における法･アジアの
選ぶ多様な道 :法と正当性の諸基盤)において儒教的民主主義を構想している｡
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念に合致するだろうか､更なる検討が必要となる｡

本論文は､科挙制度の下で､儒教的倫理観を持つ裁判官の実像を検証してきた｡末代の

士紳層は､専門的法学教育ではなく､科挙制度を通して朱子学の経義を専攻した一方で､

『清明集』の裁判官として､以下のように特徴付けられた｡すなわち①彼らは､実定法を

良く理解しており､高い法的教養をもっている (3.5.1)0②下級官僚の腐敗に対して､積

極的に取り組み､官僚の自律的機能を果たした｡③商人及び私有財産に対し､積極的な保

護を行った (3.5.3)0④訴訟を秩序の乱れた排除すべき状態とみなし､それを無くすため

に､民間的慣習による紛争解決を試みた (3.5.4)0 ｢法｣･｢情｣･｢理｣三者の均衡を図る能

動的な法解釈能力を備える (3.6.1)ことによって､紛争の当事者を説得し､倫理的関係お

よび社会的秩序を維持した｡士紳層は､善良な政府を担う (行政 ･司法)｢良い官僚制｣と

しての役割を果たしそいたと言えよう｡この意味では､本論文は､法と開発研究への実証

的研究の一つとしても位置づけできる4100

そして､科挙制度は､士紳層を育成 ･選抜する科挙試験制度､彼らを国政の重要なポス

トに任命する職官制度､および士紳層の社会 ･経済的基盤である宗族制度を通じて､包括

的な制度枠組みとして､社会発展に多大な影響を与えていた｡末代中国の経済･文化の先進

性は､近代における科挙制度の廃止による社会的混乱を合わせて考えると､社会発展にお

ける科挙制度の役割を再評価する理由として､十分ではなかろうか｡特に社会的倫理観を

高揚し､官僚の腐敗を防ぐ科挙制度の有効性は､グッドガバナンスによる腐敗防止策の実

例として新たな解決の地平を開く参考となりうるであろう｡科挙制度の再生は､｢倫理的人

間による､倫理的人間のための､倫理的社会の構築-｣の道として､社会科学諸分野にお

いてさらなる研究､再評価を期待する｡

410 このことについて､｢主体的発展論の試み｣として､今後の課題としたい｡ここでは

簡単に触れておくに留める｡社会発展において､個人と社会の統合は大きな課題である｡

吉田民人は､一定の社会システムにおける全体主体と部分主体の統合､つまり､矯 ･個の

統合問題として､従来混同された組織的統合と倫理的統合の峻別を主張する｡｢倫理的統合

は､しばしば<個が個であるままに類をいきる>､<叛が額であるままに個をいきる>と

いった形で表現されてきたものであるが､前者は個人主体が自ら集団的主体性をも確立し､

逆に後者は集団主体が自らのうちに個人的主体性をも具備するという状況を意味する｣｡∵

方､｢どの種の資源に関する､どの種の決定領域･決定局面･決定水準に関わる自律的決定

権を､どの種の全体主体並びに部分主体に帰属させるか､という類 ･個の組織的統合とは

峻別すべきであろう｣と指摘した｡科挙制度における士紳層はこのイメージに合致する倫

理的統合主体であるとして､今後検証したい｡吉田民人､1991､『主体性と所有構造の理
論』(東大出版会､1991)175･176頁参照｡
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附録

①方岳 『秋崖先生集』巻二十一 簡節 十一 ｢輿族人｣悦覧軒蔵書 現静嘉堂文庫所蔵

某軌有所懐不敢眠曙 某於宗孤 英行最卑 尋常難有区区之愚 何覇吐露 今姦族人互訟

見非於邑 大夫令某諭之 用略陳其梗 夫一族之内 有貴有賎 有富有貧 有賢有不肖

固自不斉 而長長幼幼正不以貴賎貧富賢不肖論也 其人経費錐富雄賢 然而有卑幼蔦 英

人錐賎維貧錐不肖 然而有尊長蔦 貴者他賎者 富者偶貧者 賢者諌不肖者 以此為尊長

則卑幼敬之 以此為卑幼 則尊長愛之 是為衣冠之族 是為詩書之家 是為礼儀之郷 豊

不甚美 而乃有相虞詐者 相扇誘者 相春暖者 相数誘者 今日-詞日幼惇其長也 明日

一詞日長欺其孤也 是為蛮夷之俗 是為盗賊之行 是為輩机之宗 豊不堪悪 某以為族人

相興 奮利害 則嘗求直而不失英和 閑是非 則嘗委曲而母迂其盆 宗盟不可和坂 家醜

不可外揚 若人欲俄然 天理漸尽 則賭博悪少也 而我為之央 争訴嘩徒也 而我為之夷

闘殴兇人也 而我為之臭 汚穣獣行也 而我為之夷 為人類而至於此 則何所不至也 苛

利吾居或固其祖之嘘 苛葺吾屋或蹄其基之木 一念之舛而人論 庶物之分何暫天淵 哀哉

某承命於大夫 敢為族人言南言之 如不以卑部而垂聴蔦 宗族幸甚

②方岳 『秋崖先生集』巻二十四 簡節 十四 ｢回李宰｣

某伏準公移譲之 無任恕懐 差温国文正公之居洛里 中人有為不替者 轍相戒日 司馬端

明無乃知之 而某也 素行不修 無以率化 遂使一族之内 叔姪相殴兄弟為讐 養毛之間

而至於絶天理滅人倫以争之 亦可差巳 而某其罪也 然某之在敵族 英行最卑 垂督之童

悉是長上 雌目繋其為不善 徒為之産額太息而巳 前日岱之子自明者 至其説云云 某日

某於六三叔姪也 其将如斯何哉 然夜閲兵 錐聞悪聾 又何必開開延敵 二叔公不為無過

也 而又可訟乎 頃之武興者 至其説云云 某日 某於二叔公姪孫也 其将如斯何哉 然

尊叔嘗貸輿其孤姪銭乎 日然 某日 英之姪既孤 専政何為貸之 日皆非妄用是備之 以

償束情等類 其手畢具在也 某日 是固非妄費也 其家濁無親房尊長平 尊叔義教之 日

此当従而 叔壁書不当輿外人交関 豊不大誼 且四四叔公在也 尊叔安得私銭貸之 彼不

白其尊而借此 不白其尊而輿於法 皆為謹昧 穏日 父母在 不有私財 使某為有司 則

坐 以不孝而乾投之臭 初不問借貸之是非也 武興日 此則武興之過 某日 尊叔知過

幸甚 而又可訟乎 今準移文乃知皆不以某之言為然 寛以鈷明有司之聴也 二人者皆専行
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某又安敢寅是非 然皆嘗読書 競為学者 而所為若是 春秋之法 責賢者備 当白 焼縮

差報不待匿処 不敢復至明有司之庭臭 欲乞以某回申 判委本宗族長戒諭 今後有資産交

間者 以干照自尊長評直之 尊長不能輿之評直 則白之有司止許直訴見事 如捗非穀数誘

則併輿見事 並不受理 或至相青相殴 不分尊卑 則更不問事之是非 惟卑幼者坐之 庶

幾精華帝争之風 漸知長幼之序 取自台旨
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